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発刊にあたって 

 

 「『環境首都水俣』に学ぶ水高生から世界への「いのち」の発信」をテーマに取り組ん

できた水俣高校スーパーグローバルハイスクール（SGH）事業は、今年４年目を迎えまし

た。 

 水俣では、約６０年前に公害による大きな環境被害が起こり、市民は多くの苦難を経験

しました。しかし、人々は環境保護に力を注ぎ、現在、水俣市は全国初の「日本の環境首

都」として発展を続けています。そうした背景の中、水俣高校においても様々な環境教育

や活動を行ってきました。そして、平成２８年度に文部科学省から SGH の指定を受け、そ

れまでの取組をさらに発展させ、世界が直面する環境問題へ提言・議論するグローバル人

材の育成を目指して取組を進めてきました。 

本校の SGH 事業は「水俣 ACTⅠ」と「水俣 ACTⅡ」の２つを柱に、全学科、全学年の

生徒による活動を行っています。「水俣 ACTⅠ」では、水俣病の歴史から現代の世界の環

境問題まで幅広く学び、グローバルな視点を深化させるとともに未来への提案を探るため

の探究活動や課題研究を行っています。一方、「水俣 ACTⅡ」では、水俣環境アカデミア

や国立水俣病総合研究センター等の研究機関、大学、行政、企業、NPO 等と幅広く連携交

流を図り、共同研究やディスカッションを通して、現在も深刻化する水銀問題など様々な

環境課題に対して能動的な提言ができる能力の育成に努めています。また、米国モンタナ

やスロベニア等での海外研修を行い、他国の環境問題の現状や取組に直接触れることで、

認識や学びを深めてきました。  
こうした取組の成果として、生徒へのアンケート結果では、思考力、表現力、判断力が

向上し、特に「地域への興味関心」「課題発見能力」「コミュニケーション能力」の値が上

昇しています。また、国際機関との連携や海外の若者との交流など英語を活用する機会を

多く設けることで、海外への興味関心が高まるとともに英語検定の合格者が増加するなど、

英語力向上にもつながっています。さらに、環境について学んできたことを発展させ、大

学で研究を深め、将来に活かしたいと希望する生徒が増え、環境教育が進路決定において

もいい影響を及ぼしています。  
来年度、本校の SGH 事業は指定５年目の最終年度を迎えます。これまでの取組をもと

に、「自然と人間（いのち）の共生」の大切さを共有し、人権感覚あふれる国際社会の成

熟を目指すグローバルリーダーの育成を目指して一層の努力を重ねていきたいと思いま

す。そのためにも、現在、水俣市が内閣府の「SDGs 未来都市」を目指していますが、本校

においても環境問題に留まらず、SDGs に対する認識をより深めて、持続可能な社会づく

りを意識した取組や探究活動を進めていかなければならないと考えています。水銀に関す

る水俣条約は発効から３年目を迎えますが、条約には水銀が人の健康や環境に与えるリス

クを低減するための規則が定められています。そうした内容についても、これからの社会

を担う若者一人一人が理解して、身近なところから取組を積み重ねていく必要があります。

そして、環境問題はいのちの問題であるということを積極的に発信できる人材になってほ

しいと思います。  
 結びになりますが、本事業の推進に当たり、水俣市、国立水俣病総合研究センターをは

じめ関係各所から多大なる御支援並びに御指導御助言をいただきました。皆様に深く感謝

の意を表しますとともに、引き続き御指導御支援を賜りますようお願い申し上げます。な

お、本書を御覧いただき、多くの皆様から御意見や御助言をいただければ幸いです。 

 

   令和２年３月        

熊本県立水俣高等学校  校長 米納 康志 
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（別紙様式３） 
 

令和２年（２０２０年）３月  日  
 
 

研究開発完了報告書 
 
 
文部科学省初等中等教育局長 殿 

 
 

住所 熊本県熊本市中央区水前寺６丁目１８番地１号 
管理機関名 熊本県教育委員会 
代表者名  教育長 古閑 陽一    印 

 
 
令和元年度（２０１９年度）スーパーグローバルハイスクールに係る研究開発完了報告

書を、下記により提出します。 
 
 

記 

 

１ 事業の実施期間 
   平成３１年４月１日（契約締結日）～令和２年３月３１日 
 
２ 指定校名 
   学校名  熊本県立水俣高等学校 
   学校長名 米納 康志 
 
３ 研究開発名 
   「環境首都水俣」に学ぶ水高生から世界への「いのち」の発信 
 
４ 研究開発概要 
   世界が直面する環境問題に対し、水俣で学んだというバックグラウンドを持って提言・議

論を行えるグローバルリーダーの育成を目指し、以下の取組を行った。 

 （１）「水俣 ACTⅠ」（アクティブ・ラーニングを通した水俣病問題や世界の環境問題の学習） 

総合的な学習の時間及び長期休業期間や週末を利用して、全年全学科全クラスで課

題研究のテーマに関する取組を実施した。 

（第１学年）「Past MINAMATA －過去の歴史を知る－」 
（第２学年）「Present MINAMATA －現在の課題を学ぶ－」 
（第３学年）「Future MINAMATA －未来への提案を探る－」 
 

 （２）「水俣 ACTⅡ」（水俣 ACTⅠの課題研究を踏まえた実践的・発展的学習） 
   ア 水俣環境アカデミアにおける慶應義塾大学との共同研究 
   イ 国立水俣病総合研究センターとの連携 
   ウ 東京大学留学生、JICA 研修生との英語によるディスカッション 
   エ 持続可能な開発のための教育【ESD】の学習（国内外研修） 

   オ 小中学校との交流事業 

   カ 水俣環境観光ガイドとして実践演習  
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５ 管理機関の取組・支援実績  
（１）実施日程 

業務項目 
実施日程 

４
月 

５
月 

６
月 

７
月 

８
月 

９
月 

10
月 

11
月 

12
月 

１
月 

２
月 

３
月 

海外研修支援
①  募集 選考

事前

研修
研修

事後

研修
      

海外研修支援
②  募集 選考

事前

研修

事前

研修

事前

研修
研修

事後

研修
    

海外進学支援  研修     研修      

成果発表会         実施    

運営指導 
委員会      実施     実施  

 
（２）実績の説明 

○海外研修支援 
①熊本県州立モンタナ大学高校生派遣事業 

長期留学や海外大学進学の促進も視野に入れ、米国州立モンタナ大学に県内高校生２

３人を派遣、集中的な語学研修を実施（７月２０日（土）～８月６日（火））。今年度

は指定校からの派遣希望はなし。 
②専門高校生による海外インターンシップ事業 

県内の専門高校生１３人をアメリカ（ニューヨーク、ロサンゼルス）に１３日間の派

遣（１０月６日（日）～１０月１８日（金））、県内企業等の海外進出先でのインター

ンシップや企業視察、現地高校生との交流活動等を体験。今年度は指定校から１名が参

加。 
 ○海外進学支援 

   ・各県立高校で、海外留学・進学を志す生徒の相談窓口となる「海外留学・進学アドバイ

ザー」（英語教員１名）を指名。海外進学指導力を高める研修を、知事部局と連携して

実施（５月２６日（日）、１０月２７日（日））。海外大学入試制度や熊本県の高校交

換留学支援制度、大学進学支援制度等についての研修を実施。 
  ○成果発表会 
   ・本県の SGH指定校１校、SSH指定校４校、SPH指定校２校、地域との協働による高等

学校改革推進事業指定校２校、スーパーグローカルハイスクール（熊本県指定）指定校

３校に県内６校を加えた合同研究発表会を県教委主催で開催（１２月１日（日））。１

２２テーマについて発表。 
  ○運営指導委員会 
   ・指定校を会場に、授業見学や研究協議会からなる委員会を２回実施（９月４日（水）、

２月２０日（木））。課題研究の成果普及のための取組や事業成果の評価方法等につい

て指導助言。３名の委員が成果発表会（２月２０日（木））にも出席。 
   ・委員：小嶋 仲夫氏（名城大学名誉教授） 
       迫口 明浩氏（崇城大学工学部ナノサイエンス学科教授） 
       上妻 博明氏（ハリウッド大学院大学特任教授） 
       野田 恭子氏（NPO法人ディスカバリーくまもと理事長） 
       井芹 道一氏（株式会社熊本日日新聞社編集委員） 
  ○その他 

 ・SGH 指定校であることから、生徒の英語による発信力向上を目的として、ALT を常駐

させる人的支援を行うと同時に、ALTの活用等について指導助言を実施している。  
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６ 研究開発の実績 
 （１）実施日程 

業務項目 
実施日程 

４
月 

５
月 

６
月 

７
月 

８
月 

９
月 

10
月 

11
月 

12
月 

１
月 

２
月 

３
月 

水俣 ACTⅠ 
探究活動 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 成果

発表
◎ 

講演会・講話  ◎ ◎ ◎  ◎ ◎ ◎ ◎    
水俣 ACTⅡ 
慶應大学との 

連携事業 
 ◎ ○ ◎ ◎   ◎ ◎ ○ ◎  

国水研との 
連携事業  ○ ○ ○ ◎   ◎    ◎ 

留学生等との 
交流  ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ 

ESD 
国内外研修   ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ◎    

小中学校との 
交流活動    ○ ◎        

水俣環境観光 
ガイド   ○ ○ ×        

    ※◎実施 ○準備 ×台風のため中止 
 
（２）実績の説明 
  ア 水俣 ACTⅠ 
  （ア）探究活動 

実施規模 
対象 全学年 

参加生徒 １学年全員（１３４名）２学年全員（１６６名） 
３学年全員（１４７名） 

概要 

週１単位の総合的な学習の時間および総合的な探究の時間において、

探究活動を実施した。 
 
１年生のテーマは「Past MINAMATA －過去の歴史を知る－」と設定

しており、以下のようなスケジュールでクラス単位で活動した。 
 １学期…水俣病に関する基礎知識の習得 
   『水俣病の教訓と日本の水銀対策（環境省環境保健部環境安全

課作成）』をテキストとして活用し、水俣病と水俣の再生への取

組について基本的な知識を学ぶとともに、必要な情報を整理する

力を習得することを目的として実施した。 
２学期…思考スキル養成のための活動およびポスターの基礎習得 

前半はマインドマップ、ブレインストーミング、三角ロジック

など、探究活動に必要な思考スキルの習得を目指してグループ活

動を実施した。後半は自分の興味のあることについてポスターを

作成することで、ポスター作成のために必要なテンプレートや情

報収集の方法を習得することを目的として実施した。また、作成

したポスターについてグループ内でポスター発表も併せて実施し

た。 
３学期…課題研究のテーマ設定 

２年次に行う課題研究のテーマを設定するために、SWOT 分析、

マッピング、質問・疑問マトリクスなどのシンキングツールを活

用して、テーマの分野を検討した。 
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２年生のテーマは「Present MINAMATA －現在の課題を学ぶ－」と設

定し、テーマごとにグループを編成して調査研究を実施した。それぞれ

のグループは学科を融合し、１５～２０名の生徒で構成されている。関

連施設のフィールドワークや講話はグループごとに実施している。調査

研究の内容は、１年生で調査研究した内容から発展し、日本各地や世界

での環境問題や取組について学び、水俣と比較することで、水俣を新た

な視点で捉えなおした。また、工業科の一部は３年生の「課題研究」に

参加して、学科・コースの特徴をいかした研究を進めている。各学年と

もグループのテーマは以下の通りである。   
  a 環境問題発生流域の地理  b メディアから見る水俣病探求 
  c 水銀に関する水俣条約   d 環境問題からの再生 
  e 世界における水銀被害   f 世界のゴミ問題 
  g 環境ビジネス     
  h 安心安全・低炭素社会構築のものづくり研究（機械科） 
  i  環境発電の研究（電気コース） 
  j  Wood Connect Project（建築コース） 
  k SGH 委員会 

３年生のテーマは「Future MINAMATA －未来への提案を探る－」と

設定し、未来に向かって水俣から発信、提言するために、第１学年及び

第２学年で調査研究した内容を整理してレポートにまとめた。また、工

業科においては、学科の特色をいかした課題研究を行った。それぞれの

学科およびコースのテーマは以下の通りである。 
機械科   安心安全・低炭素社会構築のものづくり研究 
電気コース 省エネルギー製品の研究・再生可能エネルギーの研究

建築コース 循環型社会の研究 
 

   （イ）講演会 

実施規模 

対象 全学年 

参加生徒 

①：１学年（１３４名） ②：１学年普通科特進（３１名）

③：１学年（１３４名） ④：全学年（４４４名） 
⑤：３学年商業科（２３名）⑥：２学年商業科（２５名） 
⑦：２学年「環境問題からの再生」グループ（１７名） 
⑧：２学年「世界の水銀被害」グループ（１７名） 
⑨：２学年電気コース（１５名） 

概要 

 グローバル人材に必要な素質の把握や目標意識の高揚、また、水俣病

や水銀に関する水俣条約をはじめとする環境問題や様々な社会問題への

見聞を広めることなどを目的として、各分野の専門の方をお招きして各

種講演会を実施した。講師・日程等は以下の通り。 
①５月２２日（水）赤星 亜朱香 氏（JICA デスク熊本国際協力推進員）

 「SDGs？持続可能な世界とは？」  
②６月１１日（火）高木 愼二 教諭（熊本県立八代高等学校） 
 「英語による即興型ディベートの実践」 
③９月２５日（水）杉本 肇 氏（水俣病資料館語り部） 
 「水俣から未来へ」 
④１０月３０日（水）岩谷 美代子 氏（NPO 法人外国から来た子ども支

援ネットくまもと） 
 「日本で暮らす外国ルーツの子どもたち～日本語習得、仲間作り～」
 
上記以外に、探究活動において該当グループ対象の講話を実施している。

⑤６月１４日（金）永田 渉 氏（永田税理士事務所） 
 「地元で輝くという選択肢」 
⑥６月１７日（月）山口 能敬 氏（東京 CPA 会計学院熊本校） 
 「簿記会計・税理士資格等について」 
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⑦６月２１日（金）松山 明人 氏（環境省国立水俣病総合研究センター

国際総合研究部長） 
 「水俣湾の栄養塩向上のためのフリーディスカッション」 
⑧７月５日（金）内田 圭祐 氏（いであ株式会社環境創造研究所環境化

学部微量無機化学物質測定グループ主査研究員） 
 「水銀のモニタリング技術」 
⑨７月５日（金）萬谷 靖夫 氏（日鉄日立システムエンジニアリング株

式会社産業流通ソリューション事業部グループリーダー） 
 「プログラミング講座メンター事前教育」※遠隔講義 
 
その他に校内外で実施された講話に希望生徒が参加している。 

 
   イ 水俣 ACTⅡ 
   （ア）水俣環境アカデミアとの連携事業（慶應義塾大学との共同研究） 

実施規模 

対象 １年生・２年生 

参加生徒 

①遠隔講義 
第１回：１０名 ２年生１０名[普通・商業] 
第２回：１０名 ２年生１０名[普通・商業] 
第３回：１８名 １年生 ８名[普通・電気・建築] 

         ２年生１０名[普通・商業] 
第４回：９名  １年生 ９名[普通・電気・建築] 

②夏季環境デジタルアートワークショップ：２６名 
 １年生１７名[普通・電気・建築]  
２年生 ７名[普通] 
３年生 ２名[普通] 

③冬季環境デジタルアートワークショップ：９名 
 １年生９名[普通・電気・建築] 

概要 

 地域が抱える問題に対して実効力ある解決策を提示し得る高等教育及

び研究を促すため、地元住民と大学等研究機関との接点を創り、連携に

よる取組をコーディネートする「水俣環境アカデミア」と共に慶應義塾

大学学生と連携事業を実施した。遠隔講義では、平成２８年度から継続

したテーマ「環境デジタルアート」について、身の回りの目に見えない

データをデジタルアートとして表現し、地域活性化につなげる手段につ

いて検討した。ワークショップでは遠隔講義で出されたアイデアをもと

に、慶應義塾大学学生、ASEAN の学生とともに作品を製作し、アイデア

を形にして、課題を共有した。  
 

   （イ）国立水俣病総合研究センターとの連携事業 

実施規模 
対象 ２学年「環境問題からの再生」グループ（１７名） 
参加生徒 ２学年「環境問題からの再生」グループ（１７名） 

概要 

 「水俣 ACTⅠ」２年生の「環境問題からの再生」グループが当センタ

ーの国際・総合研究部の協力のもと、水俣湾および水俣川の水質を調査

し、栄養分を分析した結果から、現状の課題等について調査研究を行っ

た。また、水俣市漁業協同組合にも協力を依頼して、漁獲量減少という

課題に対しての対策を検討した。 
  

   （ウ）留学生、研修生等との交流 

実施規模 

対象 全学年希望者 

参加生徒 

①中山髙級工商職業學校との交流：１７名 
 ３年生１７名[普通] 
②トルコ環境省等との交流：２名 ※環境委員・美化委員 
２年生２名[普通・電気]   
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③フィリピン科学高校との交流：１２名 ※SGH 委員 
 １年生 ２名[普通]   
 ２年生１０名[普通・商業・機械・建築] 
④夏季環境デジタルアートワークショップ：２６名 
 １年生１７名[普通・電気・建築]  
２年生 ７名[普通] 
３年生 ２名[普通] 

⑤国際交流カフェ in みなまた：３２名 
１年生 ６名[普通・機械] 
２年生２６名[普通・商業] 

⑥熊本大学 HIGO プログラム生との交流：１０名 
２年生１０名[普通] 

⑦2019 UNEP 水俣条約実施推進プロジェクトのインセプ

ションワークショップ：３名 ※環境委員・美化委員 
 １年生１名[普通]  ２年生２名[普通・電気] 
⑧さくらサイエンスプラン水俣研修におけるランチミーテ

ィング：２０名 
 １年生 ３名[普通] ２年生１７名[普通・商業] 
⑨日中植林・植樹国際連帯事業：１７９名 
 １年生１３３名[全学科] 
 ３年生 ４６名[機械・電気・建築] 

概要 

①本校の平成２９年度および平成３０年度の修学旅行における学校交流

先である台湾高雄市の中山髙級工商職業學校生徒１６名と職員１名が

教育旅行で九州を訪れ、水俣高校に来校し、本校の３年生（１７名）

と授業内において交流した。授業での交流後は商業・工業の授業見学

および施設見学を行った。 

②「水銀に関する水俣条約」関連のプロジェクト（Minamata Initial 
Assessment Project on Mercury Management）において、各国が水俣

条約の実施における課題の抽出や計画の策定などを実施している。そ

の一環で、トルコの Ministry of Environment and Urbanization の職員

５名と UNIDO 職員１名が、学校における環境教育のあり方について調

査を行うことを目的として来校し、生徒から環境・美化委員会の取組

を、職員からＳＧＨ事業について説明を行った。 
③日本および水俣の環境政策の研究のためにフィリピン科学高校

（Philippine Science High School）生徒２０名と職員２名が来校し、

双方からプレゼンテーションをそれぞれ実施した後、それぞれのプレ

ゼンについて質疑応答や課題についてグループに分かれて意見交換を

した。その後、グループで出た意見等を全員で共有した。 

④６（２）イ（ア）に記載済み。 

⑤水俣市と共催で県内の留学生や JET プログラム参加者を水俣に招き、

SGH 事業の報告と英語による水俣市ガイドを実践した後、水俣市の観

光スポットを本校生徒が案内する事業で、６月から準備を進めてきた

が、台風で中止となった。 

⑥水俣インターンシップに参加している熊本大学 HIGO プログラム生お

よび留学生の１０名（いずれも医薬系の大学院生で３か国４名の学生

を含む）と、それぞれの環境問題に関するテーマにもとづいて事前に

プレゼンテーション資料を作成し、交流当日は双方からプレゼンテー

ションを実施した。それぞれのプレゼンテーションに対してチェック

シートを活用して相互評価し、課題を共有した後にプレゼンテーショ

ンを改善して、再度プレゼンテーションを実施した。なお、進行や発

表、意見交換等はすべて英語で行った。 

⑦平成２５年に熊本市・水俣市で開催された外交会議において採択され

た国際環境条約である「水銀に関する水俣条約（水俣条約）」に関し
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て、環境省と国連環境計画（UNEP）は、アジア太平洋地域における

水俣条約の実施を推進し、水銀による環境と人の健康への悪影響を防

止することを目的としたプロジェクトを立ち上げた。このプロジェク

トは、アジア太平洋地域において水銀モニタリングを実施する機関等

のネットワーク化と、域内の能力強化研修の実施を推進するものであ

る。これにより、日本ならではの条約への具体的な貢献を示し、水銀

対策先進国としての確固たる地位を築くことを目指す。本プロジェク

トの立ち上げに当たり、熊本県水俣市にて「水俣条約実施推進プロジ

ェクトインセプションワークショップ」が開催され、プロジェクト参

加国（１４ヵ国）と今後の活動計画について議論が行われた。本ワー

クショップの一環で本校から水俣条約に関する取組や生徒会環境委員

会等による取組を発表し、意見交換を行った。 

⑧水俣高校の連携先である水俣環境アカデミアが実施した「さくらサイ

エンスプラン水俣研修」において、シンガポール・台湾・タイから参

加した研修生および引率職員１３名が水俣市および福岡市で研修を受

講した。その期間内に、本校生徒宅および水俣市民宅にホームステイ

を実施した。また、本校生徒およびホストファミリー、水俣市民らと

ランチミーティングを通して文化交流・意見交換を行った。 

⑨本事業は、外務省が推進する日中植林・植樹国際連帯事業の一環とし

て、中国から高校生７００名を招聘し、植樹活動、環境に関するセミ

ナー、関連施設の視察等を行い、中国高校生の環境意識の啓発を図る

ほか、高校訪問や各地視察等を通じ、日中両国青少年の友好促進、対

日理解の一層の促進を図ることを目的として実施される事業である。

本校には山東省青島第十七中学から１５名、山東省牟平第一中学から

１３名が来校し、１学年生徒で歓迎会を行った。その後は来校生徒を

４グループに分け、普通科・機械科・電気コース・建築コースの授業

を体験してもらい、最後に共同で植樹活動を実施した。 

 

   （エ）持続可能な開発のための教育【ESD】の学習（国内外研修） 

実施規模 

対象 ①②：１年生・２年生希望者 
③④：２年生 

参加生徒 

①いであ株式会社環境創造研究所でのフィールドワーク： 
 ２年生４名[普通] 
②スロベニア研修：１０名 
１年生４名[普通] ２年生６名[普通] 

③台湾修学旅行：２年生１５６名[全学科] 

概要 

①水俣 ACTⅠ２年生「世界における水銀被害」グループが、静岡県焼津

市の水銀処理施設を訪問し、調査内容を各自の研究に反映した。また、

調査内容をレポート等を媒体として締約国会議第２回会合（COP３）

にてメッセージや情報を発信した。 
②水銀採掘で繁栄した町で、水俣市・水俣高校とも交流実績のあるスロ

ベニアのイドリアを訪問し、現地のユーリベガ高校生宅にホームステ

イをしながら、現地の水銀被害の詳細や復興の過程について学習し、

それぞれの課題研究に反映することができた。また、同高校を訪問し、

両校の取組や課題を共有した。 
③現地の高校生や大学生との交流を通じて、水俣 ACTⅠ「探究活動」の

取組内容についてのステージ発表やポスター発表を行い、発信力の向

上を図った。さらに、JNC 株式会社台湾工場を訪問し、地元水俣の企

業が自社で培った産業技術を海外で活かし、グローバルな活動を展開

する状況を見学し、先進技術の重要性を認識できた。 
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   （オ）小中学校との交流事業 

実施規模 
対象 １年生・２年生希望者 
参加生徒 １年生６名[普通] ２年生１６名[普通] 

概要 

 水俣市の児童会・生徒会活動を基盤とした小中学校の連携事業に、本

校生徒が関わることで、地元の小学生、中学生、高校生の強い絆を作り

上げ、義務教育段階からグローバルな人材の育成を図るとともに、義務

教育から高等教育への継続した学習の機会とすることを目的として実施

した。研修では、班別協議に本校生徒がファシリテーターとして参加し、

プレゼンテーションまでの指導を行った。 
 

   （カ）水俣環境観光ガイド 

      上記６（２）イ（ウ）に記載した通り。 
 
７ 目標の進捗状況、成果、評価 
（１）目標の進捗状況 

    年度当初に計画した事業（水俣 ACTⅠ・ACTⅡ）については上記６の通り、計画通りに

実施できている。また、目標設定シートで設定していた当初の目標数値と現在の進捗状況

は以下の通り。 
  ア 本構想において実現する成果目標の設定（アウトカム）         

項   目 
Ｈ２８ 

実績 

Ｈ２９ 

実績 

Ｈ３０ 

実績 

Ｒ０１ 

実績 

自主的に社会貢献活動や自己研鑽活動に取り組む生徒数 ３１５人 １２７人 １５６人 ２０１人

自主的に留学又は海外研修に行く生徒数  ８人 ４人 ３人 ２人 

将来留学したり、仕事で国際的に活躍したいと考える生

徒の割合  
２０％ ３０％ ３２％ ３６％

公的機関から表彰された生徒数、又はグローバルな社会又はビジ

ネス課題に関する公益性の高い国内外の大会における入賞者数 
１４人 １３人 １３人 ２６人

卒業時における生徒の４技能の総合的な英語力として

CEFR の B1～B2 レベルの生徒の割合  ３％ ３％ ３％ ８％ 

自主的に国立研究機関での研修等を受講する生徒数  ８人 ２２人 ４３人 １７人

 
  イ グローバルリーダーを育成する高校としての活動指標（アウトプット） 

項   目 
Ｈ２８ 

実績 

Ｈ２９ 

実績 

Ｈ３０ 

実績 

Ｒ０１ 

実績 

課題研究に関する国外の研修参加者数  ８人 １５４人 １４７人 １６０人

課題研究に関する国内の研修参加者数  １０６人 １３８人 １８４人 １３２人

課題研究に関する連携を行う海外大学・高校等の数  ２校 ３校 ３校 ３校 

課題研究に関して大学教員及び学生等の外部人材が参画

した延べ回数（人数×回数）  
１０７人 ３７６人 １６４人 ３４０人

課題研究に関して企業又は国際機関等の外部人材が参画

した延べ回数（人数×回数）  
３７人 １０９人 １２６人 １０７人

グローバルな社会又はビジネス課題に関する公益性の高

い国内外の大会における参加者数  
７人 １４人 ２１人 １６８人

帰国・外国人生徒の受入れ者数（留学生も含む。）  ０人 ０人 ０人 ０人 

 回１ 回１ 回１ 回１  数回表発究研のてしと校進先
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外国語によるホームページの整備状況  ○ ○ ○ ○ 

市外から学生を呼び、指定校で環境に関するワークショ

ップを兼ねた研修・合宿を実施する回数  
３回 ８回 ５回 ６回 

 

（２）成果 

  ア 学習意欲等の向上 

     後述７（３）の自己評価の結果から、特に国内外の環境問題への関心や理解が進み、

課題解決への意欲が向上している。さらに、３年生については、本校全体の課題であっ

たコミュニケーションにおける英語の使用や生徒自身の活動内容を発信し周囲へ与える

影響力については、１年次の結果から倍増している。 

 

  イ コンテスト等への参加者数および表彰件数の増加 

     課題研究に関しては以下の大会やコンテストに参加・応募した。 

 大会・コンテスト名 課題研究内容 備考 

１ 第２回九州SGHフォーラム ポスタ

ー発表部門 
SDGs 達成のために水

高生としてできること 優秀賞 

２ 九州地区高等学校工業系生徒研究成

果発表大会 EV スクーター（機械科） 最優秀賞 

３ 第２９回全国産業教育フェア新潟大

会 EV スクーター（機械科） 奨励賞 

４ 専門高校生徒の研究文・作文コンク

ール EV スクーター（機械科） 産業教育振興中

央会賞最優秀賞 

５ 熊本県工業高等学校生徒研究発表会 環境発電の研究（電気コ

ース） 奨励賞 

６ 水中ロボットコンベンション  In 
JAMSTEC 2019 ジュニア部門 水中ロボット（機械科） ４位 

７ 水俣市市制施行７０周年記念事業

「未来に向けた作文コンクール」 
２０３０年の水俣のた

めに私ができること 
最優秀賞１名 
優秀賞１名 

８ 第８回イオンエコワングランプリ 
・環境発電の研究 
・Wood Connect Project 
・環境美化活動 

 

９ 第２回くまだい研究フェア ポスタ

ー発表 
環境首都発！エコ・グラ

ンピング計画  

１０ SDGs まちづくりアイデアコンテス

ト 
環境首都発！エコ・グラ

ンピング計画  

１１ 第３回 中高生未来創造コンテスト 環境首都発！エコ・グラ

ンピング計画  

１２ 第４回高校生ビジネスアイデアコン

テスト 
SNS で水俣の魅力を拡

散  

     英語関係では熊本県内の英語スピーチコンテストやディベートコンテストへの参加者

数が前年と同程度の１１名で、前年度から引き続き英語関係のコンテスト等への参加意

欲は SGH 事業開始前から比較すると、高い水準で推移している。 

     また、今年度は時事通信社が主催する教育奨励賞※において優秀賞を受賞することがで

きた。 

    ※教育奨励賞は、創造性に富んだ特色ある教育の実践に顕著な業績を挙げた幼稚園、幼

保連携型認定こども園、小学校、中学校、義務教育学校、高等学校、中等教育学校、

特別支援学校を表彰し、学校教育の一層の充実を図るのが目的で、文部科学省の後援

を得て時事通信社が主催、新聞通信調査会が協賛団体として毎年実施しています。公

募方式ではなく、全国にある時事通信社の支社・総支局などが都道府県や政令指定都

市の教育委員会の協力を得て、幼稚園・小・中・高校の中から候補校を選出。「授業

（保育）の革新」「地域社会に根差した教育」の２テーマに沿ったさまざまな教育実
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践について、記者が直接取材をして作成したリポートを基に審査委員による厳正な審

査を経て、当該学校を表彰します。２校に「優秀賞」が贈られ、うち１校には「文部

科学大臣奨励賞」が併せて贈られます。優秀賞に準じる成果を挙げた学校には「優良

賞」が、優良賞に準じる成果を挙げた学校には「努力賞」がそれぞれ贈られます。（当

社ＨＰより） 

 

  ウ 英語検定合格者数の増加 

     実用英語技能検定試験準２級および２級の受験者数、合格者数、保持者数を以下に示

す。 

 
 級２準 級２

受験者数 合格者数 保持者数 受験者数 合格者数 保持者数 

H２７ ３６ ８ １１ ８０ ２８ ４５ 

H２８ ４１ ６ ８ １２６ ４３ ７４ 

H２９ ４５ ６ １１ ９６ ４５ ９３ 

H３０ ７３ １３ １７ ８６ ４１ ９３ 

R０１ ６１ ２８ ３４ ４３ ２３ ８５ 

     ２級については受験者数は昨年から減少したが、合格者数・保持者数ともに昨年から

は倍増しており、SGH 指定前と比較すると３倍強となっている。準２級については受験

者数・合格者数ともに減少しているが、保持者数は昨年とほぼ変わらず、２級保持者と

合わせて考えると、全体的に英語の能力は確実に向上している。 

 

  エ 海外研修等参加への意欲向上 

     本校主催の海外研修を含めた希望者数および研修参加者数を以下に示す。 

者航渡 者望希 名修研 

H２８ 
 ８ １１ 修研ルーポガンシ

海外インターンシップ事業（アメリカ合衆国）※１ ３ ２ 

姉妹都市交流事業（オーストラリア・デボンポート）※２ １８ ６ 

H２９ 
 １１ ３２ 修研アニベロス

商業関係学科に学ぶ生徒海外研修（香港）※３ ２ ２ 

自主語学留学（イギリス・カナダ）  ２ 

H３０ 
 ０１ ０３ 修研学大ナタンモ立州

商業関係学科に学ぶ生徒海外研修（香港）※３ １ １ 

 ２  ）ージィフ・ダナカ（学留学語主自

R０１ 
 ０１ ６１ 修研アニベロス

海外インターンシップ事業（アメリカ合衆国）※１ ２ １ 

 １  ）国衆合カリメア（トウカスイーボ
※１ 熊本県教育委員会主催  ※２ 水俣市主催  ※３ 熊本県商業高等学校協会主催 

     本校で主催する海外研修については、選考の際にこれまでの活動成果や英語による面

接に加えて、今年度からプレゼンテーションも課したこともあり、希望者が減少したと

考えられる。それでも今年度も私費でボーイスカウトに参加する生徒もいることから、

海外への意識が向上していることが分かる。 

 

  オ 成果発表の機会の増加 

     SGH 事業概要や研究内容を発表し、普及したものを以下に記す。ただし、大会やコン

テスト等で普及したものについては、７(３)イ「コンテスト等への参加者数および表彰

件数の増加」の項目に記載済み。 

 容内及普 面場及普 程日

５月１５日（水） 中山髙級工商職業學校との交流 事業取組発表 
５月３０日（木） トルコ環境省等との交流 事業取組発表 

７月 ６日（土） フィリピン科学高校との交流 
SGH委員による研究内容発

表「SDGs の視点で見た水

俣市」 
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９月 ３日（火） UNEP インセプションワークショ

ップ 事業取組発表 

９月１２日（木） スロベニア研修 
SGH委員による研究内容発

表「SDGs の視点で見た水

俣市」 

１２月 １日（日） 熊本県スーパーハイスクール生徒

研究発表会 

２年生探究活動全グループ

の研究発表（ポスター発表）

１２月 ６日（金） 日中植林・植樹国際連帯事業 
SGH委員による研究内容発

表「SDGs の視点で見た水

俣市」 

１２月１０日（火） 台湾修学旅行 
※長榮大学にて発表 

SGH委員による研究内容発

表「SDGs の視点で見た水

俣市」 

１２月２１日（土） 水銀に関する水俣条約記念フォー

ラム２０１９ 
２年生探究活動「世界にお

ける水銀被害」研究発表 

１２月２２日（日） ２０１９年度 SGH 全国高校生フォ

ーラム ※ポスター出展のみ 

２年生探究活動「環境首都

発！エコ・グランピング計

画」 

 ２月２０日（木） 水俣高校 SGH 成果発表会 １・２年生課題研究内容発

表（ステージ・ポスター）

     今年度は昨年度同様に英語でプレゼンテーションを実施し、英語による研究発表の定

着を図ることができている。また、研究内容をコンテスト等に応募する件数も前年度か

ら増加した。 

 

（３）検証方法および評価方法 

    研究開発の仮説（ⅰ）～（ⅵ）についての分析は、本校が育成を目指す生徒に必要な能

力に関する２５の質問項目に対する選択的回答方式（４段階）のアンケートを、事業実施

前（４月）と事業実施後（２月）に実施した。また、「水俣 ACTⅠ」の探究活動について

は、中間発表で作成したポスターを全員が発表し、相互評価を実施した。「水俣 ACTⅡ」

の各事業に関する分析は同様のアンケートと生徒の事後レポートで行った。各事業への参

加者数の推移も生徒の変容として参考にしている。また、２年生普通科特進クラスの生徒

を対象に、ベネッセの GPS-Academic を試験的に実施し、上述のアンケート結果と関連性

について検討した。 

 

 （４）中間評価について 

    本校の中間評価の結果等については以下の通り。 

結果 
これまでの努力を継続することによって、研究開発のねらいの達成がおおむね

可能と判断されるものの、併せて取組改善の努力も求められる。 

講評 

○地域の特性を生かした本校ならではの課題を掲げて着実に研究開発を進め

ており、「環境」という視点から世界を学ぶことを通じて、自分で考え行動

できるグローバル人材の育成に取り組み、その成果及び課題を明確にしてい

る点は評価できる。 

○生徒が外に発信する機会や海外研修の機会が増えたことで、グローバルな課

題に対する当事者意識やグローバルマインドが喚起され、表現力の向上にも

つながっている点が評価できる。 

○生徒の活動時間の十分な確保に留意するとともに、３つの学校種が融合する

ことの利点・課題も併せて分析をする必要がある。また、運営指導委員会が

有効に機能するよう引き続き工夫することが望まれる。 

    以上から、校内で検討して次のように対応している。 

  ア ３つの学校種が融合することの利点・課題について 

     本校の課題研究では、学科を融合した全員参加型のシステムにするために、各学年を

学科・コースの枠を取り払い、各グループの構成を全学科・コースの生徒となるように
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している。指導には学年所属のすべての職員がグループの顧問や調査活動の指導に当た

っており、各グループで外部と連携をとり、研究を充実させている。それぞれのグルー

プ構成を全学科・コースの生徒としたことで、生徒間で新しい知識の共有をはかること

ができている。 

  イ 運営指導委員会について 

     これまでは年２回の運営指導委員会の中で、本校の事業に対して指摘や助言を受ける

スタイルだったが、今年度からは前回の会議で挙げられた指摘事項に対して改善した点

を会議の始めに提示して協議を進めるスタイルに変更した。また、実施した事業報告を

メールで行い、それに対する感想や指摘事項を時間差なく受けることで、これまで以上

に運営指導委員の意見を事業改善に生かすことができている。 

 

８ 次年度以降の課題及び改善点 
 （１）教育課程の研究開発の状況について 
  ア 指定後の教育課程における変化および工夫 
     本校は SGH 事業のために学校設定科目は設定せずに、既存の「総合的な学習の時間（以

下、「総学」）」（平成３１年度入学生からは「総合的な探究の時間（以下、「総探」）

を発展させて活用している。１年生は全学科において週１単位を使用している。２年生

の商業科および工業科では平成２９年度から他の科目から１単位を「総学（総探）」に

変更した。平成３０年度は３年生の商業科で他の科目から１単位を「総学（総探）」に

変更し、工業科では課題研究２単位で「総学（総探）」の代替としている。また、学年

単位で「総学（総探）」を同じ時間帯に設定することで、生徒のグループ編成や学年全

体の指導が可能となった。 
     なお、２年生の「総学（総探）」を３年工業科の「課題研究」と同じ時間帯に設定す

ることで、工業科の一部の生徒は３年生の「課題研究」に加わることが可能となった。

そのことにより３年生が２年生を指導でき、知識や技術に加え、研究の成果と課題を次

の学年へ引き継ぐことが容易となった。 
  イ 先進的な課題研究等の実績を踏まえた発展的な実践 
     本校では、申請時点で構想調書に「水俣 ACTⅡ」を「「水俣 ACTⅠ」の課題研究を踏

まえた実践的・発展的学習」と定義し、指定後からその実践に取り組んできた。「水俣

ACTⅡ」の中から、課題研究の一環として行うフィールドワークや成果発表等のための

海外研修等について記載する。 ※６（２）イも参照 
  （ア）海外研修 
     平成２８年度はシンガポール研修を実施した。当研修での学びや調査結果がその後の

個人の研究内容に反映できるように、事前学習を通してそれぞれテーマを設定した。ま

た、対象の１学年すべての生徒が学びを共有できるように、全クラスから１名ずつ選抜

し、学年全体で事前学習を行い、研修後は文化祭および成果発表会で学びを共有した。 
     平成２９年度および令和元年度はスロベニア（イドリア）研修を実施した。イドリア

は水銀採掘で繁栄した町で、過去に水銀被害を受けた歴史もあり、SGH 指定前から本校

および水俣市と交流実績のある町である。当研修で現地の高校生と水銀の危険性を共有

し、「水銀に関する水俣条約」の重要性を訴えることができた。また、類似した地域課

題である「地域の活性化・観光客の増加」をテーマにグループ協議も実施し、「水俣 ACT
Ⅰ」で取り組んでいる調査研究とリンクした活動を実施した。さらに平成３０年度には

現地の高校生が水俣を訪問し、本校生徒ならびに水俣市民と環境課題について議論を行

うなどそれぞれの課題を共有するワークショップ等を実施した。 
     平成３０年度はアメリカのモンタナ研修を実施した。当研修では、環境学を学習でき

る州立モンタナ大学におけるワークショップへの参加を通して研究を促進し、また、水

俣市の経験した環境被害からの再生の過程や SDGs に関連した各種環境保全活動、水俣

条約に関連するメッセージ等の情報発信を実施した。 
     修学旅行については、平成２９年度から２年次に学年生徒全体で台湾への修学旅行を

実施している。学校交流においては、SGH 事業の概要や生徒の調査研究内容の発表を行

っている。企業訪問では、水俣にもある JNC の台南工場を訪問するなど、本校の SGH
事業を推進する旅行内容としている。 
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  （イ）その他のフィールドワーク 
     ４（２）に記述したように各種連携事業における学びを「水俣 ACTⅠ」の課題研究に

反映している。 
     例）○水俣環境アカデミアにおける慶應義塾大学との共同研究 
         環境モニタリングセンサ等の共同開発から発展し、デジタルアートの活用で

地域活性化を図るなど、地域課題の解決につなげている。 
       ○国立水俣病総合研究センターとの連携 
         水銀や水俣病に関する研究および教訓発信、水銀管理技術の提供等を行って

いる当センターと共同で水俣湾や八代海の調査を実施し、その調査結果等を課

題研究に反映している。 
        ○留学生、JICA 等の海外研修生等との英語によるディスカッション 
         水俣環境アカデミアを通して海外から多くの研修生が水俣に来ており、その

ような研修生と英語によるディスカッション等を１年間に数回実施できてい

る。その中で課題研究に関するインタビュー等の結果を課題研究に反映してい

る。また、地域課題の解決の一助として、海外の留学生等を対象に英語による

水俣市ガイドを実践している。 
 
 （２）高大接続の状況について 
    本校では「水俣 ACTⅡ」において様々な大学と連携事業を実施しているが、単位履修制

度は設置していない。 
  ア 慶應義塾大学との接続 
     上述のように、指定初年度から慶應義塾大学環境情報学部の職員および学生と共同で

地域環境の改善に係るアイデアやシステムの開発検討を行ってきた。来年度も実施する

予定である。 
  イ 熊本大学との接続 
     平成２９年度から熊本大学グローカルな健康生命科学パイオニア養成プログラム

HIGO生と環境課題に関するプレゼンテーションおよび英語による協議を実施している。

来年度も実施する予定である。 
  ウ その他の大学との接続 
     上記以外に、水俣市ガイドを含む県内大学の留学生との交流や本校での講演会の講師、

修学旅行での訪問を通して以下の大学との交流を実施した。 
     ・熊本県立大学 
     ・崇城大学 
     ・熊本学園大学 
     ・東海大学 
     ・南栄科技大学（台南市） 
     ・長榮大学（台南市） 
 
 （３）生徒の変化について 
    ７「目標の進捗状況、成果、評価」の項目に記載しているように、スーパーグローバル

ハイスクール指定以降、以下の点において変化が著しい。 
    ○各種講座・研修や海外交流事業等に参加する生徒数 
    ○英語関係や課題研究に関連する大会やコンテストへの参加者数および受賞者数 
    ○英語検定合格者数 
    また、「水俣 ACTⅠ」「水俣 ACTⅡ」におけるグループ活動やプレゼンテーションを経

験することにより、思考力・表現力・発信力等の様々な能力が向上していると考えられる。 
 
 （４）教師の変化について 
    SGH 指定初年度は該当する１学年職員１１名と担当部署２名の計１３名で指導に当た

っていたが、翌年度からは該当学年も１・２学年となり指導に当たる職員が倍増した。８(１)
アに記載したように指導体制を検討する中で、２年生の「総学（総探）」を３年生工業科

の「課題研究」と同じ時間帯に設定することによる利点を工業科職員から提案されるなど、

SGH 事業を活用し、各学科の指導に反映させる姿勢が顕著に見られた。また、３年生のレ
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ポート作成には全教科の職員を割り当てて指導に充てるなど、学校全体で組織的に指導に

取り組む体制が徐々に構築され、全体的な取組としての認識が十分に浸透していると感じ

ている。 
 
 （５）学校における他の要素について（授業、保護者等） 
    授業に関しては SGH指定以降、全教科においてアクティブ・ラーニング型の授業が実施

されている。また、英語に関しては SGH指定２年目から学校全体で授業の在り方を見直し、

全学年全学科で共通の帯活動およびワークシートを導入し、その結果が７(２)ウに記載した

ように英語検定の合格者数に表れている。さらに英語関係のスピーチコンテストやディベ

ートコンテストも学校全体で指導に取り組むなど、意識の変容が著しい。 
    地域に関しても、「水俣高校＝スーパーグローバルハイスクール」という認識が広まっ

ており、本校が SGHということで市内外の様々な組織から一緒にイベントや研究の実施に

ついて提案がなされている。 
 
 （６）その他課題や問題点について 
  ア 課題研究について 
     課題研究の進め方についてはこの４年間で形になるものができてきている。しかし、

生徒が課題研究を進めていく中で、生徒自身が次にどのようなことを調べていくべきな

のかなどについては、まだ職員側が誘導している場合が多い。テーマ設定後の調査研究

のプロセスも生徒自身で考えて実践できるような指導方法を検討したい。 
     また、本校では水俣ならではの環境問題や水銀問題を取り扱っている。特に、水銀問

題に関しては「水銀に関する水俣条約」も発効し、世界からの注目度も以前と比較して

高くなっている。そのような状況において、本校ではさらにレベルの高い水銀に関する

研究を行い、その成果を COP等でも発信できるように、国立水俣病総合研究センターや

環境省との連携を強化して現在行っている課題研究の質を向上させる必要がある。 
  イ 生徒の能力について 
     定期的にとっているアンケートの結果では、ほぼすべての項目はこの４年間で向上し

ている。しかし「リーダーシップの発揮」や「将来は国際的に活躍したい」の項目は他

の項目と比較して、肯定的に捉えている生徒が少ない。今年度から１年生の水俣 ACTⅠ
の進め方を変更しているため、昨年度までの生徒と今年度以降のアンケート結果の比較

を行いたい。また、卒業生への追跡調査も来年度は実施し、高校での学びが学先におけ

る学習や就職先における業務等にどれほど影響を与えているか調査したい。 
  ウ 全教科との連携強化  
     本校では「総合的な学習（探究）の時間」を SGH事業実践に当てている。今年度から

は生徒の活動時間の確保のために、小論文を含めたレポートの書き方の指導を国語で、

英語によるディスカッションの練習を英語の時間で実践してきた。今後は情報の時間を

活用したポスターやプレゼンテーションの作成、地歴公民の時間を活用した情報収集や

整理の仕方の学習など、今まで以上の全教科との連携の強化が必要である。 
  エ 地域との連携強化 
     本校は SGH指定初年度に水俣環境アカデミア、国立水俣病総合研究センターと三者協

定を締結して様々な事業を実践してきた。今後は地元の企業や商工会議所等とも連携し

て地域課題解決のための課題研究を進めることを検討したい。 
 
 （７）研究開発完了後の持続可能性について 
    SGH指定終了後もこの４年間で実施してきた事業については継続を予定している。新た

な視点として「地域課題の解決」を取り入れたい。今年度から文部科学省が実施している

「地域との協働による高等学校教育改革推進事業」のグローカル型指定校を目指している。

指定の可否に関わらず、現在締結している三者協定をベースに、グローカルな視点を持っ

てコミュニティーを支える地域のリーダーを育成するために、「水俣 ACTⅠ」「水俣 ACT
Ⅱ」を発展させたカリキュラムの実践を検討している。 

  ア 課題研究（水俣 ACTⅠ） 
     フィールドワークや講演会など、費用を抑えながら縮小する必要はあるが、これまで

の課題研究のノウハウを継承した課題研究の継続は十分可能である。また、海外からの
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研究者や学生を招いて研修を開催している水俣環境アカデミアや、水銀に関する世界的

な調査研究を行っている環境省国立水俣病総合研究センターからの協力を得たレベルの

高い課題研究の実践も可能であると考えている。 
  イ 外部との連携事業（水俣 ACTⅡ） 
     ４(２)で記載した外部との連携事業のうち、上述した水俣環境アカデミア、国立水俣病

総合研究センターおよび水俣市との連携や、８(２)ウで記載したようにこれまでの交流実

績のある大学との連携を強化することで、海外フィールドワーク以外はこれまで同様に

充実した活動の実践が可能である。これにより水俣市内での国際交流が数多く実践でき

る。 
     海外フィールドワークについては、これまでと同じ形や規模での継続は費用の面から

困難であるが、県や国が行う国際交流プログラムの活用や市からの支援を要請すること

で、部分的な継続は可能であると考えている。また、修学旅行先を海外に設定すること

で、出来る限り生徒全員にグローバルな感覚を持たせたい。海外フィールドワークは、

本校生徒が水俣を発信する貴重な機会であり、本校が生徒に身に付けさせたい資質・能

力を考えさせる上でも、教育的効果は非常に大きいと考えているため、今後もぜひ継続

していきたい。 
 
【担当者】 
担当課 教育庁教育指導局高校教育課 ＴＥＬ ０９６－３３３－２６８５ 
氏 名 藤本 恵美 ＦＡＸ ０９６－３８４－１５６３ 
職 名 指導主事 e-mail fujimoto-e@pref.kumamoto.lg.jp 
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【別紙様式７】

１．本構想において実現する成果目標の設定（アウトカム）

26年度

ふりがな くまもとけんりつみなまたこうとうがっこう

30年度 31年度 32年度

指定期間

　　　　　　人

３０人

28～32学校名 熊本県立水俣高等学校

SGH対象生徒：

SGH対象生徒以外：

令和元年度スーパーグローバルハイスクール 目標設定シート

27年度 28年度 29年度 目標値(32年度)

目標設定の考え方：課題研究等を通して、各種コンテストへの参加および入賞実績を増やす

０人

０人 ４人 １３人 　２６人 　　　　　　人 １０人

SGH対象生徒：

SGH対象生徒以外：

d

公的機関から表彰された生徒数、又はグローバルな社会又はビジネス課題に関する公益性の高い国内外の大会における入賞者
数

０人 １４人 ９人

１人

３人 ４人 ３人 ２人 　　　　　　人

SGH対象生徒：

SGH対象生徒以外：

b

自主的に留学又は海外研修に行く生徒数

人　　　　　　人０人５人１

目標設定の考え方：最終的に１クラスに該当する生徒が留学又は海外研修に行くことを目標に設定

２００人

目標設定の考え方：本校のインターアクト部とのタイアップにより、ボランティア活動実施を推進する

６０人 ６０人 ２０１人 人　　　　　　人４２

５０％SGH対象生徒：

SGH対象生徒以外：

a

自主的に社会貢献活動や自己研鑽活動に取り組む生徒数

１１９人 １０３人 １５６人 ２０１人 　　　　　　人

0.7%

０％ １％ ３％ ８％ 　　　　　　％
e

卒業時における生徒の４技能の総合的な英語力としてCEFRのB1～B2レベルの生徒の割合

％　　　　　　％５％３%1

目標設定の考え方：学校全体、特に普通科で英検受験指導体制を整える　H28:1年280人中16人。2､3年344人中40人　H29:1､2年
560人中140人。3年160人中60人　H30:840人中340人　最終目標:840人中420人

目標設定の考え方：課題研究等を通して、海外への意識を持つ生徒数を増加させる

10%

２０％ ３０％ ３２％ ３６% 　　　　　　％ ５０％SGH対象生徒：

SGH対象生徒以外：

SGH対象生徒以外：

c

将来留学したり、仕事で国際的に活躍したいと考える生徒の割合

％　　　　　　%01

目標設定の考え方：課題研究を通して、研修への参加を促す

０人

２人 １６人 ４３人 １７人 　　　　　　人 ３０人SGH対象生徒：
f

（その他本構想における取組の達成目標）自主的に国立研究機関での研修等を受講する生徒数

０人 ６人 ６人
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２．グローバル・リーダーを育成する高校としての活動指標（アウトプット）

＜調査の概要について＞
１．生徒を対象とした調査について

SGH対象外生徒数

目標設定の考え方：水俣での外国人留学生との交流学習や講演会の講師を務める大学教員の数

26年度 27年度

331 148 0 0

32年度

582 532 492 455 475 447 0

447

全校生徒数（人）

SGH対象生徒数

28年度 29年度 30年度 31年度

161 307 475

目標値(32年度)26年度

　　　　　　人 ７０人

目標設定の考え方：Ｈ２９年度から漸次、スロベニア・イドリア、シンガポール、台湾等でのフィールドトリップを実施していく

６人

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 32年度

１００人

目標設定の考え方：水俣環境アカデミア、国水研、国際水銀ラボ等での研修参加生徒数

６人

a

課題研究に関する国外の研修参加者数

０人 ８人 １５４人 １４７人 １６０人

目標設定の考え方：水俣環境アカデミア、国水研、国際水銀ラボ等で研修する留学生との交流から、高校・大学へと発展させる

１校

b

課題研究に関する国内の研修参加者数

０人 １０６人 １３８人 １８４人 １３２人 　　　　　　人

２人

c

課題研究に関する連携を行う海外大学・高校等の数

０校 ２校 ３校 ３校 ３校 　　　　　　校 ５校

２人

d

課題研究に関して大学教員及び学生等の外部人材が参画した延べ回数（人数×回数）

１２人 １０７人 ３７６人 １６４人 ３４０人 　　　　　　人 １００人

e

課題研究に関して企業又は国際機関等の外部人材が参画した延べ回数（人数×回数）

０人 ３７人 １０９人 １２６人 １０７人 　　　　　　人 ５０人

目標設定の考え方：水俣環境アカデミア、国水研、国際水銀ラボ等での研修、課題研究での交流、講演会等での人数

２１人 １６８人 　　　　　　人 ３０人

目標設定の考え方：課題研究を通して、国水研の国際水銀フォーラムをはじめ、各種大会への参加を促す

０人

０人 　　　　　　人 １０人

目標設定の考え方：イドリアのユーリベガ高校からの受入から、他校へと発展させる

６人

f

グローバルな社会又はビジネス課題に関する公益性の高い国内外の大会における参加者数

０人 ７人 １４人

　　　　　　回 ３回

目標設定の考え方：最終的に年３回の発表を目標とする

１回

g

帰国・外国人生徒の受入れ者数（留学生も含む。）

０人 ０人 ０人 ０人

○×

０回

h

先進校としての研究発表回数

０回 １回 １回 １回 １回

２回

i

外国語によるホームページの整備状況

○整備されている　　△一部整備されている　　×整備されていない

△ ○ ○ ○ ○

目標設定の考え方：Ｈ２８年度から整備し、Ｈ２９年度から通常運営できるように調整し、最終的に年２回を目標とする

目標設定の考え方：Ｈ２７年度から整備し、Ｈ２８年度から一部運営できるように調整する

j

（その他本構想における取組の具体的指標）市外から学生を呼び、本校で環境に関するワークショップを兼ねた研修・合宿を実施
する回数

０回 ３回 ８回 ５回 ６回
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４ 水俣 ACTⅠ・ACTⅡ概要 
 
 本校のＳＧＨ事業では、世界が直面する環境問題に対し、水俣で学んだというバックグラウンドを持って

提言・議論を行えるグローバルリーダーの育成を目指し、以下の取組を行っている。 
 
（１）「水俣 ACTⅠ」（アクティブ・ラーニングを通した水俣病問題や世界の環境問題の学習） 
   総合的な学習の時間及び長期休業期間や週末を利用して、全学科全クラスで課題研究のテーマに関す

る取組を実施する。 
   （第１学年）「Past MINAMATA －過去の歴史を知る－」 
   （第２学年）「Present MINAMATA －現在の課題を学ぶ－」  
   （第３学年）「Future MINAMATA －未来への提案を探る－」  
   １年生では１学期に『水俣病の教訓と日本の水銀対策（環境省環境保健部観光安全課作成）』をテキ

ストとして活用し、水俣病と水俣の再生への取組について基本的な知識を学ぶとともに、必要な情報を

整理する力を習得することを目的として実施する。２学期以降は思考スキルの養成や次年度の研究テー

マ設定のために、シンキングツールを使ったグループ活動を実施する。また、興味のあることに関する

ポスター制作や発表を通して基本的なポスターの作成方法の習得やプレゼンテーション能力の育成を

目指す。 
   ２年生はテーマごとにグループを編成して調査研究を実施する。調査研究の内容は、１年生で調査研

究した内容から発展し、日本各地や世界での環境問題や取組について学び、水俣と比較することで、水

俣を新たな視点で捉えなおす。 
   ３年生はこれまでの２年間の調査研究内容をまとめ、持続可能な社会の実現のために未来の水俣を含

めた世界へ発信するためにレポートを作成する。 
 
（２）「水俣 ACTⅡ」（水俣 ACTⅠの課題研究を踏まえた実践的・発展的学習） 
  ア 水俣環境アカデミアにおける慶應義塾大学学生との共同研究 
     本校生徒と慶應義塾大学が連携して、地域環境の改善に係るアイディアやシステムの開発を行い、

環境モニタリングを共同研究する。大学の対面講義や ICT 機器を利用した遠隔授業を受講すること

で、大学側とタイムリーな課題意識を持ち、研究開発の効果的な実践を図る。また、慶應義塾大学

が平成２５年より実施している「アジアの新出課題解決に向けたエビデンスベースドアプローチ

(EBA)大学コンソーシアム」における水俣フィールドワークでの国際交流を行う。 
     平成２８年度は SDGs と水俣市の関連性について慶應義塾大学生と考察を行った。平成２９年度

からは環境データをデジタルアートで表現する「環境デジタルアート」の製作の実施を継続してい

る。 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
            デジタルアート作品               慶應義塾大学との遠隔講義風景          
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  イ 国立水俣病総合研究センターとの連携（高校生研究助手プログラム） 
     世界的な水銀被害に関する当センターと連携することで、地元水俣に学ぶ高校生として公害の再

発防止に向けた意識を高め、統計学を駆使して地域福祉に貢献できる人材を育成する。また、高度

な調査研究に携わることで未来を見据えたグローバルな視点からの課題解決能力を育成するとと

もに、世界の取組や世界の情勢及び状況を認識することができる。 
     今年度は水俣ＡＣＴⅠ第２学年「Present MINAMATA －現在の課題を学ぶ－」の１グループ

が当センターの支援のもと、水俣湾や水俣川の水質を調査し、現状分析および課題の解決策の検討

に努めた。 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
            水俣湾の海水採水風景           国立水俣病総合研究センターでの水質分析の様子 

 
  ウ 東京大学留学生、JICA 研修生等との英語によるディスカッション 
     留学生との間で、課題設定・解決方法の検討・意見交換等を英語によるディスカッションを実施

し、生徒が地元で学んだ環境問題に係る持続可能社会の実現に関する研究内容をバックボーンとし

て、積極的に英語を用いて他国の方々とコミュニケーションを図り、グローバルリーダーに必要な

主体性や表現力を育成する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        熊本大学 HIGO プログラム生との交流             日中植林・植樹国際連帯事業 
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  エ 持続可能な開発のための教育【ESD】の学習 
     産業による環境被害を受けた経験のある地区におけるフィールドトリップを通して、環境と経済

や社会の成長バランスの考え方を学び、多様性の尊重、問題や現象の背景の理解、多面的かつ総合

的なものの見方等を身につける。 
     今年度はスロベニア共和国イドリア市にてフィールドトリップを実施した。また、２年生では台

湾修学旅行を実施した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
          スロベニア研修                     台湾修学旅行 
          
 
  オ 小中学校との交流事業 
     近隣の小中学校と交流を行い、義務教育段階からグローバルな環境問題に目を向けられる幅広い

視点を持った人材を育成するとともに、高校生も受け手の理解力に応じた＜表現力＞を身に付け

る。 
     今年度も平成２８年度から引き続き、水俣市内の小中学校の児童会生徒会リーダー研修において、

本校生徒がファシリテーターとして参加し、研修会の企画・運営を実施した。 
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５ 実績説明① 水俣ＡＣＴⅠ 
（仮説ⅰ）第１学年の「Past MINAMATA －過去の歴史を知る－」を通じて、水俣で起きた悲劇と

再生への取組を正確に理解することで、環境を守る大切さが学べる（能力(a)）。 
「水俣学」を通じ、歴史・文化・地域・環境・自然などの様々な視点から地元「水俣」を

学ぶことで、水俣病と、水俣の再生への取組を立体的に捉えることができるようになる。そ

の結果、一度、環境が破壊されればどれだけの悲劇を生むか、破壊された環境を回復するこ

とがどれだけ大変かを学び、身を持って、環境問題に取り組む必要性を学ぶことができる。

また、自らが育った「環境首都水俣」の歴史・文化・地域・環境・自然の取組に関する深

い教養を身に付けることは、国際社会の中で日本人としての自覚を育むことにもつながる。

（仮説ⅱ）第２学年の「Present MINAMATA －現在の課題を学ぶ－」を通じて、現在、日本や世界

が、経済や社会の成長を目指す狭間でどのような環境問題に直面しているかを学べる（能力

(b)）。 
現在、日本や世界が直面する環境問題について、第１学年で水俣について学んだのと同様

に、歴史・文化・地域・環境・自然などの様々な視点から学ぶことで、日本や世界の環境問

題とその取組を立体的に捉えることができるようになる。とりわけ、水銀汚染問題について

は、まさしく水俣が経験したものであるため、重点的に学ぶ。 
（仮説ⅲ）第３学年の「Future MINAMATA －未来への提案を探る－」を通じて、日本の水銀研究

の成果が途上国でどのように役立っているか等の実例を学ぶことにより、環境問題に悩む国

々に貢献するための水俣からの提案能力を身に付けられる（能力(b)）。 
     第１学年及び第２学年で学んだ内容を踏まえ、未来に向かって水俣から何を発信し、何を

提言できるかを、第一線にいる人の話を聞き、議論して、生徒自ら考える。 
     特に、水銀については、途上国がどのような水銀汚染問題を抱えており、日本の水銀研究

の成果がその問題解決のためにどのように役立っているかについて、国立水俣病総合研究セ

ンターの外国人研究者から直接語ってもらい、議論する。そのほか、熊本県や水俣市からも

講師を呼んで、世界の水銀フリー社会実現に向け、地方自治体として現に取り組んでいるこ

とについて議論する。 
（仮説ⅳ）「水俣 ACTⅠ」の学習にアクティブ・ラーニング等を取り入れることで、論理的思考力や

科学的思考力を高め、課題設定から課題解決に至る力を養成することができる（能力(c)）。

     日々の生活の中に問題意識を持ち、その問題解決に向けてのプロセスやアプローチの方法

について、論理的思考力や科学的思考力を駆使しながら努力する態度を育成する。具体的に

は、グループによるフィールドワーク活動を基にした調査結果等の分析、研究論文の作成、

ICT 機器を使用したプレゼンテーション方法などのスキルをアクティブ・ラーニングを通し

て身に付けていく。これにより、自分の考えを自分の言葉で表現する自己表現能力を高め、

プレゼンテーションにおける効果的な言語活動及び影響を及ぼすコミュニケーション能力

（レセプティブマインド（受容する力）とアクティブサジェスチョン（能動的提言））を養

う。 
※構想調書別紙様式６より

 
（１）各種講演会 
    グローバル人材に必要な素養の把握や目的意識の高揚、また、水俣病などの環境問題についての見

分を広め、それぞれの探究活動の充実を図ることを目的として様々な専門の方をお招きして各種講演

会を実施した。 
 ア 全校生徒あるいは学年・学科・クラス単位で実施した講演会 

日 程 ①講師 ／ ②演題 対 象 内  容 

５月２２日 
（水） 

①赤星 亜朱香 氏（JICA デスク

熊本国際協力推進員） 
②SDGs？持続可能な世界と

は？ 

１学年 
１３４名

○開発途上国が抱える問題 

○開発途上国の教育事情 

○日本が抱える問題 

○SDGs の達成状況 

○今日から始められる取組 

６月 ６日 
（木） 

①高木 愼二 教諭（熊本県立八

代高等学校） 
②英語による即興型ディベート

について 

英語科 
教諭 
９名 

○英語による即興型ディベートの指導

に関する研修 

６月１１日 ①高木 愼二 教諭（熊本県立八

代高等学校） 
１学年 
普通科 

○英語による即興型ディベートの概要

○実践 
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（火） ②英語による即興型ディベート

の実践 
特進 

３１名 

６月１４日 
（金） 

①永田 渉 氏（永田税理士事務

所） 
②地元で輝くという選択肢 

３学年 
商業科 
２３名 

○税理士事務所・税務署の違い 

○ＡＩ到来時でも活躍できる仕事 

○地元の財産・地域で活躍するために

○社会人に求められる力・仕事に対す

る考え方 

６月１７日 
（月） 

①山口 能敬 氏（東京 CPA 会計

学院熊本校） 
②簿記会計・税理士資格等につ

いて 

２学年 
商業科 
２５名 

○商業教育の意義・重要性 

○財務諸表の見方 

○商業系資格の重要性 

○社会人に求められる力 

７月 ５日 
（金） 

①萬谷 靖夫 氏（日鉄日立シス

テムエンジニアリング株式会

社産業流通ソリューション事

業部グループリーダー） 
②プログラミング講座メンター

事前教育 
 ※遠隔講義 

２学年 
電気コース

１５名 

○地域のプログラミング教育普及を目

的として実施されるワークショップ

のメンター育成のための事前教育 

○当日実施する「信号機を作ろう！」

「ロボットカーを自動で走らせ

ろ！」について実践方法の教授 

９月２５日 
（水） 

①杉本 肇 氏（水俣病資料館語

り部） 
②水俣から未来へ 

１学年 
１３４名

○水俣病の基礎知識 

○水俣病発生時期の地域の状況・家族

の状況 

○「覚悟」を持つこと 

○地域の活性化 

１０月３０日 
（水） 

①岩谷 美代子 氏（NPO 法人外

国から来た子ども支援ネット

くまもと） 
②日本で暮らす外国ルーツの子

どもたち～日本語習得、仲間

作り～ 

全学年 
４４４名

○在留外国人数 

○子どもたちの状況（特徴・学校家庭

での様子・進路保障） 

○日本語指導 

○ダブルリミテッド 

○仲間作り・子どもたちに立ちふさが

る壁 

 
イ 探究活動のグループ単位で実施した講話 

日 程 ①講師 ／ ②演題 対 象 内  容 

６月２１日 
（金） 

①松山 明人 氏（環境省国立水

俣病総合研究センター国際総

合研究部長） 
②水俣湾の栄養塩向上のための

フリーディスカッション 

２学年 
環境問題

からの 
再生 

グループ

○本校生徒から栄養塩向上のためのア

イディアを提案し、実現性について

協議 

○採水場所の検討 

７月 ５日 
（金） 

①内田 圭祐 氏（いであ株式会

社環境創造研究所環境化学部

微量無機化学物質測定グルー

プ主査研究員） 
②水銀のモニタリング技術 

２学年 
世界の 

水銀被害

グループ

○日本の水銀への取組 

○水銀の特徴 

○水銀の利用状況 

○大気中の水銀モニタリング 

 
 ウ 希望生徒が聴講した講話 

日 程 ①名称 ②会場 ③講師 ④演題 参加者 内 容 等 

７月８日 
（月） 

①ミナ GAKU 
②水俣高校 
③藤原 和人 氏（熊本大学工学

部機械数理工学科教授） 
④ものづくりと設計 

１学年１１名 
２学年２８名 
３学年１１名 
職員４名

○デザインのイメージ 

○設計とデザイン 

○工学分野における研究・開発 

７月１０日 
（水） 

①ミナ GAKU 
②水俣高校 

１学年１１名 
２学年２８名 

○薬用植物について  

○生薬学とは 
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③森永 紀 氏（第一薬科大学漢

方薬学科教授） 

④心も体も元気！～美肌・便秘

・ダイエットに効果的な和漢

薬を学ぼう！～ 

職員１名 ○漢方薬とは  

○漢方の魅力 

○身近な健康茶 

７月１０日 
（水） 

①ミナ GAKU 
②水俣高校 
③米田 耕士 氏（熊本学園大学

経済学部（労働経済論）講師）

④賃金の経済学：なぜ人によっ

て賃金は異なるのか？ 

１学年２名 
２学年２８名 
３学年２名 
職員２名

○データで見る賃金格差 

○なぜ人によって賃金は異なるのか。

生産性格差説、均等化差異説、移動コ

スト、賃金交渉仮説、効率賃金仮説

７月１３日 
（土） 

①市民公開講座 

②水俣環境アカデミア 

③古賀 実 氏（水俣環境アカデ

ミア所長） 

④SDGs を学ぼう 

１学年２名 
２学年３名 
３学年１名 
職員３名

○SDGs とは 
○SDGs に取り組むメリット 
○SDGs に関する国の方針・取組 
○SDGs 未来都市 
○SDGs 全 17 項目の内容 
○パートナーシップに基づく SDGs の

取組 

７月１６日 
（火） 

①ミナ GAKU 
②水俣高校 
③岡 伸人 氏（近畿大学産業理

工学部生物環境化学科准教

授） 
④汚れた水をきれいにする（体

験型実験） 

１学年６名 
２学年１３名 
３学年２名 
職員２名

○イノベーションとは 

○常識を疑うということ 

○多孔質セラミックを用いた水の浄化

○高分子ゲルを用いた水の浄化 

○世界で一番電気を通すガラス 

７月１６日 
（火） 

①ミナ GAKU 
②水俣高校 
③小林 寛子 氏（東海大学経営

学部観光ビジネス学科教授）

④エコツーリズムってなに？ 

２学年２５名 
３学年３名 
職員１名

○エコツーリズムとは 

○これからの観光に求められるもの 

○エコツーリズムの仕組み 

○地域の宝探し 

７月２３日 
（火） 

①ミナ GAKU 
②水俣高校 
③水俣警察署職員・自衛隊熊本

地方協力本部水俣地域事務所

職員 
④日本を守る！～警察と自衛隊

のおしごと～ 

１学年１０名 
２学年１名 
３学年２名 
職員２名

○警察の仕事 
○自衛隊の仕事 
 若い警察官・自衛官から話を聞き、

仕事の詳細や心構えなどを知る 

９月２１日 
（土） 

①市民公開講座 

②水俣環境アカデミア 

③村上 秀樹 氏（国連工業開発

機構 東京投資・技術移転促進

事務所次長） 

④国連工業開発機構（UNIDO）

の取組 

２学年８名 
３学年１名 
職員１名

○UNIDO について・活動内容 

○途上国の現実 

○途上国への UNIDOの支援内容 

○アフリカ支援について 

○国連で働くために・仕事とやりがい

１０月１３日 
（日） 

①サイエンスリサーチキャンプ

②水俣環境アカデミア 

③株式会社リバネス 

④サイエンスリサーチキャンプ

１学年３名 
２学年３名 
職員１名

○講義「研究ってなんだろう」 

○ワークショップ「マシュマロとパス

タで研究を体験しよう」 

○ワークショップ「研究するためのも

のさしを考えよう」 

○研究体験「苦味を封じ込めるシクロ

デキストリンの力を調べよう」 

○研究体験「オリジナルの研究の第一

歩を踏み出そう」 

１０月２８日 
（月） 

①ミナ GAKU 
②水俣高校 

１学年１７名 
２学年４５名 

○飛行機の歴史 

○飛行機の仕組み 
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③金澤 康次 氏（崇城大学工学

部宇宙航空システム工学科）

④翼の秘密を知ろう（実験型）

職員２名 ○実験 

１０月２８日 
（月） 

①ミナ GAKU 
②水俣高校 
③糟谷 知香江 氏（九州ルーテ

ル学院大学人文学部心理臨床

学科准教授） 
④他者の印象と心 

１学年３２名 
２学年５１名 
３学年７名 
職員２名

○先入観と印象 

○初対面の時のコミュニケーションの

取り方 

○グループ活動 

１０月３０日

（水） 

①ミナ GAKU 
②水俣高校 
③恵 明子 氏（熊本駅前看護リ

ハビリテーション学院言語聴

覚療法学科） 
④言語聴覚士のお仕事 

１学年２１名 
２学年１８名 
３学年１名 
職員２名

○言語聴覚士の仕事 

○実習（嚥下の様子） 

○熊本駅前看護リハビリテーション学

院についての説明 

１１月３０日 
（土） 

①市民公開講座 

②水俣環境アカデミア 

③中嶋 名菜 氏（熊本県立大学

環境共生学部講師） 

④塩麹のひみつ 

２学年 
２名 

○塩麹とは何か 

○塩麹の選び方・使い方 

○塩麹を使った調理実習 

１２月１６日 
（月） 

①ミナ GAKU 
②水俣高校 
③山田 敦史 氏（コニカミノル

タ株式会社サステナビリティ

推進部） 
④SDGs 視点で社会課題解決と

企業成長を両立するサステナ

ビリティ戦略 

１学年４名 
２学年１３名 
職員２名

○持続的に成長できる社会とは 

○社会的価値につながる事業創出 

○コニカミノルタの事業例紹介 

１２月１６日 
（月） 

①ミナ GAKU 
②水俣高校 
③藤原 勝 氏（自衛隊熊本地方

協力本部水俣地域事務所） 
④国防を知る！～国を守るとい

う使命 防衛大学校って？ 

１学年８名 
２学年１０名 
職員２名

○国防の在り方 

○防衛大学校の紹介 

○質疑応答 

１２月２３日 
（月） 

①ミナ GAKU 
②水俣高校 
③坂本 慎一 氏（九州中央リハ

ビリテーション学院理学療法

学科） 
④睡眠と身体パフォーマンス 

１学年２６名 
２学年３０名 
３学年２名 
職員２名

○眠らないとどうなるか 

○睡眠クイズ 

○睡眠と運動能力 

○睡眠と学習効果 

１２月２６日 
（木） 

①ミナ GAKU 
②水俣高校 
③榊原 正幸 氏（愛媛大学社会

共創学部教授） 
④文理融合の多彩な教育社会共

創学部 

２学年１３名 
職員２名

○文理融合教育の在り方 

○教授および学生への質疑応答 

     
（２）探究活動テーマ及び内容 
 ア １年生は「Past MINAMATA －過去の歴史を知る－」をテーマと設定し、以下のようなスケジュール

でクラス単位で活動した。 
 （ア）１学期…水俣病に関する基礎知識の習得 
    『水俣病の教訓と日本の水銀対策（環境省環境保健部環境安全課作成）』をテキストとして活用し、

水俣病と水俣の再生への取組について、基本的な知識を学ぶとともに、必要な情報を整理する力を習

得することを目的として実施した。 
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 （イ）２学期…思考スキル養成のための活動およびポスターの基礎習得 
    前半はマインドマップ、ブレインストーミング、三角ロジックなど、探究活動に必要な思考スキル

の習得を目指してグループ活動を実施した。後半は自分の興味のあることや身近なことについてポス

ターを作成することで、ポスター作成のために必要なテンプレートや情報収集の方法を習得すること

を目的として実施した。また、作成したポスターについてグループ内でポスター発表も併せて実施し

た。 
 （ウ）３学期…課題研究のテーマ設定 
    ２年次に行う課題研究のテーマを設定するために、SWOT 分析、マッピング、質問・疑問マトリク

スなどのシンキングツールを活用して、テーマの分野を検討した。 
 

日程 内   容 日程 内   容 

4/17 オリエンテーション 
 年間の予定の説明 4/25 『水俣病の教訓と日本の水銀対策』 

 水俣病とは 

5/22 講演会 
 SDGs？持続可能な世界とは？ 5/29 『水俣病の教訓と日本の水銀対策』 

 水俣病の発生と拡大 

6/ 3 『水俣病の教訓と日本の水銀対策』 
 水俣病の発生と拡大 6/12 『水俣病の教訓と日本の水銀対策』 

 水俣病被害者の救済 

6/19 『水俣病の教訓と日本の水銀対策』 
 水俣病被害者の救済 7/ 3 『水俣病の教訓と日本の水銀対策』 

 環境汚染への取組 

7/10 『水俣病の教訓と日本の水銀対策』 
 地域再生・教訓の継承に向けて 7/17 『水俣病の教訓と日本の水銀対策』 

 地域再生・教訓の継承に向けて 

9/ 4 思考スキル養成 
 ジョハリの窓 9/11 思考スキル養成 

 NASA ゲーム 

9/18 思考スキル養成 
 マインドマップ 9/25 講演会 

 水俣から未来へ 

10/ 9 思考スキル養成 
 ブレインストーミング 10/16 思考スキル養成 

 三角ロジック 

10/30 オリエンテーション 
 ポスター作成に向けて 11/13 ポスター基礎 

 テーマ設定 

11/20 ポスター基礎 
 レイアウト検討 11/27 ポスター基礎 

 ポスターおよび原稿の作成 

12/ 4 ポスター基礎 
 ポスターおよび原稿の作成 12/11 ポスター基礎 

 クラス内で発表 

1/22 オリエンテーション 
 テーマ設定に向けて 1/29 テーマ設定 

 自己 SWOT 分析 

2/ 5 テーマ設定 
 マッピング 2/26 テーマ設定 

 SDGs について 

3/ 4 テーマ設定 
 質問疑問マトリクス 3/18 テーマ設定 

 最終的なテーマの決定 
 
 イ ２年生は「Present MINAMATA －現在の課題を学ぶ－」をテーマとして設定し、テーマごとにグルー

プを編成して調査研究を実施した。それぞれのグループは学科を融合し、１５～２０名の生徒で構成さ

れている。関連施設のフィールドワークや講話はグループごとに実施している。調査研究の内容は、１

年生で調査研究した内容から発展し、日本各地や世界での環境問題や取組について学び、水俣と比較す

ることで、水俣を新たな視点で捉えなおした。また、工業科の一部は３年生の「課題研究」に参加して、

学科・コースの特徴をいかした研究を進めている。各学年ともグループのテーマは以下の通りである。 
     

 探究テーマ[グループ] 探究の内容 

１ 環境問題発生流域の

地理 

環境問題が生じている日本や世界の各地域の環境問題について、それぞ

れの発生原因や過程、起因産業、歴史的背景などを検証する。１年次に

調査した各地域・各問題の相違点を研究することで、発生のメカニズム

や対策を探る。 
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２ メディアから見る 
水俣病探求 

水俣病に関する報道がメディアによってどのように伝えられているの

か。過去の記事の調査や媒体間の比較を通してひとつの事案に対する様

々な視点や考え方を考察する。 

３ 水銀に関する水俣 
条約 

水俣条約発効までの経緯、および現在の状況等について調査し、全世界

へ普及させるためのアイディア等について検討する。 

４ 環境問題からの 
再生 

国立水俣病総合研究センターと共同で水俣湾の栄養状態について調査

し、海の保全ならびに漁獲量増加のためのアイディアについて検討す

る。 

５ 世界における水銀 
被害 

水俣以外での水銀による被害状況について、原因や社会背景について研

究する。 

６ 世界のゴミ問題 世界各地でどのようなゴミ問題が生じているか。被害状況、原因、背景

等について考察する。 

７ 環境ビジネス 環境問題解決のためのビジネスが世界各地に存在する。それを取り上

げ、地域、行政と連携したビジネスの在り方を考察する。 

８ 
安心安全・低炭素社会

構築のものづくり研究

（機械科） 

学科（機械科）の専門性を活かし、低炭素社会構築のためのエネルギー

消費量の機器・設備等に関わる研究の一環で、EV スクーターやイノシ

シ用ワナ等について研究する。 

９ 環境発電の研究 
（電気コース） 

学科（電気コース）の専門性を活かし、地球温暖化や環境破壊を食い止

めるために必要な再生可能エネルギーの観点からも研究の一環で、環境

発電（エネルギーハーベスティング）の実現に向けて研究する。 

１０ Wood Connect  
Project（建築コース） 

学科（建築コース）の専門性を活かし、建築分野における循環型社会の

構築の研究の一環で、持続可能な利用の促進、持続可能な森林の経営、

土地の劣化・回復、建築技術について研究する。 

１１ SGH 委員会 水俣 ACTⅡで実施する国際交流のための資料作成や事業企画運営、お

よび、SDGs の視点で見た水俣市の政策について研究する。 

 
 ウ ３年生は「Future MINAMATA －未来への提案を探る－」をテーマとして設定し、未来に向かって水

俣から発信、提言するために、第１学年及び第２学年で調査研究した内容を整理してレポートにまとめ

た。また、工業科においては、学科の特色をいかした課題研究を行った。それぞれの学科およびコース

のテーマは以下の通りである。 
 

 学科・コース 探究の内容 

１ 普通科 「持続可能な社会実現のための研究」として、２学年までの研究の内容

をまとめてレポートを作成する。 

２ 商業科 
「ビジネスの視点を活かした地域活性化の研究」「グリーン経済、グリ

ーン成長に関わる研究」として、２学年までの研究の内容をまとめてレ

ポートを作成する。 

３ 機械科 
学科の専門性を活かし、安心安全なものづくりについて考察する。また、

低炭素社会構築のためのエネルギー消費量の機器・設備等に関わる研究

を推進する。 

４ 電気建築システム科 
電気コース 

学科の専門性を活かし、省エネルギーの製品の開発等の研究を推進す

る。また、地球温暖化や環境破壊を食い止めるために必要な再生可能エ

ネルギーの観点から研究を推進する。 

５ 電気建築システム科 
建築コース 

学科の専門性を活かし、建築分野における循環型社会の構築の研究を推

進する。 
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（３）アウトプット 
  ア 校内ポスターセッション（中間発表） 
     ２年生の中間発表として、各グループの調査内容をポスターにまとめ、ポスター発表を９月１３

日（金）に実施した。全員が所属グループの調査内容についてプレゼンテーションをすることで、

発信力の育成につなげた。また、他グループのポスター発表に参加することで、知識の共有を図っ

た。 
     評価は図１のポスターセッション評価シートを使用して、生徒同士による評価を行った。その際

に受けた指摘や改善点等をその後の探究活動に反映させた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
      
 
 
 
 
 
 
                            図１ 
 
  イ 各種発表会や交流事業におけるポスターセッション 
     熊本県内および全国の発表会に各グループの代表者が参加して、所属グループの調査内容をまと

め、ステージ発表やポスター発表を行った。 
 
  発表一覧 

 内  容 発表者（発表者数）

１ 

第２回九州 SGH フォーラム 
 ①日程：７月８日（月） 
 ②主催：長崎県立長崎東高等学校 
 ③概要：九州地区の SGH 指定校およびアソシエイト校の計９校の代表者

が、各自の研究内容についてステージ発表やポスターセッションを行っ

た。 
   水俣高校は３年生２名がポスター発表に参加し、「SDGs 達成のため

に水高生としてできること」についてポスターにまとめ、英語でポスタ

ー発表を行った。なお、今大会ではポスター発表部門で優秀賞を受賞し

た。 

３年生（２名） 

２ 

九州地区高等学校工業系生徒研究成果発表大会 
 ①日程：７月２４日（水） 
 ②主催：九州工業高等学校長会 
 ③概要：九州各県内の生徒研究成果発表会で最優秀賞を受賞した高校が、

それぞれの研究内容についてステージ発表を行った。 
   水俣高校は「低炭素社会における EV スクーター製作」をテーマに進

めた研究内容を発表し、最優秀賞を受賞した。 

３年生機械科（５名）

３ 

水中ロボットコンベンション In JAMSTEC 2019 ジュニア部門 
 ①日程：８月２４日（土）～２５日（日） 
 ②主催：水中ロボコン in JAMSTEC ‘ 19 実行委員会 
 ③概要：本イベントは、自作の水中ロボットによる競技会やプレゼンテー

ションを通じて、工学的知識・技術を駆使して現実的な課題に挑む機会

を提供し、社会に向けて水中ロボット研究の楽しさと重要性をアピール

することを目的として開催された。 
   水俣高校はジュニア部門※に参加し、参加１２校のうち４位の成績だ

った。 

３年生機械科（３名）
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  ※中学生・高校生・高専生を対象とした競技。大会１ヶ月前に提供され

た水中ロボットキットを組み立て・改造して大会に臨む。競技は水中

に沈んだ缶を制限時間内に出来るだけ多く拾った数で競う。 

４ 

第２９回全国産業教育フェア新潟大会 
 ①日程：１０月２６日（土） 
 ②主催：第２９回全国産業教育フェア新潟大会実行委員会 
 ③概要：専門高校等の生徒の学習成果を総合的に発表する全国産業教育フ

ェアを、文部科学省、関係団体等の連携・協力を得て、全国的な規模で

開催することにより、全国の専門高校等の生徒の学習意欲や産業界、国

民一般への専門高校等の魅力的な教育内容について理解・関心を高める

とともに、新たな産業教育の在り方を探り、新しい時代に即した専門高

校等における産業教育の活性化を図り、その振興に資することを目的と

して開催された。 
   水俣高校は「低炭素社会における EV スクーター製作」をテーマに進

めた研究内容を発表し、奨励賞を受賞した。 

３年生機械科（２名）

５ 

熊本県工業高等学校生徒研究発表会 
①日程：１１月１３日（水） 
②主催：熊本県工業高等学校長会 
③概要：熊本県内の工業科を有する高校１０校の代表者が、それぞれの研

究内容についてステージ発表を行った。 
   水俣高校は「環境発電の研究～エネルギー社会の未来を支える持続可

能なエネルギー開発に向けた取組～」をテーマに進めた研究内容を発表

し、奨励賞を受賞した。 

３年生電気コース

（８名） 

６ 

熊本県スーパーハイスクール生徒研究発表会 
①日程：１２月１日（日） 
②主催：熊本県教育委員会 
③概要：熊本県内の SSH、SGH、SPH 研究指定校、地域との協働による

高等学校教育改革推進事業指定校地域魅力化型、プロフェッショナル

型、熊本県指定 SGLH（スーパーグローカルハイスクール）および希望

校の計１８校の代表者が、各自の研究内容についてステージ発表やポス

ターセッションを行った。 
   水俣高校は５（２）イの２年生の全１１グループから合計２０名が参

加し、所属するグループの調査内容をポスターにまとめ、ポスター発表

を行った。 

２年生（２０名） 

７ 

水銀に関する水俣条約記念フォーラム２０１９ 
 ①日程：１２月２１日（土） 
 ②主催：環境省・熊本県・水俣市 
 ③概要：２０１７年８月に発効した「水銀に関する水俣条約」について、

条約の周知を進め、各国の条約実施を促進するために開催されるフォー

ラムである。 
   水俣高校からは２年生の「世界における水銀被害」のグループが、静

岡県焼津市のいであ株式会社環境創造研究所におけるフィールドワー

クの内容を反映した研究内容を発表した。 

２年生「世界におけ

る水銀被害」グルー

プ（４名） 

８ 

２０１９年度 SGH 全国高校生フォーラム 
①日程：１２月２２日（日） 
②主催：文部科学省・国立大学法人筑波大学 
③概要：全国 SGH 指定校、WWL コンソーシアム構築事業拠点校、地域

との協働による高等学校教育改革推進事業指定校グローカル型、アソシ

エイト校の代表者が、各自の研究内容について英語でポスターセッショ

ンを行った。 
   水俣高校からは２年生の研究内容についてのポスター出展のみだっ

た。 

２年生ポスター１枚

９ 
第２回くまだい研究フェア 
 ①日程：１月１１日（土） 
 ②主催：熊本大学大学院先導機構 

２年生（１名） 
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 ③概要：熊本大学で重点領域と位置づけている研究や、学内の研究推進事

業などに採択されている研究等を紹介する試みとして開催された。高校

生、企業関係者など約 250 名が参加し、熊本大学で取り組まれている

研究テーマ１７件、熊本大学から誕生したベンチャー企業等４件につい

て、講演及びポスター発表が行われた。また、今回から初の試みとして、

高校生・高専生によるポスターセッションを企画され、会場には、熊本

県内外１０校２９テーマのポスターが掲示され、意見交換が行われた。 
   水俣高校からは２年生１名が自分の研究についてポスター発表に参

加した。 
 
  （エ）成果発表会後の振り返り 
     ２月２０日（木）に実施した水俣高校ＳＧＨ成果発表会後の水俣 ACTⅠの時間において、振り返

りシート（図２）を利用してグループで作成したポスターを含めた１年間の振り返りを行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
                         図２ 
 
  ウ 令和元年度（２０１９年度）水俣高校 SGH 成果発表会 
     日程：令和２年２月２０日（木）９：３０～１２：３０ 
     会場：水俣高校体育館 
     会次第： 
       ９：３０ 開会 
       ９：４０【第１部】SGH 概要・取組説明 
       ９：５０【第１部】活動事例・研究成果報告          

生徒による水俣 ACTⅠ（探究活動）及び ACTⅡ（外部組織との連携事業）の

取組内容についての報告 
〈水俣 ACTⅠ〉 
  ○２年生探究活動 

               「水俣湾の DIN の地理的変動と魚介類の減少対策について」 
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              ○電気コース課題研究 
               「環境発電の研究」 
              ○建築コース課題研究 
               「Wood Connect Project」 
              ○SGH 委員会 
               「環境首都発！エコ・グランピング計画」 

〈水俣 ACTⅡ〉 
              ○海外研修報告（スロベニア研修） 
 
      １１：３０【第２部】ポスターセッション 

以下の探究テーマに基づく、２年生によるポスターセッション 
 

番号 グループ名 ポスタータイトル 
１ 

環境問題発生流

域の地理 

環境問題発生流域（世界）の発生理由を考察・比較 
２ 地形と環境問題発生の関係性 
３ 環境問題発生流域の歴史的背景の調査 
４ 地域産業と経済の発展 
５ 

メディアから見

る水俣病探求 

世界に水俣病を伝える 
６ メディアと水俣病 
７ 現代と過去の水銀のとらわれ方 
８ 水俣病に対する世界の意識 
９ 

水銀に関する 
水俣条約 

加盟国の特徴  
１０ 水銀のひ・み・つ 
１１ 「水銀に関する水俣条約」その後を探る 
１２ 水俣条約に関する COP１・２・３について 
１３ 環境問題からの

再生 
環境問題からの再生 

１４ 魚湧く海を取り戻せ ～Fish! Come back!～ 

１５ 
世界における 
水銀被害 

世界の水銀被害を知る ～毛髪、食品に含まれる水銀のモニタリ

ングを通して～ 
１６ 世界の水銀被害 ～金の採掘による水銀被害～ 
１７ 世界の水銀被害 
１８ 世界の水銀被害 
１９ 

世界のゴミ問題 

世界のゴミ問題 ～発展途上国のゴミ問題について～ 
２０ 世界のゴミ問題の現状 
２１ 高所得国のゴミの量と課題 
２２ スウェーデンのゴミの現状 
２３ 

環境ビジネス 

シンガポールと熊本の環境比較 
２４ 台湾と日本の環境ビジネス 
２５ 環境モデル都市について 
２６ ドイツと中国の環境ビジネスの違い 
２７ 

機械科 
廃材を活用した BBQ コンロ製作 

２８ ロボットの可能性 
２９ 「駆除から共生へ」害獣への対処と環境 
３０ 

電気コース 環境発電の研究 
３１ 水俣条約から持続可能な社会の実現に向けて 
３２ 

建築コース 

森は海の恋人 ～森林と海の関係～ 
３３ もしも水俣の森を手入れしなかったら 

３４ 水俣市民が海と山の関係を知ったなら？  
～現在の水俣とこれからを伝える～ 

３５ SGH 委員会 SDGs の視点で見た水俣市 
 
      １２：２０ 講評 篠原 亮太 氏（熊本県環境センター館長） 
            閉会 
      １４：００ アンケート 
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６ 実績説明② 水俣ＡＣＴⅡ 
（仮説ⅴ）水俣環境アカデミアにおける慶應義塾大学との高大連携（共同研究）・国立水俣病総合研

究センターとの連携（高校生研究助手、水銀研究フォーラム、フューチャーセッション）・

持続可能な開発のための教育【ESD】の学習（シンガポール視察・スロベニア交流・モンタ

ナ大学による遠隔授業）等を通して、地域課題の解決に貢献する研究活動の促進や教育活動

の充実、知的好奇心の喚起、専門的知識・技術の早期取得、そして専門的知識を有する人材

の育成ができる。（能力(a)(b)） 
（仮説ⅵ）英語の授業でディスカッションやディベートの技術を学んだり、台湾修学旅行を利用した

国際交流や東京大学大学院留学生及びスロベニアの高校生等、様々なバックグラウンドを持

った多くの国籍の方と英語を用いてディスカッションやディベートを行う基礎を養成するこ

とができる（能力(c)）。 
     また、国際社会の中で、自らの意見を論理的に堂々と述べることができるコミュニケーシ

ョン能力、語学力を育成する。 
※構想調書別紙様式６より

 
 水俣 ACTⅡについて

は、各事業における生徒の

変容を測るため、「８（３）

イ（ア）」（p.８４）の

MACT 調査の「思考力・

判断力・表現力」の１０項

目からそれぞれ抜粋した

事後アンケート（図３）を

実施している。 
 
 
 

 
 
 
 
 

図３ 
 
（１）水俣環境アカデミアにおける慶應義塾大学との共同研究 
  目  的： 平成２７年度から実施している慶應義塾大学との協同研究事業を継続し、その研究内容を

母体として慶應義塾大学の大学生および慶應義塾大学が交流しているASEANの大学生と「ア

ジアの新出課題解決に向けたエビデンスベースドアプローチ(EBA)大学コンソーシアム」にお

ける水俣フィールドワークで、交流学習（ワークショップ）を実施する。一連の活動を通し

て、地域課題の解決に貢献する研究活動の促進や教育活動の充実、知的好奇心の喚起、専門

的知識・技術の早期取得、そして専門的知識を有する人材の育成をはかる。 

日  時： 第１回遠隔講義  …令和元年 ５月２１日（火）１６：３０～１８：００ 

        第２回遠隔講義  …令和元年 ７月 ２日（火）１６：３０～１８：００ 

        夏季ワークショップ…令和元年 ８月２２日（木） ９：００～１７：００ 

        第３回遠隔講義  …令和元年１０月 ８日（火）１６：３０～１８：００ 

        第４回遠隔講義  …令和元年１２月１０日（火）１６：３０～１８：００ 

        冬季ワークショップ…令和２年 ２月 ２日（日）１０：００～１６：００ 

実施場所： 遠隔講義…水俣環境アカデミア 

        夏季ワークショップ…水俣高校 

        冬季ワークショップ…水俣環境アカデミア 

内  容： 平成３０年１１月から４回に渡って遠隔通信装置を用いて実施した遠隔講義において、環

境モニタリングセンサ（水温、水質、気温、大気汚染等の測定）の開発等を共同で行うため

に、基礎的な知識を学ぶとともに、モニタリングの対象設定や活用方法について大学生と協

議を重ねてきた。その過程で、モニタリングの結果の表現方法にアートを取り入れ、「デジ

タルアート」で地域活性化をはかることを前年度から引き続きゴールと設定した。遠隔講義

では測定対象のデータ、表現方法、設置場所等について具体的に議論し、ワークショップで

35 36



のアート作品完成を目指した。 

        夏季ワークショップでは、第２回までの遠隔講義で大学生と協議した内容をもとに、“reuse”、
“SDGs”の観点から、水俣市内のリグラスと LED を用いたアート作品を当日参加した大学生

および ASEAN の学生と共同で製作した。なお、製作時は作り方を本校生徒間で共有し、当

日は英語を用いて参加学生に説明しながら作業を進めた。 
        冬季ワークショップでは、夏季ワークショップおよび２学期の遠隔講義で出されたアイデ

ィアをもとに、水俣市内の”SDGs”に関連する項目を散策して調査した。また、調査結果を踏

まえて来年度に製作したいデジタルアート作品について協議した。 

参 加 者： 第１回・第２回遠隔講義…本校生徒２年生１０名[普通９、商業１] 

        夏季ワークショップ  …本校生徒３年生２名[普通２] 

                        ２年生７名[普通７] 

                        １年生１７名[普通５、電気８、建築４] 

                    慶應大生２名、 

ASEAN 学生等４名[インドネシア、マレーシア、ミャンマー] 

        第３回遠隔講義    …本校生徒２年生１０名[普通９、商業１] 

                    本校生徒１年生８名[普通６、電気１、建築１] 

        第４回遠隔講義    …本校生徒１年生９名[普通６、電気２、建築１] 

        冬季ワークショップ  …本校生徒１年生９名[普通６、電気２、建築１] 

                    慶應大生および OGOB９名 

実施詳細： 第１回遠隔講義 

         双方からの製作内容についての提案 

          ○アート作品製作のために、日常の身の回りの現象で数値化したい内容について（水

俣高校生徒） 

           学校生活  …登校人数の推移／廊下の通行量／休み時間の音／おなかが鳴る音の

大きさ／弓道場での「よし」の声量／教室内の空気の清潔度／教室

の二酸化炭素濃度／学校で出るゴミの量／消しゴムの消費量／勉強

する時間帯／携帯・スマホの使用時間帯／風の入り方／売店の利用

者数・売り上げ 

           日常生活  …紫外線の強度／照度／降水量／部屋のにおい／花粉量／車両の交通

量／蝉の声／一日の歩数／愛 

           水俣と言えば…ゴミの量／リサイクルされる量・割合／エコパークの利用者数／水

俣病資料館の来館人数／外国人観光客の人数／釣り人の人数推移／

魚介類（太刀魚・しらす）の収穫量／農作物（でこぽん）の収穫量

／潮の満ち引き／市内循環バスの通行場所／鉄道の利用者数／バラ

の本数／狸の出没場所／蜂楽饅頭の製造量 

          ○アート作品製作のための提案（慶應義塾大学生） 

           案１…フードロスに関係するもの 

               廃棄が近い食品が出たら、地図上の店の場所を光らせる。また、ランチタ

イムやタイムセールの時も異なる光り方にする 

           案２…リグラスアートを多く作り、温度や音などを取得して数値化し、その数値に

よって光の強さや色を変えるアートを製作 

           案３…水俣市のＳＤＧｓへの取組状況をマップで製作 

 

        第２回遠隔講義 

         双方からの製作内容についての提案および協議 

          ○表現するもの・アイディア 

           ・水俣のＳＤＧｓへの貢献を可視化する 

            ＳＤＧｓを通じて、自分の活動を振り返る機会にする 

            ＳＤＧｓに関する事象や行動を収集→データを送信→ＳＤＧｓ関連事象や行動の

発見場所を地図上に表記（地図をリグラスで作成） 

           ・ゲーミフィケーション（ゲーム感覚で多くの人が参加できるようなもの・飽きず

にデータ収集をできる） 

           ・専用のアプリを製作し、データを収集する 

           ・ＳＤＧｓ１７項目にそれぞれアイコン（キャラクター）を作る 

           ・データ収集は地域ごとに行い、その結果を地図上に表す 

           ・水俣市のＳＤＧｓを達成できているところ、できていないところを可視化する 
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          ○今後の検討課題 

           ・市民にも参加してもらう場合、データ収集を飽きずにどのように行うか 

           ・集めたデータをどのように表現するか 

 

        夏季ワークショップ 

         リグラスを用いたアート作品（水俣市内の地図）の共同製作 

          ○慶應大学院生による SDGs に関する講話 

          ○前日までにリグラスで水俣市内の地図を 

表現したアート作品の下絵を慶應大生お 

よび ASEAN の学生と共同で製作 

          ○水俣市内を散策し、SDGs に関連する事物

をリサーチする 
          ○リサーチした内容について、慶應義塾大学

側で製作したスマホアプリで SDGs の目

標の達成度合いを表示する 

          ○リグラスで製作したアート作品に SDGs
の目標の達成度合いをプロジェクタで投影 

する 

 

        第３回遠隔講義 

         夏季ワークショップの振り返り 

          ○ワークショップからの学び 

           ・SDGs の１７の目標の視点で水俣市を見ることで、普段見ない角度で物事を捉え 

ることがおもしろかった。SDGs 的な考え方で物事を見る癖をつけると、世の中

が良いほうに回る。別の視点を持つことが SDGs の大切なことではないか 

           ・自分たちが取り組んでいる内容が SDGs についてどのような意義があるのかをひ

たすら考えることも良い 

           ・スマホのアプリを作成し、またそれをアートと結びつけるという発想に驚きを感

じた 

          ○反省点および改善点 

           ・自分たちだけでなく、小中学生や地域の人など多くの人を巻き込むことができる

と良い 

           ・散策する中で、市民へのインタビューなども積極的に取り組むべき 

           ・「あらゆる物事を SDGs の視点で見る」ことを事前にやってみれば良かった 

           ・SDGs の達成できていない事物を可視化できると良い 

 

        第４回遠隔講義 

         地域と SDGs の関連性についての協議 

          ○「地域で SDGs」何をすればよいか 
           ・認知度および理解促進のためのチラシ（関連する SDGs 項目のマップ） 
           ・ワークショップやスタンプラリーの実施 
           ・市民を対象とした市内ツアー「あるもの探し」 
           ・SDGs に関する良い面しか考えないことが多い。達成できていない面にも目を向

けるべき→地域の将来についての史上最強と史上最悪のシミュレーション 
           ・地域内外への普及啓発やアピールのために、知名度の高い企業とタイアップを検

討する 
          ○SDGs について考える理由 
           ・住みやすい環境作りのため 
           ・普及のためのイベントなどを通して地域の活性化につなげる 
           ・自然環境の向上 
           ・SDGs の達成を通して、世界で一緒に頑張るという連帯感やブランディング効果 

が生まれる 
           ・世界単位ではイメージが湧かないので、地域単位で考えることで、地域ごとの特

色や地域の良さを可視化する 
           ・個人の意識改革につながる 
           ・大きなゴールを掲げておいて、細かいやり方や手法は地域で考えさせる。国が決
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めても実行するのは地域や一人ひとり。自分たちが取り組むきっかけになる 
          ○水俣市の SDGs はどうすればよいか 
           （SDGs を知ってもらう or SDGs に沿った行動をしてもらうために） 
           ・対象を高校生や地域住民として SDGs コンテストを開催する。応募者は SDGs が

達成されていると思うシーンを撮影した写真を投稿する。審査は慶應大学の職員

や学生が務める 
           ・対象を働いている世代（２０～３０代）として、自分の仕事にプラスαできるよ

うな SDGs の項目について考えてもらう。慶應大生および水俣高校生が社会人に

SDGs について教授する機会を設定する 
           ・SDGs の項目に沿ったキャラクターを作るコンテストの開催 
           ・SDGs に関する事物の写真を使ってモザイクアートの製作 
           ・アプリを使ったスタンプラリーの設置 
 
        冬季ワークショップ 

         水俣市内の SDGs に関連するもの探し 

          ○SDGs による水俣市のまちづくりのためのグループ協議 

           ・課題および解決策について各グループ（本校生徒３名、慶應大生等３名による６

名構成）で協議 

          ○SDGs に関連する事物のデータ収集 
           ・協議をしたグループのメンバーで水俣市を散策 
           ・SDGs に関連すると思うシーンをスマートフォンで撮影し、指定のサイト※に投稿 
            ※慶應大の植原准教授が作成した WEB アプリ。スマホで市内の１シーンを撮影。

撮影した風景が SDGs の１７項目で該当する項目がプラスかマイナスか、また

コメントをつけて指定アドレスへ投稿。写真・コメント・SDGs の達成ポイン

トがリンクする市内の地図上にアップされる。 
           ・散策後は、各グループが投稿した写真について理由や意図と併せて共有 
          ○WEB アプリ普及のためのアイディアを協議 
           ・「どうやってデータを集めるか？」「どうやったら多くの人が投稿してくれるか？」

「どうやったら多くの人の興味を引きつけるアート表現ができるか？」を議題と

して各グループで協議 
           ・協議した内容を１枚の模造紙にまとめ、ポスターを作成 
           ・各グループの協議内容をポスターを使用して全体で共有 

 
SDGs に関連するシーンを撮影してサ

イト上にあげる WEB アプリ 

 

サイト上にあげられた写真がコメントともに地図上にあげられる 
 

        
 

成  果： 本事業は昨年度の１１月から実施した４回の遠隔講義及び８月のワークショップを１シリ

ーズとする事業で、本校生徒は原則として毎回同じ生徒で事業に取り組んできた。当初の目

的の達成度合いについては以下のように捉えている。 

      ○地域課題の解決に貢献する研究活動の促進や教育活動の充実…人口減少に起因する諸

問題の解決の一つになりうる、アート作品を用いた地域活性化の施策について大学生と

協議を重ね、SDGs と関連させるアート作品について方向性を決めることができた。ま
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た、ASEANの学生とものづくりを通した英語によるコミュニケーションをとることで、

英語を話すことの障壁を緩和することができた。 

      ○知的好奇心の喚起…工業科の生徒とともに、普通科の生徒がアート作品の製作を経験す

ることで、技術分野に関する知的好奇心の喚起につなげることができた。また、SDGs

と関連するアート作品とすることで、世界の課題についても興味を持たせることができ

た。 

      ○専門的知識・技術の早期取得…今回のアート作品の製作のポイントは以下の２つと考え

る。 

       ①水俣の環境・工芸品の１つとも言えるリグラスアートで水俣市の地図を製作すること 

       ②水俣の風景を SDGsの視点で見直し、その情報を情報工学等の技術を活用してリアル

タイムで地図に反映すること 

       この２点を本校生徒のみで製作することはほぼ不可能（特に②）であるため、今シーズ

ンの活動で生徒に新たな知識やアイディアを得る機会と場を提供できた。 

      ○専門的知識を有する人材の育成…上述のとおり。 
 

遠隔講義風景 

夏季ワークショップ共同作業風景 

 
完成作品（夏季ワークショップ） 

39 40



 
集合写真（夏季ワークショップ） 

 
講義（冬季ワークショップ） 

 
協議（冬季ワークショップ） 

 
協議（冬季ワークショップ） 

 
協議内容の共有（冬季ワークショップ） 

 
集合写真（冬季ワークショップ） 
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（２）国立水俣病総合研究センターとの連携事業 
  目  的： 水銀に関する世界的な調査研究を行っている環境省「国立水俣病総合研究センター」と連

携し、当センターで行われている「水俣病とその原因となったメチル水銀に関する総合的な

調査・研究、情報の収集・整理、研究成果や情報の提供」に高校生研究助手として参加する

ことで、地元水俣に学ぶ高校生として公害の再発防止に向けた意識を高める。さらに、調査

研究の方法や国内外の公害の再発防止に向けての提言、被害地域の福祉に貢献できる人材の

育成を行う。また、当センター主催の NIMD フォーラムでの調査研究の発表を通して、プレ

ゼンテーション能力や未来を見据えたグローバルな視点からの課題解決能力の育成ととも

に、世界の取組や世界の情勢及び状況を認識する。 
  内  容： 水俣 ACTⅠの２年生探究活動において、平成２９年度から実施している水俣湾および八代

海の現状について、当センターと共同で調査研究を行い、課題の究明、解決策を考える。 
  研究過程： 
    １学期…Ｈ３０年度の研究内容について、当センターの担当者による講話を通して把握 
        今年度の研究内容および方針の検討 
    夏休み…Ｈ３０年度と同地点（水俣湾）の採水。水俣川河口や市内の井戸水の採水 
    ２学期…同地点の季節変動についてデータより考察 
        収集データの整理および現状の考察 
    ３学期…水俣市漁業協同組合からの協力を受けて漁獲量増加のためのアイディアについて検討 
  成  果： 当センターの協力により得られた３年間分のデータから、現在の水俣湾が抱える問題につ

いて考察することで、データの取り扱い方や統計学の基礎を学ぶことができた。また、研究

内容について高校生の視点で、発表資料を作成し本校の SGH 成果発表会や熊本県スーパーハ

イスクール生徒研究発表会等で発表することで、プレゼンテーション能力の向上につながっ

たとともに、研究内容の普及に努めた。 
 

 子様の水採湾俣水 子様の水採湾俣水

 析分質水 子様の水採川俣水
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（３）留学生、研修生等との英語によるディスカッション 
  ア 中山髙級工商職業學校との交流 
   目  的： 水俣高校の平成２９年度および平成３０年度の修学旅行における学校交流先である台湾

高雄市の中山髙級工商職業學校との交流事業を通して、積極的にコミュニケーションを図

り、グローバルリーダーに必要な主体性や表現力を育成する。また、異文化理解ならびに

多様性の尊重や多面的で総合的なものの見方を身につける。 

   日  時： 令和元年５月１５日（水）９：３０～１３：３０ 

   内  容： 中山髙級工商職業學校生徒１６名と職員１名が教育旅行で九州を訪れ、１５日（水）に

は水俣高校に来校し、本校の３年生（１７名）と授業内において交流した。授業での交流

後は商業・工業の授業見学および施設見学を行った。 

   交流生徒： ３年生１７名[普通１７] 

   見学クラス： 商業科２年[ビジネス情報]・機械科３年[課題研究]・電気コース３年[実習]・ 

         建築コース３年[実習] 

   交流日程：  ９：４０ 水俣高校着 

                歓迎行事 

         １０：００ ３年生特進文系クラスとの交流 

                自己紹介ゲーム 

                日本語早口言葉 

                川柳の共同制作 

                 （本校生徒は台湾について、来校生徒は日本のことについて述べた川

柳を４～６人のグループで制作する） 

         １１：００ 授業見学および施設見学 

         １２：５０ ３年生特進文系クラスと昼食 

         １３：３０ 水俣高校発 

   成  果： 定期考査期間中の訪問だったため、規模を縮小しての実施となったが、来校した生徒は

日本語学科の生徒で、時には英語を交えながら川柳を共同制作するなどして、異文化交流

を行った。授業見学では内容の説明の一部を生徒が説明する場面もあり、コミュニケーシ

ョン能力の向上の一助となった。また、来校生徒へおみやげとして配付したくまモン箸置

きは、事前に機械科の課題研究で製作し、本校生徒の技術向上にもつながった。 

   生徒感想：  
    地域への関心・興味 

      ○道にゴミが落ちていないこと、空気がおいしいこと、かわいいお菓子がたくさんあることを褒められ、嬉しい気持ちに

なった。 

     課題発見・設定 

      ○自分たちが台湾へ行ったときは、日本とは全く文化が異なっており、自分たちが知らない文化を知ることができたが、

今回は自分たちや日本がどのように見えているのかを知ることができた。 

     解決に向けた過程を協働して考える・作業する 

      ○台湾の学生は交流への準備がすごくされていて、接していて気持ちが良かった。物事に対する準備や姿勢を考えようと

思った。 

     外国語を使ったコミュニケーション 

      ○台湾の学生は母国語に加えて、英語、日本語の３カ国語を学んでいることを知り、日本の高校生は遅れていると感じた。 

      ○なんとかして言葉が通じなくても、話を聞こうとする姿勢を目にして、自分や日本の学生にはあまり見られない素晴ら

しいものだと感じた。 

      ○２カ国語以上の言葉を使えるようになると、異なる文化を持つ人ともコミュニケーションがとれるようになるため、大

きなアドバンテージになると思った。 

      ○恥を捨ててこちらからアクションをとることで、相手の緊張もほぐれると感じた。異文化交流では、コミュニケーショ

ンは先手をとることが大切だと思った。 

      ○台湾の学生は間違いを恐れずに日本語を話していて、本当に驚いた。日本人は英語が話せないと言われる理由はこうい

うところにあると改めて感じた。 

      ○台湾の学生の中には、日本語の勉強を始めて半年でかなり日本語が話せていることに驚いた。日本の大学に行くことを

目標にしているようで、憧れる土地の言語であれば早く上達するものだと思った。 

     知識のインプット・積極性 

      ○同じ年代の人が自分の興味をもったことに対してこんなにも熱中して、努力している様子を見て、私も熱中できること

を見つけて全力でやらなければならないといけないと思った。 
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 ムーゲ介紹己自 事行迎歓

川柳の共同制作 
 

商業科授業見学（ビジネス情報） 

 ）組仕の電発（学見業授スーコ気電 ）演実のータギ作自（学見業授科械機

 
建築コース授業見学（地盤・セメント研究） 

昼食 
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集合写真 

 

 

  イ トルコ環境省等との交流 
   目  的： 日本および水俣の環境政策の視察のために来校した当該職員らへ本校の環境保護活動等

について発表し、意見交換をすることで、地域と世界の結びつきについて考えるとともに、

プレゼンテーション能力の向上を図る。 

   日  時： 令和元年５月３０日（木）１１：００～１２：００ 

   内  容： 「水銀に関する水俣条約」関連のプロジェクト（Minamata Initial Assessment Project on 
Mercury Management）において、各国が水俣条約の実施における課題の抽出や計画の策

定などを実施している。その一環で、日本および水俣の取組について以下の３点について

情報収集を行った。 

         ・水銀と水銀使用製品の輸出入に関する管理 

         ・水銀廃棄物管理 

         ・学校での取組 

        本校においては、特に学校における環境教育のあり方について調査を行うことを目的とし

ており、生徒から環境・美化委員会の取組を、職員からＳＧＨ事業について説明を行った。 

   交流生徒： ２年生２名[普通１・電気１] ※生徒会環境委員・美化委員 

   来 校 者： トルコ環境省（Ministry of Environment and Urbanization）職員５名、トルコ UNIDO 職

員１名 

   発表内容： ○ＳＧＨ事業関連 

          水俣高校ＳＧＨ事業概要・事業目的 

          全学年対象の「水俣ＡＣＴⅠ」事業概要 

          グループの研究テーマの紹介（「水銀に関する水俣条約」研究・世界における水銀被害

・世界のゴミ問題・エコタウン、等） 

         ○環境・美化委員会活動 

          グリーンフラッグ認定についての説明 

          委員会活動計画「ゴミの減量と分別徹底」 

          毎日の取組（ゴミ分別・ゴミの計量・節電節水キャンペーン・使い捨てコンタクトレ

ンズ空ケース回収・古本等の回収および売上金の地球環境基金への寄付） 

          活動の普及（文化祭での発表・地域行事への参加）           

   成  果： 学校における環境教育に関する情報収集という先方の目的に応じた取組発表を行った。

発表後の質疑応答等の時間で、「全生徒に水銀や水俣条約、ゴミ処理の方策等について学習

する機会を与えられている」「高いレベルで環境教育が行われている」「ゴミ分別などの生

43 44



 
 

徒による日々の行動から地球環境基金への寄付にまで及んでおり素晴らしいサイクル」な

どといったコメントを得ることができた。本校では当然のように行っている活動は、世界

的に見ても評価に値する活動であることが分かった。今後も引き続き本校の活動の普及に

努めたい。 

 

 真写合集 表発動活会員委

 

 

  ウ フィリピン科学高校との交流 
   目  的： 日本および水俣の環境政策の研究のために来校した当該生徒と意見交換をすることで、

地域と世界の結びつきについて考えるとともに、プレゼンテーション能力や英語力の向上

を図る。 

   日  時： 令和元年７月６日（土）１２：３０～１５：００ 

   内  容： 本校生徒およびフィリピン科学高校（Philippine Science High School）によるプレゼン

テーションをそれぞれ実施した後、それぞれのプレゼンについて質疑応答や課題について

グループに分かれて意見交換をした。その後、グループで出た意見等を全員で共有した。 

   交流生徒： ２年生１０名[普通５・商業２・機械１・建築２] １年生２名[普通２]     

※生徒会 SGH 委員 

   来 校 者： フィリピン科学高校生２０名・引率教員２名 

         熊本大学職員１名 

         水俣環境アカデミア職員３名・水俣市 CIR（国際交流員）１名 

   交流日程： １２：３０ 来校 

                本校生徒と食事 

         １３：２５ 生徒交流 

                ○水俣高校生徒プレゼンテーション 

                 水俣高校の紹介・SDGs の視点で見た水俣市の紹介 

                ○フィリピン科学高校生プレゼンテーション 

                 フィリピンの紹介・環境問題の提示 

                ○自己紹介 

                 それぞれ５グループに分かれる（フ科高生４名＋水高生２名） 

                 自己紹介（趣味・好きな郷土料理・今いちばん興味があること・学校

ではどんなことを勉強しているか・日本に来て興味深い or 驚いたこと

／フィリピンに対するイメージ） 

                                ○グループワーク 

                 ・それぞれの町が抱えている環境課題について、プレゼンで取り扱っ

ていない場合は補足する。 

                 ・それぞれのプレゼンテーション（特に環境課題やその対策等）に対

する質疑応答を行い、課題がある場合には提案を行う。また、感想

を述べる。 

                 ・意見交換で出されたもののうち、全体で共有したいものをそれぞれ

の町に関して１つずつ選ぶ。 

                ○共有 

                 各グループで選んだものを全体へ発表する。 

         １５：００ まとめ（全体の感想） 
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   成  果： 今回参加した本校生徒のうち、大半の生徒が英語による交流を経験することが初めてだ

ったため、最初は口数が少ない場面が見られたが、熊本大学職員や水俣環境アカデミア職

員による助けもあり、しばらくすると笑顔でお互いに意見交換を行っていた。 

         成果としては、今回の交流に向けて、水俣市の政策を SDGsの観点から調査してまとめ

ることで、水俣市をこれまでと異なる視点で捉えることができた。また、言語面の手助け

がいくらかあったとはいえ、約２時間にわたる英語による意見交換を経験することで、生

徒の英語学習への意欲を刺激したことが感想からうかがえる。さらに、フィリピンの環境

問題の現状（ゴミの分別や森林伐採、金採掘など）を知るとともに、水俣市の取組を高く

評価されたことで、環境課題への意識向上につながった。 

 

 
 

生徒感想： 
地域への関心・興味 

 ○水俣のレンタル自転車のシステムに驚いていた。機会があれば、他の国にも紹介してみたい。 

 ○フィリピンはゴミ分別に関して①リサイクルできるもの、②土に還るもの、③土に還らないもの、の３種類の分別にとど

まっていることを知り、改めて水俣の環境意識の高さを実感することができた。 

世界の課題への関心 

 ○今回の交流で、フィリピンは日本と同様に自動車の排気ガスの取り組みが盛んであることが分かった。また、無許可で森

林伐採や金採掘を行ったりしている人も多いことが問題だと分かった。 

地域と世界の結びつき 

 ○文化や言語が異なっても、環境問題については環境意識が高いという共通点があったり、その他にも海外の高校生の興味

関心にも共通するところがあることが分かった。 

    外国語を使ったコミュニケーション 

○本格的に外国の方々と話し合うのは初めての経験だったけれど、積極的に自分から英語で話してコミュニケーションを取

ることで自分の考えを伝えて話し合うことができた。 

○自分の思うように伝えることが難しく、また、相手の考えを理解するのに時間がかかってしまった。 

○英語を聞き取る事は非常に難しかったが、同級生とは思えないほど話もプレゼンも上手で大人びていると感じた。フィリ

ピンの文化を知ることができて行ってみたいと思った。 

プレゼンテーション能力 

 ○英語でプレゼンをするのは初めてで相手に伝わっているかとても不安だった。語彙を増やして英語の能力を高め、プレゼ

ンも向上したいと思った。 

 

昼食 水俣高校生プレゼン 
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 議協別班 ンゼレプ生校高学科ンピリィフ

 
集合写真 

 

 

  エ 熊本大学グローカルな健康生命科学パイオニア養成プログラム HIGO(HIGOプログラム)生との交流 

   目  的： 水俣インターンシップに参加している熊本大学 HIGO プログラム生および留学生（いず

れも医薬系の大学院生）と、環境問題について共同ワークショップを実施することで、以

下の目的を達成する。 

         ①自らのプレゼンテーションの内容と伝え方に対する省察 

         ②聴衆に合わせたプレゼンテーションの作成能力の涵養 

         ③相互学習による効果的なプレゼンテーションスキルの獲得 

         ④英語によるプレゼンテーションの経験 

   日  時： 令和元年８月２３日（金） 

   内  容： 本校生徒および熊本大学 HIGO プログラム生がそれぞれの環境問題に関するテーマにも

とづいて事前にプレゼンテーション資料を作成し、交流当日は双方からプレゼンテーショ

ンを実施した。それぞれのプレゼンテーションに対してチェックシートを活用して相互評

価し、課題を共有した後にプレゼンテーションを改善して、再度プレゼンテーションを実

施した。なお、進行や発表、意見交換等はすべて英語で行った。 

   参 加 者： 本校生徒２年生１０名[普通１０] 

         熊本大学 HIGOプログラム生および留学生１０名[日本・中国・バングラデシュ・ネパール] 

         熊本大学職員３名         

   交流日程： １３：３０ オリエンテーション 

               自己紹介（本校生徒・熊大生・職員） 

         １３：５０ 本校生徒によるプレゼンテーション（水俣の自然[海]の現状と課題） 

         １４：０５ HIGO生によるプレゼンテーション（水俣病の治療および特効薬の可能性） 

         １４：２０ アイスブレイク（共通点グランドスラム） 
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         １４：３０ グループディスカッション 

                本校生徒と大学院生による構成のグループを４グループつくり、ディス

カッションを行った。ディスカッションの次第は後述する。 

         １５：３０ 本校生徒によるプレゼンテーション（修正版） 

         １５：４５ HIGO 生によるプレゼンテーション（修正版） 

         １６：００ 総括 

   グループディスカッション次第： 

        ①水俣高校生と熊本大学院生の混成グループ（４～６人）を４班作る。なお、各グループ

に留学生あるいは熊本大学職員が１名ずつ入る。 

        ②各グループに作業の対象となるプレゼンテーションを割り当てる。 

          Ａ班に水俣高校生プレゼンの前半、Ｂ班に同プレゼンの後半 

          Ｃ班に大学院生プレゼンの前半、Ｄ班に大学院生プレゼンの後半 

        ③「プレゼンテーション・チェックシート」の結果を参考に、割り当てられたプレゼンの

改善を目指して班別で協議を行う。 

          ※「プレゼンテーション・チェックシート」の項目 

           ○プレゼンテーションの内容に関して…情報量の分量（適切か） 

                             情報の正確さ 

                             内容の分かりやすさ 

                             面白さ 

           ○プレゼンテーション・スキルに関して…内容を効果的に伝えていたか 

                              英語で十分なコミュニケーションがとれていたか 

           ○プレゼンテーションの内容でよかった点 

           ○プレゼンテーションの内容で改善した方がよい点（そう思う根拠も記述） 

           ○プレゼンテーション・スキルでよかった点 

           ○プレゼンテーション・スキルで改善した方がよい点（そう思う根拠も記述） 

          ※協議のポイントは、内容（分かりやすさ、正確さ、面白さ）と伝え方（プレゼンス

キル） 

        ④各班は協議に基づき、プレゼン内容と伝え方を修正する。 

        ⑤各班は、修正した担当部分（②と同じ箇所）を再度英語でプレゼンする。 

        ⑥各班は、プレゼン後に修正箇所とその理由を日本語で説明する。その際、模造紙を使用

する。 

   成  果： 本事業は熊本大学大学院の HIGO プログラム生が水俣インターンシップで水俣を訪問す

るため、その機会に交流の場を設定した。この交流では事前の準備から当日の実践まで４

つのステップが用意されていた。 

         1st STEP…「水俣」をテーマに英語によるプレゼンテーション資料を事前に作成する。 
         2nd STEP…作成した資料をもとに、英語でプレゼンテーションを実践する。 
         3rd STEP…それぞれ（高校・HIGO プログラム生）が発表したプレゼン資料に対して、

改善点を英語で協議する。 
         4th STEP…協議した内容を反映したプレゼンテーションを聞くことで、事前に作成した

資料と比較する。 
        以下に示す本事業のアンケート結果からも読み取れるように、このようなステップを踏む

ことで、事前に設定した４つの目的は十分達成されたと言える。ただし、協議は基本的に

英語で行われたため、英語が得意でない生徒にとってはなかなか自分の考えを伝えること

ができず、それがアンケートの第９・１０項目の結果につながったと考えられる。 
        しかし、全体的に大学院生による協議の進め方や発表のための準備がこれまでにない学び

の場となったようで、大変有意義な企画となった。 
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本事業のアンケート結果（上段が H30 年度、下段が R1 年度） 

 
 

生徒感想： 
地域への関心・興味 

 ○水俣病について、熊大生がしたプレゼンがとても面白かった。特効薬についてだったが、今まではありえないと思ってい

たが、プレゼンを聞いて、ありえるのかもしれないと思った。英語を使いコミュニケーションをとりたかったが、あまり

できなかったのが残念だ。 
課題発見・設定 

 ○熊大生のプレゼンに対しては、高校生ならではの視点を生かして、専門用語が分かりにくいなどと改善点を指摘すること

ができた。 
解決に向けた過程を協議して考える・作業する 

 ○私の班には留学生はいなかったため英語で話すことが他の班と比べて少なかったが、HIGO プログラム生の作成したプレ

ゼンに対する指摘をし、自分の意見を伝える事の重要さを改めて感じた。プレゼン作成に対するアドバイスももらうこと

ができ、今後に生かしていきたいと思う。 

外国語を使ったコミュニケーション 

 ○留学生と交流する中で、身近な国からあまりなじみのない国まで、様々な国の人と交流してみて、留学生が流ちょうに日

本語を話せることにも驚いた。同じ言語を話すことができたら、様々な人と意見交換ができるのだと改めて実感した。 

    周囲の意見を聞く 
     ○大学生は自分が思っていた以上に賢く知識が豊富だと感じた。話し合いの場では「これはこうだよね」「こうしたほうが良

いよね」と柔軟な考えを出したり、プレゼンでは専門用語・医学用語を使ったりしていたことから、そのような大学生に

魅了された。 
     ○大学生のプレゼンを通して、高校生の知識にはないものを多く知ることができていい経験になった。 
    プレゼンテーション能力 
     ○プレゼン資料の作成とプレゼンテーションを実際にやってみて、人前で分かりやすいプレゼンがとても難しいことだとい

うことが分かった。大学生に改善点を指摘されたとき、「そんなに細かいところまで考えるのか」と思うことがあった。ま

た、発表の仕方についても指摘をうけたことが良かった。 
     ○自分たちが作成したスライドに細かい不備があり、相手に伝わりづらいものだった。また、相手を見ながら発表するなど

基本的なことを学ぶことができた。 
     ○自分が作ったスライドに直接指摘を受けることで、資料作成の注意点を学ぶことができた。特に改行の必要性の有無や図

やグラフのサイズ、余白を少なくするなどの具体的な技法を直接教えてもらうことができた。今後は聞いてもらう人のこ

とを意識してプレゼンの準備をしていきたい。 
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事前に準備したプレゼンテーション ディスカッション（改善点の検討） 

 
ディスカッション（改善点の検討） 

 
改善点の発表 

 
集合写真 

 

 

  オ 2019 UNEP 水俣条約実施推進プロジェクトのインセプションワークショップ 

   目  的： 本ワークショップのために来校した当該職員らへ本校の環境保護活動等について発表し、

意見交換をすることで、地域と世界の結びつきについて考えるとともに、プレゼンテーシ

ョン能力の向上を図る。 

   日  時： 令和元年９月３日（火） 

   内  容： 平成２５年に熊本市・水俣市で開催された外交会議において採択された国際環境条約で

ある「水銀に関する水俣条約（水俣条約）」に関して、環境省と国連環境計画（UNEP）
は、アジア太平洋地域における水俣条約の実施を推進し、水銀による環境と人の健康への

悪影響を防止することを目的としたプロジェクトを立ち上げた。このプロジェクトは、ア

ジア太平洋地域において水銀モニタリングを実施する機関等のネットワーク化と、域内の

能力強化研修の実施を推進するものである。これにより、日本ならではの条約への具体的

な貢献を示し、水銀対策先進国としての確固たる地位を築くことを目指す。 
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         本プロジェクトの立ち上げに当たり、熊本県水俣市にて「水俣条約実施推進プロジェク

トインセプションワークショップ」を開催し、プロジェクト参加国と今後の活動計画につ

いて議論が行われた。本ワークショップの一環で水俣高校から水俣条約に関する取組や生

徒会環境委員会等による取組を発表した。 

   参 加 者： 本校生徒２年生２名[普通１、電気１]、１年生１名[普通１]、本校職員２名 

         各国専門家・行政官等１７名[日本３、インドネシア１、スリランカ１、タイ１、ネパー

ル１、パラオ１、バングラデシュ１、フィジー１、フィリピン２、ベトナム１、マレ

ーシア１、ミャンマー１、モルジブ１、モンゴル１] 

         環境省環境保健部４名 

         水俣条約事務局１名[スイス１]  

         UNEP関係者３名[日本２、タイ１]  

         水俣環境アカデミア職員２名 

   発表内容： ○SGH事業関連 

          水俣高校ＳＧＨ事業概要・事業目的 

          全学年対象の「水俣 ACTⅠ」事業概要 

          グループの研究テーマの紹介（「水銀に関する水俣条約」研究・世界における水銀被害

・世界のゴミ問題・エコタウン、等） 

         ○環境・美化委員会活動 

          グリーンフラッグ認定についての説明 

          委員会活動計画「ゴミの減量と分別徹底」 

          毎日の取組（ゴミ分別・ゴミの計量・節電節水キャンペーン・使い捨てコンタクトレ

ンズ空ケース回収・古本等の回収および売上金の地球環境基金への寄付） 

          活動の普及（文化祭での発表・地域行事への参加）           

   成  果： 水俣条約実施推進のために、学校における水銀との向き合い方を含めた環境教育につい

て生徒および職員から発表を行った。発表後には本校において環境保護活動が高いレベル

で実施されていることに対して賞賛をいただいた。５月に実施したトルコ環境省との交流

と同様に、本校の環境美化活動は、アジア内でも評価の高い活動であることが改めて認識

できた。今後も引き続き本校の活動の普及に努めたい。 

 

 
 真写合集 表発動活会員委

 

 

  カ さくらサイエンスプラン水俣研修におけるランチミーティング 

   目  的： 水俣環境アカデミアで実施される「さくらサイエンスプラン水俣研修」は、アジア地域

の青少年を水俣市に誘致し、水俣の教訓と地域の現状及び課題を理解し、地域社会の持続

可能性を考えることをテーマとして、国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）の「さ

くらサイエンスプラン」に水俣環境アカデミアが応募し、採択されたことにより実施され

るものである。本研修に参加する海外の学生とのランチミーティングを通して、積極的に

英語を用いてコミュニケーションを図り、グローバルリーダーに必要な主体性や表現力を

育成する。また、異文化理解ならびに多様性の尊重や多面的で総合的なものの見方を身に

つける。 

   日  時： 令和元年１０月２６日（土）１３：００～１５：００ 

   内  容： １０月下旬にさくらサイエンスプラン水俣研修が実施され、研修期間中は、施設訪問や

講義だけではなく、地元の小学校との交流や、ホームステイなど地域住民との交流も実施

された。その一環で行われた今回の事業は本校生徒やホストファミリーが参加して、文化
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交流や意見交換を行った。 

   参 加 者： 本校２年生１７名[普通１５、商業２] １年生３名[普通３] 

         研修生および引率職員１３名 

          シンガポール社会科学大学３名 

          タイ・カセサート大学３名 

          台湾・国立台北科技大学３名 

          中国・精華大学２名 

          ベトナム・日越大学３名 

          ベトナム科学技術アカデミー１名 

         ホストファミリーおよび地域住民 

   次  第： １３：００ 開会 

                研修生の自己紹介および各国紹介プレゼンテーション 

         １３：３０ ランチ 

               水俣高校生によるアトラクション 

                ○新体操部によるダンス 

                ○剣道部による形披露 

         １５：００ 閉会 

   成  果： 本事業は昨年度に引き続き３度目の事業であり、本校生徒にとっては、ホストファミリ

ーや異文化交流を体験できる非常によい機会である。実際に参加した生徒は短い時間では

あったが、研修生の出身国のプレゼンテーションで、自分たちの調査だけでは知りえない

情報を知ることができ、ランチを介した交流では、それぞれ英語をツールとして大いにコ

ミュニケーションをとることができていた。昨年度よりも参加した生徒数は増加したにも

関わらず、ホームステイの受入を希望する過程がなかったことから、今後は留学生等との

交流やホームステイ受入について意義や学びをより広く知らせ、交流することへの心理的

な障壁を少しでも取り除くことが必要である。 

 

 
研修生によるプレゼンテーション 

 
ランチの様子 
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  キ 日中植林・植樹国際連帯事業 
   目  的： 本事業は、外務省が推進する日中植林・植樹国際連帯事業の一環として、中国から高校

生７００名を招聘し、植樹活動、環境に関するセミナー、関連施設の視察等を行い、中国

高校生の環境意識の啓発を図るほか、高校訪問や各地視察等を通じ、日中両国青少年の友

好促進、対日理解の一層の促進を図ることを目的として実施される。本校においては、訪

問する高校生との交流事業を通して、積極的にコミュニケーションを図り、グローバルリ

ーダーに必要な主体性や表現力を育成する。また、異文化理解ならびに多様性の尊重や多

面的で総合的なものの見方を身につける。 

   日  時： 令和元年１２月６日（金）１３：４０～１７：００ 

   内  容： 山東省青島第十七中学から１５名、山東省牟平第一中学から１３名が来校し、１学年生

徒で歓迎会を行った。その後は来校生徒を４グループに分け、普通科・機械科・電気コー

ス・建築コースの授業を体験してもらい、最後に共同で植樹活動を実施した。 

   交流生徒： 歓迎会 …１年生１３３名[全学科] 

         体験授業…１年生３１名[普通３１] ３年生４６名[機械２６、電気７、建築１３] 

         植樹活動…１年生３１名[普通３１] 

   交流日程： １３：３０ 水俣高校着 

         １３：５０ 歓迎会 ※英語で実施 

                学校長挨拶 

                訪日団代表者挨拶 

                歓迎行事（書道部・新体操部によるパフォーマンス） 

                訪日団による学校紹介プレゼンテーション 

                水俣高校生よる学校紹介プレゼンテーション 

         １５：２０ 授業体験 

                普通科 …１年生普通科生徒による日本語および折り紙講座[１１名] 

                機械科 …ものづくり（ペン立て）体験[６名] 

                電気ｺｰｽ …授業体験[６名] 

                建築ｺｰｽ …ものづくり（ウッドスピーカー）体験[５名] 

         １６：２０ 本校職員による環境美化活動の紹介 

         １６：３５ 植樹活動 

         １７：００ 水俣高校発 

   成  果： この事業は１年生が学年全体で学校交流を行う初めての事業で、歓迎会および授業体験

では以下のように担当生徒が９月から準備をしてきた。 

          ○歓迎会 

           ・司会…担当職員と会の流れの打ち合わせおよび英語による原稿作成 

           ・パフォーマンス…中国の高校生に向けた中国語表記の書道パフォーマンス、およ

び日本の文化を表現できるダンスの検討 

           ・プレゼンテーション…水俣高校の概要をコンパクトにわかりやすく英語で伝えら

れるプレゼンテーション資料の作成および発表準備 

          ○授業体験 

           ・日本語および折り紙講座…日本の文化を体験できる授業内容の企画、わかりやす

く伝えるための英語表現およびスライド資料作成 

           ・工業科体験授業…各科・コースの学習内容や体験の手順を説明するための英語原

稿および各授業担当教諭との事前打ち合わせ 

         このような準備を通して、主体的に活動に臨む姿勢やアイディアを企画する力、他者と

協働して目標を達成する力、プレゼンテーション能力、英語コミュニケーション能力の向

上につながった。また各グループのリーダーは周囲の意見を聞く力やリーダーシップを発

揮する機会を得ることができた。さらに、交流を通して異文化理解を深めることができた。 

   生徒感想：  
     地域と世界の結びつき 

      ○同じアジア、同じ年齢なのに、英語コミュニケーション能力のレベルの差を感じた。話を聞くと、彼らの地域では英語

をすでに７年ほど勉強しているということで、英語にかなりの力を感じていることを知った。また、毎日夜中の２時ま

で勉強している学生もおり、理由をたずねると競争率の高さからくるものだった。そのようなことから中国の人口の多

さを実感できた。 

     解決に向けた過程を協働して考える・作業する 

      ○日本文化体験で折り紙の講座企画を担当した。中国には日本ほど折り紙の習慣が根付いていないようだったので、英語

でどう説明したらわかりやすく伝えるかが最初の課題だった。作る手順を実際に写真に収め、その画像を使ってパワー

ポイントを作るなど、リーダーを中心に準備することができて良かった。 
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     外国語を使ったコミュニケーション 

      ○準備は大変だったが、英語を使って話すことの難しさを学ぶ良い機会だった。同時に、少しでも英語を話して会話でき

る楽しさも知ることができた。国や言語が違っても、コミュニケーションツール（英語）があれば、様々な国の人たち

とつながることができると思った。 

      ○外国人というだけで少し身構えていたが、交流して話しはじめると、自分がうまく話せなくても、お互いにどうにかし

てコミュニケーションをとろうとしてくれることが大変嬉しく、楽しく交流することができた。 

      ○中国の高校生が積極的にコミュニケーションをとろうとしてくれる人が多く、楽しく有意義な時間を過ごすことができ

た。中国と日本でも、英語を使えばきちんと伝わるものだと感じた。これから英語が必要になってくることは分かって

いたが、いまいち実感がなく、英語を勉強することが苦痛だった。しかし、今回の交流からも英語は世界共通であり、

英語は大事だと思った。 

      ○普段使っている言語は違っても、英語やジェスチャーを使って、思いを伝えたり通じ合うことができて、国は違っても

仲良くなることはできるのだと改めて思った。また、私たちのために準備して持ってきてくれたお土産もすごく素敵だ

った。現在の日本では中国に対して良く思わない人がいるかもしれないが、偏見だけでそのように思うべきではないと

思った。 

 

 
訪日団代表挨拶 書道部によるパフォーマンス 中国の高校生によるプレゼン 

 
歓迎会集合写真 

 
普通科（日本語講座） 

 
普通科（折り紙体験） 
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機械科（ペン立て製作） 

 
機械科（ペン立て製作） 

 
電気コース（概要説明） 

 
電気コース（マイコンカー見学） 

 
建築コース（ウッドスピーカー製作） 

 
建築コース（ウッドスピーカー製作） 

 
植樹活動 

 
植樹活動 
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集合写真 

 

 

（４）持続可能な開発のための教育【ESD】の学習 
  ア スロベニア研修 
   目  的： ①水銀被害地区であるスロベニア・イドリア市を視察することで、環境と経済や社会の

バランス、地域活性化のための政策を学び、探究活動へ反映させる。 
         ②本校でのＳＧＨ事業等を通して学んできたことについて海外の同世代の高校生との交

流や意見交換をすることで、多様な考え方を知り、今後の継続的な交流のきっかけと

する。 
         ③英語をツールとしたコミュニケーション能力の向上を図る。 
   日  時：令和元年９月１１日（水）～１７日（火） 
   概  要： ①水俣市とスロベニア共和国との交流経緯 
           ２００５年１０月にスロベニア共和国の当時の環境大臣の「水銀による公害を経験

した水俣市と友好関係を築きたい」という親書を携えて水銀分析専門の博士を含む３

名が水俣を訪問し、当時の水俣市長に親書が渡された。 
           スロベニアにはイドリア水銀鉱山という世界第２位の水銀鉱山があり、水俣市の資

料館を参考にイドリア市にも同様の施設を建設したいという話が当時あった。 
           イドリア市は１５００年頃から水銀採掘で繁栄した町で、スペインのアルマデン鉱

山に次ぐ世界第２位の産出量を誇っていたが、１９７０年代に閉山した。イドリア鉱

山は、メチル水銀は排出していないが、長年の水銀精錬の残渣により、周囲の河川や

それが注いでいるアドリア海を微量汚染していることが明らかになり、国立水俣病総

合研究センターとスロベニア国立ジョセフ・シュテファン研究所と共同で調査・研究

を実施してきた。 
           イドリア市は２００４年からの回復・浄化事業により、水銀鉱山跡地の観光事業、

伝統的なレース編み、精密機器の企業誘致などを展開し、復興に成功している。 
②水俣高校とイドリア市との交流経緯 

           ①の経緯を受け、水俣市主催による「青少年による水俣病の経験と教訓・発信事業」

において、水俣高校とイドリア市のユーリベガ高校間で交流が実施されることとなっ

た。２０１３年に水俣高校から６名の生徒が渡航し、ユーリベガ高校生宅にホームス

テイをして、現地について学ぶとともに、水俣について情報発信を行った。また２０

１４年にはユーリベガ高校から６名の生徒を招聘し、本校生徒宅にホームステイをし

て、水俣について共に学習した。 
           このような経緯を踏まえ、２０１６年度に本校が SGH の指定をうけた際に、海外研

修先の一つとしてイドリア市を設定した。２０１７年度には本校から１０名の生徒が

イドリアで研修し、２０１８年度にはイドリアから１０名の生徒が本校を訪問し、学

校間交流を実施した。 
③今回の研修概要 

           ２０１７年度同様にイドリア市のユーリベガ高校生宅にホームステイをして、現地

の水銀被害の詳細や復興の過程について学習するとともに、現地高校生と環境活動等

についてワークショップを実施した。 
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   参 加 者：２年生６名[普通６] １年生４名[普通４] 
行程・研修内容：  

      ９月１１日（水） 
        ６：２０ 新水俣駅集合 
        ６：４０ 新水俣駅出発〈新幹線さくら 400 号〉 
        ７：４５ 博多駅着 
        ８：００ 博多駅発〈地下鉄〉 
        ８：０５ 福岡空港国内線着 
        ８：３０ 福岡空港搭乗手続き 
       １０：３５ 福岡空港発〈KE-788〉所要時間 約１時間３０分 
       １２：００ 仁川国際空港着 
       １２：５０ 仁川国際空港発〈KE-905〉所要時間 約１１時間３０分 
       １７：４０ フランクフルト空港着 
       ２０：２５ フランクフルト空港発〈JP-125〉所要時間 約１時間３０分 
       ２１：２５ リュブリャナ空港着 
       ２２：００ リュブリャナ空港発〈専用車〉 
       ２３：００ イドリア市内ホテル着 
 

イドリア市 
 
      ９月１２日（木） 
        ９：３０ ホテル発 ※イドリア市内は徒歩で移動 
       １０：００ イドリア市役所にて市長表敬訪問 
       １１：３０ ユーリベガ(Jurija Vega)高校にて交流 
       １２：３５ 両校生徒によるプレゼンテーション 
       １３：１５ ユーリベガ高校施設見学 
       １３：４５ 学食にて昼食 
       １４：３０ 博物館ガイドによる水車および坑夫宅の視察 
       １７：００ 生徒はホストファミリー宅へ 
 

 
市長表敬訪問 

 
高校でのプレゼンテーション 
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ユーリベガ高校 水銀採掘で使用されていた水車・システム 

 
水銀採掘当時の炭坑夫の家 ホストファミリーとミート 

 
      ９月１３日（金） 
        ７：３０ ユーリベガ高校に集合 ※イドリア市内は徒歩で移動 
        ７：５０ ユーリベガ高校にて交流 授業参加 
       １０：３０ CudHg(環境関連施設)視察およびユーリベガ高校生と協議 
       １２：００ 学食にて昼食 
       １４：００ Hg Smelting plant(環境関連施設)視察 
       １６：００ 伝統料理体験 
       １７：３０ 生徒はホストファミリー宅へ  職員はホテルへ 
 

ユーリベガ高校生との協議（テーマ：観光客増加の施策） 
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Hg Smelting plant での視察研修 

 
伝統料理(žlikrofi)調理体験 

 
      ９月１４日（土） 
        ９：１５ ユーリベガ高校に集合 ※イドリア市内は徒歩で移動 
        ９：３０ 伝統産業（レース）体験 
       １０：３０ 水銀鉱山施設(Anthony’s Main Road)視察 
       １２：００ レストランにて昼食 
       １４：００ イドリア博物館(Idrija Municipal Museum)視察 
       １６：００ Wilde Lake 視察（カルスト地形） 
       １７：３０ 生徒はホストファミリー宅へ  職員はホテルへ 
 

 
伝統産業（レース製作）体験 水銀鉱山 

 
イドリア博物館 

 
Wilde Lake 

 
      ９月１５日（日） 
        ９：００ イドリア市内発〈専用車〉 
       １０：００ ブレッド湖(Lake Bled)視察（観光ビジネス） 
       １２：００ レストランにて昼食 
       １３：００ ブレッド湖発 
       １４：００ リュブリャナ(Ljubljana)着（欧州グリーン首都賞受賞都市視察） 
       １８：００ ホテル着 
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ブレッド湖  

 
 リュブリャナ市内 

 
      ９月１６日（月） 
       １１：３０ ホテル発〈専用車〉 
       １２：２０ リュブリャナ空港着 
       １３：２０ リュブリャナ空港発〈JP-112〉所要時間 約１時間３０分 
       １４：４５ フランクフルト空港着 
       １９：４０ フランクフルト空港発〈KE-906〉所要時間 約１１時間３０分 
 
      ９月１７日（火） 
       １２：５５ 仁川国際空港着 
       １４：００ 仁川国際空港発〈KE-789〉所要時間 約１時間３０分 
       １５：２５ 福岡空港着 入国手続き 
       １６：４５ 福岡空港発〈地下鉄〉 
       １７：１８ 博多駅発〈新幹線さくら 415 号〉 
       １８：２２ 新水俣駅着 
 
   成  果： 本事業は１・２年生の希望生徒を対象に、水銀被害地区であるスロベニア・イドリアを

視察し、これまで交流実績のある現地のユーリベガ高校と共同でワークショップを主なプ

ログラムとして実施した事業である。今回は SGH 指定後２度目の実践となるため、早い段

階から現地の高校と連絡を取りながら、プログラムの検討を重ねてきた。その結果、２０

１７年度の研修では訪問できなかった２つの水銀関連施設での研修を実施することができ

た。また、イドリアと水俣の共通の課題である「地域の活性化・観光客の増加」について

ユーリベガ高校の生徒とグループ協議できたことで、英語によるコミュニケーション能力

の向上はもちろん、現在の状況に関する分析能力や他者と共同して解決策を考える力など

の向上につなげることができた。 
         事前学習においては、７月上旬に渡航生徒が決定した直後からカテゴリーごと（イドリ

アの歴史・イドリアの地理・イドリアの産業・ユーリベガ高校・水銀関連施設・水銀被害、

等）に調査をはじめ、十分な事前調査を行うことができた。その結果、現地での英語によ

る講話内容や高校生とのワークショップに大いに役立った。 
         情報発信についても、SDGs の視点で水俣市を調査した内容について、現地の高校生に

プレゼンテーションを行うことで、その後の「地域の活性化・観光客の増加」のグループ

協議に繋げることができた。 
         今回のアンケート結果についての考察は以下の通り。 
          ○思考力に当たる「地域への関心・興味」「世界の課題への関心」の項目が高い 
           …事前学習の効果的な実施 
          ○判断力に当たる「解決に向けた過程を協働して考える・作業する」の項目が高い 
           …現地でのグループ協議の実施 
          ○表現力に当たる「外国語を使ったコミュニケーション」の項目が高い 
           …現地でのグループ協議、現地での英語によるガイド、ホームステイの実施 
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本事業のアンケート結果（上段から H28 年度、H29 年度、H30 年度、最下段が R1 年度）   

 
 

生徒感想： 
世界の課題への関心 

○実際に水銀鉱山で働いていた人々と同じ作業着を着て水銀鉱山の中に入ったが、暗く、狭く、寒い状況で仕事をする人達

が大勢いたことを考えると、胸が苦しくなった。水銀鉱山の労働者の平均寿命は３０歳前後であったり、自分の担当時間

に遅れた場合は減給されていたほど厳しい労働環境だったにも関わらず、その仕事に従事することを希望していた人が大

勢いたことを知って、とても驚いた。 
○自然の表情が、とても豊かな街だった。四国ほどの広さの国土に、大きな山脈、湖、海もあるため、日本よりも気温差が

大きく、とてもたくさんの自然にふれることができた。 
地域と世界の結びつき 

○水俣病との違いの一つとして補償の問題があった。当時のイドリアでは、補償の対象になったのは水銀鉱山で働いていた

人のみで、その他に水銀による被害の症状が出ても補償されなかったという点については驚きだった。 
○水俣と同じ水銀被害にあったイドリアに行くことで、他国で起こった水銀の被害を実際に現地で学ぶことができて良かっ

たと思う。水銀被害というだけで水俣と同様の被害・症状と考えていたが、水銀の種類も違えば、人体に与える影響も異

なっていたことを初めて知ることができた。また、イドリアの方は環境被害が主で、人的被害が水俣病より圧倒的に少な

かった。 
○イドリアの水銀鉱山により土壌汚染、川の水質汚染、大気汚染が引き起こされたことや、越境汚染（イタリアなど）もあ

ったなど、水俣病との違いを学ぶことができた。 
○水俣では水俣病患者の支援を現在も継続しているが、イドリアでは支援を数十年前に中止している事実に驚いた。 

課題発見・設定 
○現在まで続くイドリアの文化（音楽、スポーツ、祭り、レース産業など）は、かつてイドリアの中心的存在だった鉱山労

働者の築いてきたものであり、それらが今でも残っているのは感銘を受けるべきところであり、水俣と異なる点の１つだ

と感じた。 
○イドリアには歩いて行ける範囲に多くの水銀に関する施設があり、町中もゴミの分別がきちんとされていた。そしてゴミ

がまったく落ちていなくて、川の水もとても綺麗で、「水俣より綺麗なのではないか」と思ってしまうほどだった。しか

し、住みやすい町であるかという点で見ると、坂や段差がとても多く、車イスの人は生活できないと思った。実際に行っ

てみて目の当たりにすることで、分かることもあるのだと学んだ。 
    外国語を使ったコミュニケーション 

○海外もホームステイも初めてで不安だらけだったが、自分から積極的にコミュニケーションをとることができたのが良か

った。 
○初めはなかなか慣れない英語での会話に、頭が真っ白になってしまったり、内容についていくことが難しかったが、日が

たつにつれて、徐々に英語による意思疎通ができていったことが非常に嬉しかった。 
○現地では英語によるコミュニケーションも実践したが、ホストファミリーから教えてもらったスロベニア語を積極的に使

うようにした。そうすることで、英語で話しかけるよりも笑顔で対応してくれることが多かった。個人の目標の一つとし

て「英語のコミュニケーション能力の向上」を掲げていたが、英語を使うことはもちろんだが、相手とコミュニケーショ

ンをとろうとする姿勢が大切なのだと感じた。 
○ホームステイは初めてだったが、短い期間の中で多くのことを学ばせてもらった。今回の体験をきっかけに、今後はホス

トファミリーも体験してみたい。 
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  イ 台湾修学旅行 
   目  的： ①規律ある団体行動を通して、集団生活の意義を学び、公徳心・協調の精神を身につけ

るとともに、ルールの遵守や友愛精神の育成を図り、将来のよき社会人としての資質

を高める。 
         ②現地の高校生や大学生との交流を通じて、国際理解を図り、グローバル化する現在に

生きる日本人としての自覚を深める。 
         ③日本から進出している台湾現地企業施設を視察し、海外進出の目的や経緯、国際情勢

・国際経済の動向を学習することにより、将来の経済人としての国際的視野・感覚を

深めるとともに、職業に対する認識を深め、進路に対する意識を高める。 
         ④台南・台北市内の諸施設見学を通して異文化を理解する。また、日本と台湾の歴史的

関係についての理解を深め、将来にわたってより良い日台関係を築いていく礎とする。 
   日  時： 令和元年１２月９日（月）～１３日（金） 
   内  容： 修学旅行で台湾を訪問し、発信力の向上を目的として同年代の現地の高校生や大学生と

の交流を通じて、水俣 ACTⅠ「探究活動」の取組内容や SDGs の視点で調査した水俣市に

ついてステージ発表を行った。また、英語などを用いて交流をすることで、コミュニケー

ション能力の向上を図った。さらに、JNC 株式会社台南工場を訪問し、地元水俣の企業が

自社で培った産業技術を海外で活かし、グローバルな活動を展開する状況を見学すること

で、先進技術の重要性を認識させるとともに、水俣で育つグローバルリーダーとしての自

覚と矜持を育むことにつなげた。 
   参 加 者： ２年生１５６名、引率職員９名 
   行  程：  

  １２月 ９日（月） 
    ６：００ 水俣高校発 
    ９：００ 福岡空港着 
   １０：５５ 福岡空港発＜航空機 CI１１１便＞ 
   １２：３０ 台湾桃園国際空港着 
   １３：３０ 台湾桃園国際空港発 
   １４：３０ 故宮博物院着着  
   １６：００ 故宮博物院発 
   １６：２０ 忠烈祠着 
   １７：００ 忠烈祠発 
   １７：３０ 夕食 
   ２１：３０ ホテル着 
          班長会議 
   ２３：００ 点呼・消灯 
 
  １２月１０日（火） 
    ６：００ 起床 
    ６：３０ 朝食 
    ８：００ ホテル発 
 

   A コース     B コース 
   １０：００ 台湾捷恩智股份有限公司  １０：００ 長榮大学※３着 

 台南工場（JNC）※１着  
       １１：３０ 台湾捷恩智股份有限公司発  １２：３０ 長榮大学発 
       １２：００ 昼食    １３：００ 昼食 
       １３：３０ 北門高級農工職業學校※２着  １５：００ 烏山頭ダム着 
       １６：３０ 北門高級農工職業學校発  １６：３０ 烏山頭ダム発 
 

       １８：３０ 夕食     
   ２０：００ ホテル着 
          班長会議 
   ２２：３０ 点呼・消灯 
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  １２月１１日（水） 
    ６：００ 起床 
    ６：３０ 朝食 
    ８：００ ホテル発 
   １１：００ 龍山寺着 
   １１：４０ 龍山寺発 
   １２：００ 中正紀年堂着 B&S プログラム 

   ２１：００ 士林夜市集合・発 

   ２１：３０ ホテル発 

          班長会議 

   ２３：００ 点呼・消灯 
 
  １２月１２日（木） 
    ７：００ 起床 
    ７：３０ 朝食 
    ９：００ ホテル発 
   １０：００ 科別研修 
           普通科：淡水見学 
          商業科：新光三越・太平洋 SOGO 見学 
          機械科：祥儀企業股份有限公司訪問 
          電気建築システム科：台北１０１展望台見学 
   １３：００ 昼食 
   １４：２０ 孔子廟着 
   １５：００ 孔子廟発 
   １６：００ 九份着 

   １７：００ 九份発 

   １８：００ 夕食 

   ２０：３０ ホテル着 

          班長会議 

   ２２：３０ 点呼・消灯 
 

  １２月１３日（金） 
    ３：３０ 起床 

    ４：２０ ホテル発 

    ５：００ 台湾桃園国際空港着 

    ６：５０ 台湾桃園国際空港発＜航空機 CI１１０便＞ 
    ９：５５ 福岡空港着 
   １１：００ 福岡空港発 
   １４：３０ 水俣着 

※１ 台湾捷恩智股份有限公司台南工場（JNC株式会社） 

 

 
台南科学園区内に位置する液晶

ブレンド工場。現在約１５０人

が働いており（生産工場従事者、

研究開発者）、台湾・中国の液晶

パネルメーカーに製品を納入し

ている。 

※２ 北門高級農工職業學校 

 

 台南市に設立されている技術型

高等学校で、校長は陳勇利氏。

日本統治時代 1936年（昭和 11

年）設立。機械科、電機科、食

品加工科、造園科、電子ビジネ

ス科、体育科など 10以上の科

を設置してある。約 1,700 人の

生徒が学んでいる。 
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※３ 長榮大学   

台南市に設立されている台湾基

督長老教会の大学で、校長は李

泳龍氏。1993年設立。管理学院、

健康科学学院、人文社会学院、情

報デザイン学院など 10以上の学

院を設置してある。約 9,260 人

の学生が学んでいる。2018 年に

分校開設を目途に、沖縄県宮古

島市の宮古島市役所城辺庁舎に

日本教育センターを開設。 

 

   交流内容等：  
      ①台湾捷恩智股份有限公司台南工場（JNC） 

  
ガイダンス（会社説明、環境取組み一例紹介） 

 

 
現場見学（製造現場および開発現場の見学） 

 
      ②北門高級農工職業學校 

       グループ交流 

数人 容 内 科学 号番

０２ り作グッバめ染木草 科園造 １

０２ り作ーキック 科工加 ２

９１ 験体場牧 科保畜 ３

５１ て立み組械機／用応ーザーレ 科械機 ４

０２ ムーゲ体団 科育体 ５

 
 り作ーキック○ り作グッバめ染木草○
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○紅茶クッキー作り 

 

○団体ゲーム 

 

      ③長榮大学 
○学校代表あいさつ（SGH  ）品作製科械機（換交品念記○ ）長員委

○SGH  験体業授○ 表発るよに員委

○集合写真 

 

   

   成  果： 本事業は学年単位で台湾における修学旅行を実施することにより、海外での生活や異文

化を体験できる事業である。SGH 事業申請時においては、この台湾修学旅行の目的を以下

のように設定していた。 
          ①同年代の現地の高校生・大学生と英語などを用いて、環境についてディスカッション
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することで、その他の取組で学んだ能力を有機的に結び付けることができるようにな

る。 
          ②①の活動を通じて、それまでに学んできた知識の重要性や、過去にとらわれない未来

志向を持つこと、そして、意見を表現することと言語の重要性を認識させる。 
          ③JNC 株式会社台南工場を訪問し、地元水俣の企業が自社で培った産業技術を海外で活

かし、グローバルな活動を展開する状況を見学することで、先進技術の重要性を認識

させるとともに、水俣で育つグローバルリーダーとしての自覚と矜持を育む。 
          以下に掲載する事後アンケートや生徒感想（一部）より、「１つの事柄に対し、いろい

ろな考え方をすることができるようになった」「チームでの協働作業を通じ、ひとつのも

のを作り上げたり、解決策を考えることができた」「必要な情報を収集・整理して、課題

解決に活用することができた」「考えや意見を分かりやすく他者に伝えることができた」

などの項目が向上していることから、上記目的の達成は概ねできていると考えられる。そ

の一方で「自分の考えを明確に伝えるために英語を効果的に使用することができた」「将

来、留学したり、仕事で国際的に活躍したいという意識が高まった」の項目はこの３年間

で最低の数値が出ている。台湾では全体的に英語よりも日本語の方が比較的意思疎通がで

きるという状況もあるが、学校交流のプログラム等を検討して、生徒の国際的な意識の向

上につなげる必要がある。 
 
本事業のアンケート結果（上段から H29 年度、H30 年度、最下段が R1 年度）   

 
 

生徒感想： 
世界の課題への関心 

○台湾の物価の安さに驚いた。日本の物価よりとても安かったが、その分台湾は賃金が安く台湾の生活の大変さを感じた。 
○夜市の長所は観光客が増えたり、雇用の増加が見込めるが、短所としては騒がしくなることやゴミが増えたりするというの

があると知った。 
○企業訪問では水俣にもあるＪＮＣ工場を訪問した。現地の作業員の数は少なく、台湾でも近代化が進んでいると感じた。台

湾は水俣条約を締結していないこと、ゼロエネルギー活動していることに興味がわいた。 
○1 日 1 日ごとに台湾らしさや文化の違い、食の違い、歴史の残る色濃さを十分に感じられた。日本語を話せる人がとても多

く、驚きだったのと同時に、日本では見られないような貧富の格差や残酷な歴史の一部を肌で感じた。町中がライトアップ

された夜景に印象的だったが電気代や環境を考えたら…。 
○台湾はとても発展していて、建物やお寺など全てが芸術的だった。 

地域と世界の結びつき 
○日本にいて感じることができない文化の違いとか言語の壁、海外の空気感、台湾の歴史など様々なことを新しく学ぶことが

できてとにかく楽しむことができたのでよかった。 
○台湾は過去に日本に統治されていたにもかかわらず、とても親日的な国だと感じた。ほとんどの台湾人は私たちが話す日本

語を理解してくれて、コミュニケーションをとることができ、私たち日本人にとても親切に対応してくれた。そのような背

景もあり、日本で災害が起きたときに台湾はいつも日本を支援してくれるのだろうと思った。 
○海外との文化の違いを体感した修学旅行だった。特に宗教文化は大きく違いがあり、仏像が笑顔のものや、線香が細長いも

のがあり、寺の華美な感じも印象的だった。法律にも大きな差があり、歩行者が優先でないことに驚いた。食文化は油分が
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多くてウーロン茶が合う味付けだったのも納得できた。 
課題発見・設定 

○最初の正直な思いとしては、国内の修学旅行がよいと思っていた。しかし、実際に足を運んでみると想像以上に楽しい修学

旅行だった。周りからの意見に流されて勝手なイメージを作るのは良くないと思った。 
○異文化を感じ友達と仲を深め、世界の良さや日本の良さをしみじみと感じることができた。日本とは全く違う文化だったが、

自分的にはすごく好きな感じだった。いろいろな国に飛び回りたくなった。 
○台湾は日本とは違う文化があったり、逆に似ているところがあったりして、新鮮な気分だった。また日本では当たり前のこ

とが台湾ではそうではないことがあり、ここでも文化の違いや価値観の違いを感じることができた。自分の知らないことに

目を向ける大切さを学ぶことができた。 
外国語を使ったコミュニケーション 

○普段見慣れているはずの漢字でも意味が分からないことがあったが、英語表記もあり、英語に助けられた。英語を学んでい

て良かったと心から思った。 
○言葉の壁を越えてたくさんの人と仲良くなれることを知った。言葉が通じなくてもジェスチャーや翻訳アプリなどを使って

話すことができてとても楽しかった。異国の風習になれることや自国の良さに気づく事は大切だと思った。 
○Ｂ＆Ｓで案内してくれる際に、自分たちで行きたい場所をどうすれば伝わるのかなど、知っている限りの英語を並べてがん

ばった。普段の授業で学ぶ英語がいかに重要であるか分かったし、初めて海外に興味を持つきっかけにもなった。 
知識のインプット・積極性 

○高層ビルが多く、見たことのない構造で作られていたものもあったので、これから勉強して様々な建築を手がけることがで

きるようになりたいと思った。また、外国のデザインを参考にするなど自分の勉強に生かしていきたい。 
 
 
（５）小中学校との交流 

水俣市児童会・生徒会合同リーダー研修会における水俣高校生による研修 

  目  的： ①参加校の児童会・生徒会の自治意識の高揚を図るとともに、参加校が連携して、互いの

活動やアイディアから学ぶことにより、児童会・生徒会活動の活性化につなげる。 

        ②児童会・生徒会を中心とする生徒相互の人間関係づくりを深め、互いの人権や考えを尊

重し、活気のある学校づくりに寄与する。 

        ③児童会・生徒会活動を基盤とした小中学校の連携事業に、本校生徒が関わることで、地

元の小学生、中学生、高校生の強い絆を作り上げる。 

        ④高校生のみならず、義務教育段階からグローバルな人材の育成を図るとともに、義務教

育から高等教育への継続した学習機会とする。 

  日  時： 令和元年８月２０日（火）１３：００～１６：０５ 

  内  容： 水俣市内の中学校４校および小学校７校の児童会・生徒会を中心とした代表生徒約６０名

が一堂に会して実施されるリーダー研修会の一部を水俣高校生が担当した。本校生徒は研修

の全体進行や、班別協議のファシリテーターを務めた。研修内容は以下の通り。 

        ①水俣高校の紹介…スーパーグローバルハイスクール事業を含めた学校概要について、本

校生徒によるプレゼンテーション。 

        ②小中学生による班別協議…参加した小中学生を１３班に分けて、各班に本校生徒がファ

シリテーターとして１名ずつつき、班別協議の進行および班のとりまとめを行った。協

議のテーマを「理想の学校を作ろう」と設定し、自分たちの学校を魅力的な学校とする

ための施策・目標およびその目標達成のための具体的な方策を考え、それを１枚のポス

ターにまとめさせた。 

        ③小中学生による協議結果のプレゼンテーション…上記②においてまとめたポスターをも

とに、小中学生によるプレゼンテーションを行った。 

  参加生徒： ２年生１６名[普通１６] 

        １年生６名[普通６] 

  交流日程： １３：００ 開会 

               本日の概要の説明 

               水俣高校の紹介 

        １３：１０ 班別協議 

               ①アイスブレーク（１０分） 

               ②今までの学校生活で「いちばん楽しい・嬉しい」と感じたことを振り返る（１５分） 

               ③ ②で出た意見の中で、班の代表意見を決める（１０分） 

               ④ ③の意見を実現あるいは充実させるためのアクションプランの検討（１５分） 

               ⑤ ③④についてのポスターの作成（５０分） 

        １４：５０ プレゼンテーション会場に移動 

        １５：００ プレゼンテーション 

               １３班を２グループに分け、それぞれのグループでプレゼンテーションを

行う。プレゼン後は、コメントを書いた付箋をポスターに貼り付ける。 
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        １５：５０ まとめ 

               小学校・中学校・高校の代表生徒が感想や学びを発表する。 

        １６：００ 閉会 

  成  果： 本事業は班別協議の運営を通して、小グループのリーダーを体験できる事業である。全体

進行のリーダーおよび各班のファシリテーターを経験することで、参加した生徒は人をまと

めたり動かすことの難しさを実感できる。当日の研修会までにシミュレーションを含む事前

研修を４回実施したが、それでも当日の班別協議では想定外の意見に臨機応変に対応する場

面が多々見られ、本校生徒にとっては人に分かりやすく伝える力や即座に決断する力など、

リーダーに必要となる様々な力の一端を知ることができた。 

        生徒のアンケートやレポートを見ても「判断力」に関する「課題発見力」「協働して考え

る・作業する」の項目や、「表現力」に関する「周囲の意見を聞く」「プレゼンテーション

能力」の項目に対して良い結果が出ていたことから、上述したリーダーに必要な資質を身に

付けることについて一定の成果を出せたと言える。 

 

本事業のアンケート結果（上段から H28年度、H29年度、H30年度、最下段が R1年度） 

 

 

   生徒感想：  
    地域への関心・興味 

      ○道にゴミが落ちていないこと、空気がおいしいこと、かわいいお菓子がたくさんあることを褒められ、嬉しい気持ちに

なった。 

      ○水俣の小中学生がこんなにも豊かで意欲的だということにとても驚いた。日本を良くする人たちというのは、こういう

人たちなのだろうと思った。 

     解決に向けた過程を協働して考える・作業する 

    〇昨年まで中学生としてこの活動に参加していたが、高校生になって参加することによって計画的に物事を実行する難し

さを学んだ。班のメンバーが意見を上手く出せない時に私自身、どのようなアドバイスをすればいいのかと考えること

が多々あった。考えてアドバイスした結果、そのメンバーも意見を多くもつことができた。そのようなときに、「今回
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参加してよかった」と実感できた。 

〇話し合いまでは順調に進んでいたが、ポスター作りの時に意見の衝突が生じた。そのため、最後まで作り上げることが

出来なかった。もっとファシリテーターの仕事を確実にこなせるように計画的に進めればよかった。 

周囲の意見を聞く 

〇中学生ならではの柔軟な発想に触れることができて、良い体験だった。人に指示をするのは大変だと思った。よい学校

にするためには相手のことを考えた行動が必要だと改めて気付いた。今回中学生が考えてくれたこともとても大切なこ

とが多かった。 

〇話し合いの様子を見て、小学生をまとめるということがどれだけむずかしいことか分かった。みんながいろいろな発表

をして話し合いがまとまらなくなっていた場面が見られた。小学校の先生はすごいと思ったし、まとめる力が必要だと

思った。 

〇班のリーダーとしての責任や意見をまとめることの難しさを学んだ。 

〇小学生のグループは、収集がつかないことになると思っていたけど、協力して話し合わせることができて、とてもいい

経験になった。 

〇今まで話し合いのときに、指示をしたり、まとめたりする立場を経験したことがなかったので、難しさを感じた。また、

ポスターを書くときに時間が不足したので、時間配分にも気をつけなければならないなど、多くのことに配慮しながら

進めなければならない難しさを学ぶことができた。 

〇はじめは小中学生をきちんと誘導できるか不安だったが、コミュニケーションをとっていくなかでとても頼ってくれた。

皆で１つの目標に向かって考えるだけで、心の距離が縮まったように感じた。人をまとめることは難しかったが、自分

も楽しく学ぶことができて良かった。 

プレゼンテーション能力 

〇今回の活動で初めて司会を務めたので、自分で会をスムーズに進められるのか不安で、最初の方はほとんど原稿を見な

がら話していたが、徐々に原稿を見ずに自分の言葉で進めることができるようになったし、状況を見ながら必要なコメ

ントを出せていたので、そこが成長したと思う。 

○小中学生に何かを伝えるときは大事なところをゆっくり話したり、何回も大事なところを確認してあげるなど、相手の

状況を判断しながら話さなければならないことを実感できた。そうすることで、聞く側は今から何をしたら良いのか理

解することができるということを身をもって体験できた。 

〇当日は自分の担当外の仕事を急遽任される場面があったが、臨機応変に対応することができた。 

 

 
学校紹介プレゼンテーション 

 
班別協議 

 
班別協議 

 
ポスター作成 
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プレゼンテーション 

 
水高生による講評 

 

 

（６）その他 

  「水銀に関する水俣条約」関連事業 

    平成２９年８月１６日（水）に「水銀に関する水俣条約」（以下、水俣条約）が発効された。これ

を機会に、水銀対策先進国の立場を活かして、条約の実施に貢献するとともに国内対策を一層推進す

るため、環境省主催で水俣及び日本から世界に向けてメッセージを発信するとともに、世界からの声

を水俣に届けることを目的に、平成２９年に本校生徒が水俣条約親善大使「MOYAIアンバサダー」と

して任命され、締約国会議第１回会合（COP１）に派遣された。今年度も同様に水俣条約に関連して

実施された事業について以下に記す。 

 

  ア いであ株式会社環境創造研究所でのフィールドワーク 

   目  的： 本校の SGH 事業「水俣 ACTⅠ」における２年生「世界における水銀被害」研究グルー

プが、国内の水銀モニタリング施設を訪問し、調査内容を各自の研究に反映して、レポー

ト等を媒体として締約国会議第３回会合（COP３）にてメッセージや情報を発信する。 

   日  時：令和元年８月２１日（水）９：００～１６：００ 

   訪問施設：いであ株式会社環境創造研究所 

         〒421-0212 

静岡県焼津市利右衛門 1334-5 

「人と自然が調和した安心・安全で快適な環境の創造」を

目指して、生態系・生物多様性研究、環境化学分析研究、

環境リスク研究の各分野において幅広く取り組む環境・建

設のコンサルタント。（当社パンフレットより） 

   事前学習： 本校２年生「世界における水銀被害」研究グループ（１７名）が、本校において、令和

元年７月５日（金）に、内田 圭祐 氏（いであ株式会社環境創造研究所環境化学部微量無

機化学物質測定グループ主査研究員）から事業内容および水銀のモニタリング技術の基本

的な知識を学んだ。 

   内  容： 水銀の基礎知識に関する講話や水銀の濃度測定実験を通して、様々な食品に含まれる水

銀分析の方法を学ぶとともに、世界で行われている水銀のモニタリングについて学んだ。 

   参 加 者： 本校生徒２年生「世界における水銀被害」研究グループ４名[普通４] 

         本校職員２名 

   成  果： 本事業は世界における水銀被害をテーマとして研究を進める生徒を対象に、研究の促進

および水俣条約に関連するメッセージや情報発信を目的として実施した事業である。事前

学習およびフィールドワークにおいて学習した内容を、生徒各自の研究に反映し、その結

果をレポートおよびポスターにまとめることで、知識を整理することができた。また、作

成したレポートやポスターは１１月にスイス・ジュネーブで開催された COP３で披露し

た。 

   成 果 物： レポートおよびポスターを p.７１～p.７６に掲載する。 

 

 

 

当社 HPより
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事業レポート 
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事業ポスター 

 

Minamata High School (2nd Grade students) 
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いであに関する講話 底生生物観察 

大気中水銀濃度観測 
 

毛髪内水銀濃度観測 

 
水銀測定のための作業 

 
水銀測定のための作業 

 
水銀測定のための作業 

 
水銀測定のための作業 

 

 

  イ 水銀に関する水俣条約記念フォーラム２０１９ 

   日  時： 令和元年１２月２１日（土）１４：００～１６：３０ 

   場  所： 水俣病情報センター 

   概  要： 水銀に関する水俣条約は、平成２５年に熊本市・水俣市で開催された外交会議において

採択された国際環境条約である。環境省・熊本県及び水俣市は、水俣条約の採択の地とし

て条約の周知を進め、各国の条約実施を促進するため、毎年水俣条約を記念する行事を開

催してきた。今年度は、１２月２１日（土）に熊本県水俣市にて「水銀に関する水俣条約

記念フォーラム２０１９」を開催した。このイベントでは、昨年１１月に開催された水俣

条約締約国会議第３回会合（COP３）の結果を報告するとともに、地元からの COP３に向

けた情報発信の取組等を紹介した。 

   参 加 者：発表者・来場者合わせて約２００名 

       （水俣高校関係者８名・水俣市内小中学校関係者・環境省・熊本県・水俣市等） 
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   次  第：  
    １４：００ 開会 

           開会あいさつ     水俣市長 髙岡 利治 氏 

           ビデオメッセージ     環境大臣 小泉進次郎 氏 

    １４：１５ 対談「水銀ってなに？」   環境省環境保健部水銀対策推進室 

                熊本県環境生活部環境生活課 

        国立水俣病総合研究センター 

        水俣高校２年生２名 

    １５：３０ 水俣市中学生による紫外線ＬＥＤを用いた消毒装置 水俣市内中学校 

の現地研修報告    メタウォーター株式会社 

    １５：５０ 水銀に関する研究報告～水銀モニタリング技術と世 水俣高校２年生４名 

界での活動～     いであ株式会社環境創造研究所 

    １６：１０ 水俣条約 COP３の主な成果について   環境省環境保健部水銀対策推進室 

        黒田一樹 氏 

    １６：２５ 閉会 

閉会あいさつ    環境省環境保健部水銀対策推進室  

      須田恵理子 氏 

 

 
対談「水銀ってなに？」 

 
本校生徒による研究報告 
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７ 研究成果の普及 
   生徒や職員による本校ＳＧＨ事業の取組概要や研究内容について以下の通り各種交流事業での発表や

コンテスト等への応募を通して、普及に努めた。 
（１）生徒による発表 
    ５月３０日（木）「トルコ環境省等との交流」 
              学校における水銀の取り扱いや環境美化活動に関する調査のために来校した

トルコの環境省職員５名と UNIDO 職員１名を対象に、本校の２年生環境委員

２名と職員１名が、水俣高校の概要、SGH 事業の取組概要、水俣高校の環境美

化活動について発表した。 
    ７月 ６日（土）「フィリピン科学高校との交流」 
              水俣の環境政策のために来校した高校生２０名、引率職員２名、熊本大学職

員１名を対象に、１・２年生 SGH 委員１２名が水俣高校の概要、SDGs の視点

で見た水俣市の政策について発表した。 
    ７月 ８日（月）「第２回九州 SGH フォーラム」  
              九州地区の熊本県の SGH 指定校およびアソシエイト校の計９校の代表者に

よるフォーラムが開催され、発表会に参加した高校生および引率職員を対象に、

３年生２名が参加し「SDGs 達成のために水高生としてできること」について英

語によるポスター発表を行った。本大会ではポスター発表部門で優秀賞を受賞

した。 
    ７月２４日（水）「九州地区高等学校工業系生徒研究成果発表大会」 
              発表会に参加した九州内の高校生および引率職員を対象に、３年生機械科生

徒５名が研究内容「低炭素社会における EV スクーター製作」を発表し、最優

秀賞を受賞した。 
    ８月２４日（土）「水中ロボットコンベンション In JAMSTEC 2019」 
              ジュニア部門に参加した３年生機械科生徒３名が全国の参加１２校の中高生

と技術を競い、４位に入賞した。 
      ８月    「水俣市市制施行７０周年記念事業 未来に向けた作文コンクール」 
              「２０３０年の水俣のために私ができること」というテーマで地域課題の解

決という視点で１年生１０１名が応募し、１名が最優秀賞、１名が優秀賞を受

賞した。 
    ９月 ３日（火）「UNEP 水俣条約実施推進プロジェクトのインセプションワークショップ」 
              水俣条約の実施の推進および水銀による環境と人の健康への悪影響を防止す

ることを目的としたプロジェクトが立ち上げられ、水俣市で今後の活動計画に

ついて議論が行われた。本ワークショップに参加した各国の専門家や行政官、

また環境省関係者等２７名を対象に、１・２年生環境委員３名が水俣高校の概

要、SGH 事業の取組概要、水俣高校の環境美化活動について発表した。 
    ９月１２日（木）「スロベニア研修」 
              研修中のフィールドワークにおいて、スロベニア共和国イドリア市ユーリベ

ガ高校の生徒および職員約６０名を対象に、水俣高校の概要、SDGs の視点で

見た水俣市の政策を発表した。 
    ９月２６日（木）「第３４回教育奨励賞」 
              時事通信社が主催するもので、全国にある時事通信社の支社・総支局などが

都道府県や政令指定都市の教育委員会の協力を得て、幼稚園・小・中・高校の

中から候補校を選出する。今年度は全国５９の候補校から、本校が優秀賞を受

賞した。 
   １０月１９日（土）「令和元年度水俣高校文化祭」 
              全校生徒および来場した地域住民を対象に、２年生 SGH 委員４名が SDGs

の視点で見た水俣市の政策を発表した。 
   １０月２６日（土）「第２９回全国産業教育フェア新潟大会」 
              本フェアに参加した全国の高校生および引率職員を対象に、３年生機械科生

徒２名が研究内容「低炭素社会における EV スクーター製作」を発表し、奨励

賞を受賞した。 
   １１月１２日（火）「専門高校生徒の研究文・作文コンクール」 

３年生機械科による課題研究「低炭素社会における EV スクーター製作」が

産業教育振興中央会賞最優秀賞を受賞した。 
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   １１月１３日（水）「熊本県工業高等学校生徒研究発表会」 
               発表会に参加した熊本県内の高校生および引率職員約３００名を対象に、３

年生電気コース生徒８名が研究内容「環境発電の研究～エネルギー社会の未来

を支える持続可能なエネルギー開発に向けた取組～」を発表し、奨励賞を受賞し

た。 
   １１月２５日（月）「水銀に関する水俣条約第３回締約国会議（COP３）」 
              スイス・ジュネーブで開催された会議において、各国代表者を含む来場者を

対象に、研究内容をまとめたレポートおよびポスター（p.７１～p.７６）を掲示

した。 
   １２月 １日（日）「熊本県スーパーハイスクール生徒研究発表会」 
              熊本県の SGH 指定校１校、SSH 指定校４校、SPH 指定校２校、地域との協

働による高等学校改革推進事業指定校２校、スーパーグローカルハイスクール

（熊本県指定）指定校３校に県内６校を加えた合同研究発表会が県教委主催で

開催され、発表会に参加した高校生および引率職員を対象に、水俣 ACTⅠの探

究活動における、２年生１１グループの代表生徒が参加し、各グループの研究

内容についてのポスター発表を行った。 
   １２月 ６日（金）「日中植林・植樹国際連帯事業」 
              本校を訪問した高校生１８名、引率職員３名を対象に、１年生 SGH 委員が水

俣高校の概要、SDGs の視点で見た水俣市の政策を発表した。 
   １２月 ７日（土）「第８回イオンエコワングランプリ」 
              高校生の学校単位で取り組んでいる「エコ活動」を募集し、その取組を表彰

する「イオンエコワングランプリ」に本校から電気コース２名が「環境発電の

研究」、建築コース５名が「Wood Connect Project」、環境委員会３名が「水俣

高校の環境美化活動」で応募した。 
   １２月１０日（火）「台湾修学旅行」 
              長榮大学において学生および職員約６０名を対象に、水俣高校の概要、SDGs

の視点で見た水俣市の政策を発表した。 
   １２月２１日（土）「水銀に関する水俣条約記念フォーラム 2019」 ※p.７７参照 
              フォーラムに参加した約２００名を対象に、２年生の「世界における水銀被

害」のグループ４名が「水銀に関する研究報告」を発表した。 
   １２月２２日（日）「２０１９年度 SGH 全国高校生フォーラム」 
              フォーラムに参加した全国 SGH 指定校、WWL コンソーシアム構築事業拠点

校、地域との協働による高等学校教育改革推進事業指定校グローカル型、アソ

シエイト校の生徒を対象に、２年生の作成したポスター１点を出展した。 
    １月１１日（土）「第２回くまだい研究フェア」 
              本フェアに参加した高校生、引率職員、大学関係者、企業関係者を対象に、

２年生１名が研究内容についてポスター発表を行った。 
    ２月２０日（木）「令和元年度（２０１９年度）水俣高校 SGH 成果発表会」 ※p.３２参照 
              職員から水俣高校 SGH 事業の概要および取組説明、水俣 ACTⅠの探究活動

について４グループによる研究成果の発表、水俣 ACTⅡの活動の中から１グル

ープがステージ発表を行った。また、ポスターセッションでは２年生すべての

グループが研究内容についてポスター発表を実施した。 
（２）職員による発表 
    ５月１５日（水）「中山髙級工商職業學校との交流」 
              修学旅行で本校を訪問した高校生１６名と引率職員１名を対象に、水俣高校

の概要、SGH 事業における取組概要、水俣市と SDGs の関連性を発表した。 
    ７月２２日（月）「水俣高校体験入学」 
              中学生２・３年生および保護者や引率職員約２００名を対象に、水俣高校の

概要および SGH 事業における取組概要を発表した。 
（３）他校との連絡・交流 
   １２月１３日（金）熊本県立済々黌高等学校 
              昨年度まで SGH 指定校だった当高校の未来探究成果発表会に職員１名が参

加し、主査の職員と意見交換を行った。 
   １２月１７日（火）愛媛県立松山東高等学校 
              平成２６年度 SGH 指定校であり、令和元年度地域との協働による高等学校

教育改革推進事業グローカル型指定校である当高校に、本校職員１名が訪問し、
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事業運営等について意見交換を行った。 
   １２月２３日（月）奈良県立畝傍高等学校 
              平成２６年度 SGH 指定校であり、令和元年度地域との協働による高等学校

教育改革推進事業グローカル型指定校である当高校に、本校職員１名が訪問し、

事業運営等について意見交換を行った。 
   １２月２４日（火）岡山県立岡山城東高等学校 
              平成２６年度 SGH 指定校であり、令和元年度地域との協働による高等学校

教育改革推進事業グローカル型指定校である当高校に、本校職員１名が訪問し、

事業運営等について意見交換を行った。 
   １２月２４日（火）宮崎県立五ヶ瀬中等教育学校 
              平成２６年度 SGH 指定校であり、令和元年度地域との協働による高等学校

教育改革推進事業グローカル型指定校である当高校に、本校職員１名が訪問し、

事業運営等について意見交換を行った。 
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８ 目標の進捗状況・成果・評価 
（１）目標の進捗状況 
   進捗状況については研究開発完了報告書「７（１）」（p.１１）の通り 
（２）成果 
   成果については研究開発完了報告書「７（２）」（p.１２）の通り 
（３）評価 
  ア 運営指導委員会 
  （ア）第７回運営指導委員会 
    日程：令和元年９月４日（水）１３：２０～１６：３０ 
    出席者：運営指導委員５名・熊本県教育委員会２名・本校職員８名 

         小嶋 仲夫 氏（名城大学名誉教授） 

         迫口 明浩 氏（崇城大学工学部ナノサイエンス学科教授） 

         上妻 博明 氏（ハリウッド大学院大学教授） 

         野田 恭子 氏（ＮＰＯ法人ディスカバリーくまもとボランティアの会理事長） 

         井芹 道一 氏（株式会社熊本日日新聞社編集委員） 

    協議内容： 
     ○探究活動の指導やカリキュラムについて 
       ・生徒には２年間自分がやってきた調査研究報告書として起承転結やポイントを押さえた報

告書の作り方をカリキュラムに組み込めると良い。 
       ・SGH 指定終了まで残り２年間いう中で、今の１年生および２年生への指導方針について十

分に検討した方が良い。 
       ・根拠が明確である新聞を取り入れ、NIE の視点を入れてもらえればよい。 
       ・今年度以降の生徒のアンケートを意識してデータをとることで、SGH５年間の成果および

次の事業への申請のための強い説明材料になる。 
     ○生徒の思考力養成について 
       ・「水俣条約がなかったらどのような社会になっているのか」などの考える場を設定してあ

げてほしい。 
       ・生徒自身が疑問を持ち、生徒自らが考えて調べるような指導をしてもらいたい。 
       ・海外の諸問題について生徒が脅威を持つように、教職員も指導を行ってもらいたい。 
     ○発信力養成について 
       ・「ジョハリの窓」のあとにはぜひ「アサーティブコミュニケーション」をつづけて実施す

ると良い。 
       ・自分で考える力、発信する力を身に付けなければならない。水俣には様々なことを発信で

きる土壌があるので活用してほしい。ユニセフと連携して水俣に招けばよいのでは。 
     ○環境課題（水銀等）の指導について 
       ・工業科の先生方はカドミウムと鉛の使用については注意して扱うように指導していただけ

ればよい。 
       ・水銀を使用した製品の処理をどうしたのか、学校では蛍光灯をどのように処理したのか、

など身近な問題を伝えていった方が良い。 
       ・校内の電灯は蛍光灯なのか、LED なのか、水銀含有製品の処理を独自にまとめて世界へ発

信するなど、水俣高校から発信すると良い。 
       ・水俣条約の COP は今後も続くので、水俣高校もこちらから何らかの形で関わっていけば現

地に水俣高校生が行けることも可能性があると思う。 
     ○SGH５年目に向けて 
       ・掲げた目標に対して、曖昧な点はないか、全て明確に答えられるように進めなければなら

ない。 
       ・「いのち」とどのようにつなげるのか、どう発信しようとしているのか。職員間で十分に

共有しておいたほうが良い。 
       ・成果発表会により多くの市民の方にぜひ入ってもらいたい。 
     ○SGH 事業終了後について 
       ・地域の経済が活性化するために水俣高校生がどのように関わるのかを、他校の申請内容を

研究する必要がある。 
       ・これまで交流してきた台湾の高校生や大学生と水銀問題を通じて共同研究や共同発表をし

てみても良い。 
       ・コンソーシアムの在り方は地元経済界などとしっかりと取り組まなければならない。 
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       ・工業科を中心として普通科商業科が応援できるように校内システムを整え、地域との連携

を図ると、他校と差別化できておもしろいものができると思う。 
 
  （イ）第６回運営指導委員会 

    日程：令和２年２月２０日（木）１３：３０～１６：３０ 

    出席者：運営指導委員５名・熊本県教育委員会２名・本校関係者１１名 

    協議内容： 

     ○全体的な事業運営について 
       ・工業科で製作した製品を商業科が販売する研究など、学科間の連携を強化すると良い。 
       ・各学科の課題研究の成果をまとめて水俣の地図を作成すると、水俣高校の研究内容が分か

りやすいものとなる。 
       ・グローバル人材育成に関しては、育成過程で海外の学校との連携や環境エネルギーの研究

や様々なグランプリへの参加など具体的な結果につながるように進めていってほしい。 
       ・SGH 指定後もこれまで実践してきた内容を継続していくべきである。 
     ○探究活動の指導について 
       ・文献の根拠として扱う新聞の活用方法については、教員による指導を強化しないといけな

い。 
     ○環境課題の指導について 
       ・水銀製品の使用状況や処理状況について、水俣高校や水俣市の現状をとりまとめて発信で

きるとよい。 
 

  イ 自己評価結果 

  （ア）MACT 調査 

     本校の SGH 事業を通した生徒の意識の変容を測ることを目的に、全校生徒を対象に以下のアンケ

ート（図４）を実施した。 

     ※平成２８年度は９月と２月、平成２９年度から令和元年度までは４月と２月に実施 
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図４ 
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  （イ）MACT調査結果 

    ａ ３年生（平成２９年度入学生）の変容      ※最上段が平成２９年度１回目を示す 
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    ｂ ２年生（平成３０年度入学生）の変容       ※最上段が平成３０年度１回目を示す 
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    ｃ １年生（令和元年度入学生）の変容       ※上段が令和元年度１回目を示す 
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    ｄ 学年間比較（２回目の結果を比較）     ※最上段が１年生（令和元年度入学生）を示す 
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  アンケートの結果から、ほぼすべての項目において本校の SGH 事業を経験するにつれて意識が向上して

いることが分かる。また、他の項目と比較して毎年低い数値となる「将来的に海外留学またはグローバル

企業への就職を希望している」、「自分の意見を伝えるために英語を効果的に使用できる」「リーダーシ

ップを発揮できる」、「参加した活動内容を学校全体に発信し、影響を与えることができる」の項目につ

いては、３年生（本校 SGH２期生）は入学当初の結果から２０％～４０％向上している。 
  さらに、昨年度卒業生（本校 SGH１期生）を含めた学年間の結果を比較すると、すべての質問項目に対

して３年生の結果の数値が最も高い。このことから本校で実施してきた SGH 事業に関しては、毎年改善し

ながら実施してきた内容がプラスに働いたと考えられる。この結果をもとに今後も事業内容を分析しなが

らよりよいものとなるように検討を重ねていく。 
 
  （ウ）水俣 ACTⅡと生徒の学びの関連性 

     水俣 ACTⅡ参加生徒に事後アンケート（p.３５参照）を実施し、各項目の結果の平均点を算出し

た。なお、アンケート結果については各事業のページを参照。 
 

  力現表 力断判 力考思

 
地域への

興味・関

心 

世界の課

題への関

心 

地域と世

界の結び

つき 

課題発見

・設定 

解決に向

けた過程

を協働し

て考える

・作業す

る 

情報活用

能力 

外国語を

使ったコ

ミュニケ

ーション

知識のイ

ンプット

・積極性 

周囲の意

見を聞く 

プレゼン

テーショ

ン能力 

フィリピン

科学高校と

の交流 
3.5 3.6 2.7 3.3 3.4 3.0 2.3 2.9 2.7 2.7 

HIGO プロ

グラム生と

の交流 

3.1 

(3.5) 

3.7 

(3.4) 

3.6 

(3.1) 

2.9 

(3.6) 

3.3 

(3.4) 

3.7 

(2.7) 

3.4 

(3.1) 

2.7 

(3.3) 

2.7 

(3.0) 

3.9 

(3.1)

スロベニア 

研修 

3.8 

(3.8) 

3.8 

(3.7) 

3.6 

(3.6) 

3.8 

(3.5) 

3.5 

(3.6) 

3.6 

(3.8) 

3.6 

(3.3) 

3.2 

(3.4) 

3.1 

(3.2) 

3.6 

(3.6)

台湾 

修学旅行 

2.8 

(3.0) 

2.8 

(3.1) 

2.2 

(2.4) 

2.9 

(3.1) 

3.1 

(3.3) 

2.9 

(3.0) 

2.3 

(2.7) 

2.7 

(2.9) 

2.6 

(2.7) 

2.7 

(3.0)
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リーダー 

研修 

2.4 

(2.1) 

2.5 

(1.8) 

2.0 

(2.1) 

3.3 

(3.5) 

3.5 

(3.6) 

3.2 

(3.5) 

1.7 

(1.6) 

2.1 

(2.2) 

2.6 

(2.8) 

3.2 

(3.5)

（   ）内の数値はＨ３０年度の結果を示す。また、Ｈ３０年度より高い数値は網掛けで示す。 

 

 
 

  アンケート結果から明らかになった課題等について、推察できる要因や今後の展開について以下に記す。 

 開展の後今 等題課 

フィリピン科学高校

との交流 

○「表現力」の項目である「外国語を使ったコミ

ュニケーション」の数値が低い。 

 →それぞれの環境課題についての質疑応答にお

いて、専門用語の英語の知識が不足していた。

プレゼンテーションで使

用する英語以外に、協議テ

ーマに関する知識を事前

にインプットしておく。 

HIGO プログラム生 
との交流 

○「表現力」の項目である「専門的知識・技術を

学ぼうとする意識」「他者の意見を正しく批判

したり、批判に基づいて自分の意見を主張する」

項目の数値が低い。 

 →今回のワークショップでは事前にプレゼン資

料を作成し、当日のワークショップではそれ

ぞれのプレゼン資料を指摘する内容だった。

プレゼンの技術においては大学生が高校生よ

り優れているため、本校生徒は指摘するより、

アドバイスを受ける方が多かった。 

様々な教科において、生徒

がプレゼンテーションで

きる機会が増えるように

全校的に授業改善をはか

る。 

スロベニア研修 特になし 
水俣 ACTⅠとの関連性を

さらに深める。 

台湾修学旅行 

①「思考力」の項目の数値が全体的に低い。 

 →台湾の環境課題を含む地域課題についての事

前学習が不足している。 

②「表現力」の項目の数値が全体的に低い。 

 →台湾では英語が通じない状況がある。 

①事前学習を充実させて、

台湾固有の環境課題等

について理解を促す。 

②英語および中国語で簡

単な感想や意見を伝え

るためのフォーマット

等の準備を検討する。 

リーダー研修 

○特になし 

 ※数値が低い項目があるが、小中学生によるデ

ィスカッションのファシリテーターという企

画によるものだと考えられる。 

事前準備におけるシミュ

レーションの充実をはか

る。 

 
 

93 94



９ メディア掲載 
 

○トルコ環境省等との交流 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
令和元年６月３日（月）熊本日日新聞 

 

 

○機械科課題研究「箱わなの制作」 

 
令和元年７月４日（木）日本農業新聞 
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○第３４回教育奨励賞 
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令和元年９月２７日（金）熊本日日新聞 

 

 

○水銀に関する水俣条約記念フォーラム２０１９ 

 
令和元年１２月２２日（日）熊本日日新聞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年１２月２２日（日）読売新聞 令和元年１２月２２日（日）読売新聞
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令和元年１２月２４日（火）西日本新聞 
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令和元年１２月２２日（日）朝日新聞 

 

 

 

 

 

 

 

 
                            令和元年１２月２４日（火）毎日新聞 
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○電気建築システム科建築コース課題研究「Wood Connect Project」 

 
 

令和２年２月８日（土）熊本日日新聞 

 

 

○令和元年度水俣高校 SGH 成果発表会 

 
 

令和２年２月２１日（金）熊本日日新聞 
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０

 
成
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（

１
）
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タ
ー

 

     
        

         
      

環
境
問
題
発
生
流
域
（
世
界
）
の
発
生
理
由
を
考
察
、
比
較

 
『
環
境
首
都
水
俣
』
学
ぶ

 
水
高
生
か
ら
世
界
へ
「
い
の
ち
」
の
発
信

 
 

調
べ
た
動
機

 
 
世
界
で
、
ど
ん
な
環
境
問
題
が
起

こ
っ

て
い

る
の

か
知

ら
な

い
こ

と
と
、
去
年
日
本
に
つ
い
て
調
べ
た
の

で
、
世
界
に
つ
い
て
知
り
た
か
っ
た

か
ら
。
環
境
問
題
を
改
善
す
る
た
め

に
、ど

う
し
た
ら
良
い
か
を
考
え
、自

分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
実
行
し
た

か
っ
た
か
ら
。

 

考
察

 
 

ほ
と
ん
ど
の
環
境
問
題
は
地
球
温
暖
化
に

よ
る
も
の
で
は
な
い
か
。
水
俣
市
と
世
界
を

比
べ
る
と
、
似
た
よ
う
な
結
果
に
な
る
の
で

は
な
い
か
。

 

環
境
問
題
の
関
係

 
 

・
砂
漠
化

 
 
・
熱
帯
雨
林
の
減
少

 
・
酸
性
雨

 
 
・
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊

 
・
二
酸
化
炭
素
増
加

 

こ
れ
ら
は
す
べ
て
地
球
温
暖
化
に
よ
る
も
の
！

 
調
べ
た
結
果

 
 
環
境
問
題
は
、国

境
を
こ
え
て
拡
大
し
、深

刻
化
し
て
い
る
。す

べ
て
に
お
い
て
人
間
の
豊
か
さ
が
関
係
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。人

間
の
使
用
す
る
車
、工

場
と
い
っ
た
燃
料
の
使
用
に
よ
る
こ
と
が
一
番
大
き
い
。排

気
ガ
ス
に
よ
っ
て
気
温
が
上
が
り
、
砂
漠
化
や
熱
帯
雨
林
の
減
少
な
ど
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
問

題
は
世
界
全
体
が
水
俣
市
の
よ
う
に
、
高
い
意
識
を
持
つ
こ
と
で
進
行
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ら
を

発
信
し
て
い
く
こ
と
が
私
た
ち
の
役
目
だ
と
思
う
。
だ
か
ら
身
近
な
人
か
ら
で
い
い
か
ら
知
っ
て
い
る
事
を
伝

え
て
い
こ
う
と
思
う
。

 

水
俣
市
と
の
比
較

 
 
水
俣
市
は
水
俣
病
が
あ
っ
て
以
来
環
境

に
力
を
入
れ
て
い
る
た
め
問
題
視
す
る
と

こ
ろ
が
減
少
し
た
。

 

参
考

文
献
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２
年
生
３
名

 

 

 

 
 

       植
林
（
し
ょ
く
り
ん
、
英
: 
A
f
f
o
r
e
s
t
a
t
i
o
n
）
は
、
木
材

生
産
や
森
林
保
全
を
目
的
と
し
て
、
木
を
植
え
る

こ
と
で
あ
る
。
森
林
保
全

の
中
に
は
、
地
盤
の
安
定

化
、
水
資
源
の
確
保
、
生

態
系

の
保
全
、
防

風
、
防

砂
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
が
含
ま
れ
る
。
造

林
と
ほ
ぼ
同
義
と
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
、
造
林
の
一
部
、
す

な
わ

ち
人

為
的

な
植

樹
（

英
語

版
）

に
よ

る
人

工
造

林
の

み
を

植
林

と
す

る
こ

と
も

あ
る

。
林

学
上

、
a
f
f
o
r
e
s
t
a
t
i
o
n（

狭
義
の
植
林
、
造
林
）
と

r
e
f
o
r
e
s
t
a
t
i
o
n（

森
林
再
生
）
を
総
て
広
義
の
植
林
あ
る
い

は
造
林
を
定
義
し
得
る
。

 

地
形
と
環
境
問
題
発
生
の
関
係
性

 

  

 ２
年
生

３
名
 

 

調
査
結
果

 
・

豪
雨

の
発

生
件

数
が

増
え

そ
れ

に
よ

っ
て

災
害
が
増
え
て

い
る
。

 
・

土
や

木
が

あ
る

環
境

が
少

な
く

な
っ

た
た

め
保

水
機

能
が

低
下

し
道

路
が

浸
水

し
や

す
く
な
っ
て
い
る
。

 
・

ヒ
ー

ト
ア

イ
ラ

ン
ド

現
象

も
起

こ
り

や
す

く
な
っ
て
い
る
。

 

課
題

・
問
題
点
 

・
都
市
化
に
よ
っ
て
土
の

あ
る
環
境
が
少

な
い
。
 

・
森
林
伐
採

な
ど
に
よ
っ
て
木
が
減
少

。
 

・
都
市
化
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
な
い

。
 

解
決
策

 
・
植
林
す
る
こ
と

に
よ
り
木
を
増
や
す
（
地
面
強
化
）
 

１
つ

の
都

市
に

集
中

し
て

建
物

を
建

て
る

の
で

は
な
く
、
広
い
範
囲
で
建
て
る
こ
と

に
よ
り
都
市
化
を

防
げ
る
の
で
は
な
い
か

。
 

今
後
の
活
動

 
実
際
に
調
べ
て

ど
ん
な

解
決
策
が
あ
る
か

、
調
査
す
る
。

 
自
分
た
ち
で

、
で
き
る
こ
と
が
な
い
か

調
べ
る
。
 

参
考
文
献

 
地
形
と
液
状
化
現
象
。
地
球
温
暖
化
の
原
因
や
環
境
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
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１０ 成果物 
（１）ポスター 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

環境問題発生流域（世界）の発生理由を考察、比較 
『環境首都水俣』学ぶ 水高生から世界へ「いのち」の発信 
 

調べた動機 
 世界で、どんな環境問題が起
こっているのか知らないこと
と、去年日本について調べたの
で、世界について知りたかった
から。環境問題を改善するため
に、どうしたら良いかを考え、自
分たちにできることを実行した
かったから。 

考察  
ほとんどの環境問題は地球温暖化に

よるものではないか。水俣市と世界を
比べると、似たような結果になるので
はないか。 

環境問題の関係  
・砂漠化  ・熱帯雨林の減少 
・酸性雨  ・オゾン層の破壊 
・二酸化炭素増加 

これらはすべて地球温暖化によるもの！ 
調べた結果 
 環境問題は、国境をこえて拡大し、深刻化している。すべてにおいて人間の豊かさが関係して
いることが分かった。人間の使用する車、工場といった燃料の使用によることが一番大きい。排
気ガスによって気温が上がり、砂漠化や熱帯雨林の減少などを引き起こしている。これらの問
題は世界全体が水俣市のように、高い意識を持つことで進行を抑えることができる。それらを
発信していくことが私たちの役目だと思う。だから身近な人からでいいから知っている事を伝
えていこうと思う。 

水俣市との比較 
 水俣市は水俣病があって以来環境
に力を入れているため問題視すると
ころが減少した。 

参 考 文 献

https://benesse.jp/teikitest/kou/social/geog
raphy/k00454.html                    
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熊
本

県
立

水
俣

高
等

学
校

 
２

年
生

３
名

 

１
.背

景
 

最
近

多
く

の
メ

デ
ィ

ア
で

環
境

問
題

の
話

題
が

取
り

上
げ

ら
れ

る
。

 

そ
の

中
で

、
私

た
ち

は
世

界
が

抱
え

る
問

題
に

目
を

向
け

て
最

も
深

刻
で

 

あ
る

と
考

え
た

水
質

汚
染

に
つ

い
て

調
べ

る
こ

と
に

し
た

。
 

２
.調

査
結

果
 

環
境

問
題

の
一

つ
で

あ
る

水
質

汚
染

 

水
質

汚
染

の
主

な
原

因
…

生
活

排
水

・
産

業
廃

棄
物

 
 

 
  

ご
み

の
放

棄
な

ど
現

在
の

水
質

汚
染

の
う

ち
 

生
活

排
水

が
７

０
％

を
占

め
て

い
る

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

油
・

醤
油

・
米

の
と

ぎ
汁

な
ど

（
台

所
か

ら
出

る
も

の
）

 

※
水

質
汚

染
に

よ
る

影
響

の
例

…
マ

ラ
リ

ア
 

マ
ラ

リ
ア

で
の

死
亡

が
多

く
み

ら
れ

る
＝

１
年

あ
た

り
２

７
０

万
人

が
命

を
落

と
し

て
い

る
。

 

３
.ク

イ
ズ

 
Ｑ

１
 

味
噌

汁
１

杯
(２

０
０

m
l)に

よ
り

汚
染

さ
れ

る
水

の
量

は
次

の
う

ち
ど

れ
で

し
ょ

う
？

 

①
 

10
00

ℓ
 

 ②
16

00
ℓ

  
 

③
26

00
ℓ

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

Ａ
．
②

 

 
 

 
Ｑ

２
 

ラ
ー

メ
ン

の
汁

(１
５

０
m

l)に
よ

り
汚

染
さ

れ
る

水
の

量
は

次
の

う
ち

ど
れ

で
し

ょ
う

？
 

①
 

80
0ℓ

 
 

②
16

00
ℓ

 
 

③
24

00
ℓ

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

Ａ
．
①

 

４
.人

口
増

加
と

の
関

連
 

現
在

６
８

億
人

 
 

 
 

 
 

 
土

壌
や

水
、

大
気

の
 

 
 

 
 

 

汚
染

度
合

い
も

高
ま

る
。

 

 

 

約
３

０
年

後
９

０
億

人
 

深
刻

な
水

不
足

に
見

舞
わ

れ
る

 

河
川

流
域

の
人

口
３

９
億

人
!! 

 
 

（
世

界
人

口
の

約
４

０
％

）
 

５
. 

提
案

 
料

理
や

洗
濯

な
ど

生
活

を
行

う
際

に
出

る
生

活
排

水
な

ど
ご

く
身

近
に

あ
る

も
の

か
ら

、
使

い
方

を
見

直
し

て
環

境
問

題
に

向
き

合
う

必
要

が
あ

る
。

さ
ら

に
、

こ
れ

か
ら

先
水

不
足

に
見

舞
わ

れ
苦

し
む

人
を

、
一

人
で

も
多

く
減

ら
す

た
め

に
海

外
支

援

を
は

じ
め

と
す

る
支

援
を

行
っ

て
い

く
と

良
い

の
で

は
な

い
か

と
考

え
る

。
 

参
考

文
献

 
 

「
水
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環
境
問
題
発
生
流
域
の
歴
史
的
背
景
の
調
査

 

 
『
環
境
都
市
水
俣
』に
学
ぶ
水
高
生
か
ら
世
界
へ
の
「
い
の
ち
」
の
発
信

 

平
成

2
0
年
「
水
浄
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

 
－
処
理
技
術
と
維
持
管
理
」（

H
P
）
 

  

     

 

          

『
環
境
首
都
水
俣
』

に
学
ぶ

 
水
高
生
か
ら
世
界
へ
の

「
い
の
ち
」
の
発
信

 

産
業

が
発
展
す
る
こ

と
に
よ
っ
て

、
日
本
各
地
で

公
害
が
起
こ

る
よ
う
に
な
っ

た
。
発
展
途

上
国
で
再

び

同
じ
こ
と
が
起
こ
ら
な
い
よ
う

、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
が
公
害
防
止
に
つ
な
が
る
と
考
え
た
。
 

水
俣
高
校
２
年
生
 
３
名
 

調
査
結
果
 

日
本

の
産

業
と

経
済

に
つ

い
て

 

●
リ
ー

マ
ン

シ
ョ

ッ
ク

（
２
０

０
８
年

９
月

１
５

日
）
以
降

、
地
域

経
済

を
支

え
て

き
た

産
業
が

低
迷

。
 

原
因
 

・
非

製
造

業
で

は
、

卸
小

売
、

サ
ー

ビ
ス

業
は
地

方
の

人
口

減
も

あ
り

、
マ
ー

ケ
ッ

ト
が

縮
小

・
大

都
市
圏

に

ビ
ジ

ネ
ス

と
投

資
が

集
中

。
 

・
観

光
業

は
、

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
の
転

換
が

遅
れ

衰
退
。
 

・
製

造
業

で
は

、
大

企
業

の
主

力
工

場
が

海
外
へ

移
転

し
、

空
洞

化
が

進
む
と

と
も

に
地

域
の

下
請

け
企
業

の

受
注

が
伸

び
悩

ん
で

い
る

。
 

●
日
本

経
済

は
、

２
０

１
２
年

１
１
月

を
底

に
緩

や
か

な
回

復
を
続

け
て

い
る

。
 

日
本
の
経
済
成
長
率
 

２
０
１
２

 
２
０
１
３

 
２
０
１
４

 
２
０
１
５

 
２
０
１
６

 
２
０
１
７

 
２
０
１
８

 

１
．
５
％

 
２
．
０
％

 
０
．
４
％

 
１
．
４
％

 
０
．
９
％

 
１
．
８
％

 
０
．
７
％

 

 
 

 
 

 
 

 

  

世
界

経
済

も
日

本
と

同
様

に
緩

や
か
な

回
復

を
続

け
て

い
る

中
、

フ
ィ

リ
ピ

ン
は

急
激

な
経

済
成
長

が
始

ま
っ

て
い

る
！

 

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
経
済
成
長
率
 

２
０
１
２

 
２
０
１
３

 
２
０
１
４

 
２
０
１
５

 
２
０
１
６

 
２
０
１
７

 
２
０
１
８

 

６
．
７
％

 
７
．
１
％

 
６
．
１
％

 
６
．
１
％

 
６
．
９
％

 
６
．
７
％

 
６
．
２
％

 

 

な
ぜ

こ
ん

な
に

急
激

に
成

長
し

始
め
た

の
か

？
 

理
由

・
B
P
O
産

業
の

増
加
 

B
P
O
と
は

（
ビ

ジ
ネ

ス
プ

ロ
セ

ス
ア
ウ

ト
ソ

ー
シ

ン
グ

）
の

略
で
、

顧
客

企
業

の
一

部
を

請
け
負

う
事

業
（
ビ

ジ
ネ

ス
）

の
こ

と
。
例
：

コ
ー

ル
セ
ン

タ
ー

業
務

、
ソ

フ
ト

ウ
ェ
ア

開
発

な
ど

。
 

英
語

が
話

せ
て

人
件

費
の

安
い

地
域
で

あ
る

フ
ィ

リ
ピ

ン
は

、
欧
米

に
拠

点
を

置
く

グ
ロ

ー
バ
ル

企
業

に
注
目

さ
れ

て
い

る
。
 

問
題

点
 

日
本

が
、

経
済

成
長

の
勢
い

を
取

り
戻

せ
な

い
こ

と
。
 

改
善

点
 

地
域

中
核

事
業

を
、

普
及
さ

せ
る

こ
と

。
 

今
後
の
活
動
 

・
ほ

か
の

国
の

経
済

成
長

も
、

 

調
べ

た
い

。
 

 

参
考
文
献
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地
域
産
業
と
経
済
の
発
展
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世
界

に
水

俣
病

を
伝

え
る

 

熊
本
県
立
水
俣
高
等
学
校

 
２
年
生
２
名
 

『
環
境
首
都
水
俣
』
に
学
ぶ
水
高
生
か
ら
世
界
へ
の
「
い
の
ち
」
の
発
信

 

＜
出
典
＞

 
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
問
題
と
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
報
道
、
日
テ
レ
、
朝
日
新
聞
、

M
on

t N
ew

s 
A

ge
nc

y(
モ
ン
ゴ
ル
通

信
社

) 

２
０
１
７
．

Au
g 

＜
出
典
＞

 
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
問
題
と
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
報
道
、
日
テ
レ
、
朝
日
新
聞
、

M
on

ts
am

e 
N

ew
s 

A
ge

nc
y（
モ
ン
ゴ
ル
通
信
社
）

 

メ
デ
ィ
ア
と
水
俣
病

 

 
『
環
境
首
都
水
俣
』
に
学
ぶ
水
高
生
か
ら
世
界
へ
の
「
い
の
ち
」
の
発
信

 

                  

水
俣
高
校
２
年
生

 
３
名

 

～
疑
問
点
～

 

県
外

で
は

水
俣

病
に

つ
い

て
、

ど
の

よ
う

な
報

道
 

 
 

 
 

を
し
て
い
た
か
？

 

～
仮
説
～

 

現
在

と
違

っ
て

水
俣

病
は

重
要

な
問

題
と

し
て

 
 

 
扱
わ
れ
ず
、
あ
ま
り
報
道
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。 

～
ま
と
め
～

 

水
俣
病
発
生
当
時
は
、
重
要
視
さ
れ
て
お
ら
ず
新
聞
の
空
き

 
ス
ペ
ー
ス
に
ど
う

で
も
よ

い
記

事
と
し
て
扱
わ
れ
た
。

 
ま
た
、東

京
の
新
聞
に
は
水
俣
病
の
記
事
は
載
ら
ず
、被

害
者
や

家
族
が
チ
ッ
ソ
に
押
し
掛
け
た
こ
と
に
つ
い
て
新
聞
ト
ッ
プ
で

 
載
せ
た
。

 
 

～
参
考
文
献
～
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「
水
俣
病
報
道
の
責
任
」

 
 ～
水
俣
病
年
表
～

 

１
９
５
３
年

 
ネ
コ
の
死
亡
が
続
い
て
困
っ
た
の
で
、
殺
鼠
剤
を
支
給
し
た
と
い
う
水
俣
病
関
連
の

最
初

の
記

事
。
熊
本
版

 
１
９
５
６
年

 
水
俣
の
病
院
か
ら
保
健
所
に
奇
病
患
者
多
発
の
報
告
。
こ
の
公
式
確
認
の
日
前
後
、
報
道
な
し
。

 
以
降
、
西
日
本
、
水
俣
タ
イ
ム
ズ
、
熊
日
各
紙
が
相
次
い
で
「
水
俣
に
奇
病
」
な
ど
報
道

 
 

西
部
本
社
版
に
「
水
俣
地
方
（
熊
本
）
に
奇
病
／
病
原
体
わ
か
ら
ず
高
い
死
亡
率
／
熊
大
な
ど
究
明
に
懸

命
」。

水
俣
奇
病
対
策
委
員
会
の
調
査
の
結
果
、
周
辺
地
域
で

３
０
人
の
患
者
発
見
し
、
う
ち

１
１
人
が

死
亡
。
現
地
記
者
が
全
国
ニ
ュ
ー
ス
だ
と
判
断
し
て
記
事
を
送
稿
し
た
が
、
東
京
に
は
不
掲
載
。
西
部
版

も
扱
い
は
小
さ
く
、

統
合
版
で
消
え
る
。

 
１
９
５
９
年

 
熊
本
大
研
究
班
が
有
機
水
銀
と
突
き
止
め
た
と
い
う
特
ダ
ネ
が
東
京
に
載
ら
ず
。

 
九
州
で
は
大
き
な
扱
い
。こ

の
と
き
す
で
に
死
者
は
２
０
人
超
え
て
い
た
こ
と
も
、工

場
廃
水
が
原
因
と

わ
か
っ
た
事
実
も
、
東
京
で
は
ボ
ツ
。

 
 

ネ
コ

40
0 
号
の
実
験
。
ネ
コ
が
発
症
。
チ
ッ
ソ
、
箝
口
令
を
敷
い
て
ひ
た
隠
す
。
明
ら
か
に
な
る
の
は
、

19
68

 年
の
朝
日
新
聞
記
事
。
宇
井
純
氏
ら
の
報
告
で
。

 
 

水
俣
病
（
熊
本
県
）
で
漁
民
騒
ぐ
“警

官
72
 
人

が
負

傷
” 
日
窒
工
場
に
押
し
か
け

 
東
京
社
会
面

 
 

 
ト
ッ
プ
で
写
真
入
り
の
大
き
な
扱
い
。
漁
民
が
チ
ッ
ソ
の
水
俣
工
場
に
押
し
か
け
、
事
務
所
な
ど
を

 
 

壊
し
て
警
官
隊
と
衝
突
し
た
と
き
、
初
め
て
大
き
な
扱
い
。

 
 ～
当
時
の
新
聞
の
小
さ
い
記
事

 

 
当
時
、高

度
経
済
成
長
期
に
よ
り
地
方
都
市
で
お
こ
る
環
境
汚
染
の
よ
う
な
こ
と
に
関
し
て
、目

を
つ
む
る
こ
と
が
基
本
方
針

で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
新
聞
の
組
版
に
よ
り
生
じ
る
空
き
ス
ペ
ー
ス
に
ど
う
で
も
よ
い
記
事
（
詰
め
物
）
と
し
て
、

 
工
場
廃
液
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
過
去
も
あ
る
。

 
～
い
の
ち
の
発
信
～

 
昔

の
情

報
が

間
違

っ
て

い
る
こ
と
を
伝
え
て
、
正
確
な
情
報

を
持
つ
こ
と
が
大
事
だ
と
伝
え
る
。

 
教
科
書
に
は
あ
ま
り
深
く
書
か
れ
て
い
な
い
の
で
二
度
と

 
同
じ
こ
と
を
起
こ
さ
な
い
為
に
く
わ
し
く
教
え
て
い
く
こ
と
が

 
大
切
。
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「
環
境
首
都
水
俣
」
に
学
ぶ
水
高
生
か
ら
世
界
へ
の
「
い
の
ち
」
の
発
信

 

現
代
と
過
去
の
水
銀
の
と
ら
え
ら
れ
方

 
２
年
生

 
２
名

 

仮
説

 

日
本
で
は
大
き
な
水
銀
被
害
が
起
き
、
水
銀
と
の
向
き
合
い
方
が
変
化
し
て
い
る
が
、
世
界
で
も
同
じ
よ

う
な
こ
と
が
起
き
た
の
で
は
な
い
か
。

 

検
証
方
法

 

水
銀
問
題
や
世
界
で
起
き
た
公
害
を
テ
ー
マ
に
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
本
な
ど
で
調
べ
る
。

 

検
証
結
果

 

中
国

 
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

 
カ
ナ
ダ

 

〇
松
花
江
水
銀
汚
染

 
→
松
花
江
と
い
う
約
２
０
０

km
の
大
河
で
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
が

発
見

 
〇
貴
州
省
水
晶
有
機
化
工
集
団

 
→
工
場
排
水
に
よ
る
汚
染

 
 
環
境
省
な
ど
に
よ
る
水
銀
測
定

 

□
環
境
に
関
す
る
法
律

 
〇
環
境
保
護
法

 
〇
水
質
（
大
気
）
汚
染
防
止
法

 
〇
ク
リ
ー
ン
生
産
促
進

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
な
ど

 

〇
パ
ル
プ（

紙
な
ど
の
主
原
料
）

な
ど
の
消
毒
に
水
銀
が
使
わ
れ

た
。

 
→
有
機
水
銀
の
消
毒
薬
は
禁
止

に
な
っ
た
も
の
の
、
発
病
者
が

出
た
。

 
〇
汚
染
経
路
は
水
俣
病
と
同
様

に
魚
で
、
水
俣
病
の
資
料
を
元

に
調
査
さ
れ
た
。

 

〇
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
居
留
置
で

水
銀
汚
染
事
件
が
発
生

 
→
汚
染
源
が
ア
セ
ト
ア
ル
デ

ヒ
ド
工
場
で
は
な
く
苛
性
ソ

ー
ダ
工
場
で
あ
り
、
自
然
界

に
お
い
て
無
機
水
銀
が
メ
チ

ル
化
す
る
問
題
が
あ
る

 
→

人
口

密
度

が
極

め
て

低
く
、
僻
地
で
交
通
の
便
が
悪

く
孤
立
化
し
た
地
区
で
、
被

害
民
は
自
然
に
強
く
依
存
し

た
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る

被
差
別
民
で
魚
や
獣
や
野
生

の
コ
メ
や
果
物
が
主
食
で
あ

る
こ
と
だ
っ
た
。

 
    

 
 

 

「
環

境
首

都
水

俣
」

に
学

ぶ
水

高
生

か
ら

世
界

へ
の

『
い

の
ち

の
発

信
』

 

  
 

 

水
俣
高
校
２
年
生
 
３
名
 

 

  

国
内
と
国
外
の
水
俣
病
に
対
す
る
意
識
の
違
い
を
知
る
た
め
に
水
俣
病
に
関
す
る
ネ
ッ
ト
上
の
記
事
を
調
べ
た
。
 

調
査
結
果

 
20
19

年
10

月
18

日
15

時
現
在
 

国
内
…
20
19

年
10

月
16

日
：
朝
日
新
聞
 

熊
本

）
水

俣
病

患
者

、
坂

本
フ

ジ
エ

さ
ん

死
去

悼
む

 
水

俣
で

葬
儀

 
国
内
→
国
外
…
20
18

年
11

月
7
日
：
ジ
ャ
パ
ン
タ
イ
ム
ズ
 

Ci
ti
ze
ns
' 
gr
ou
p 
le
ad
er
 F
um
ik
o 
Hi
yo
sh
i,
 w
ho
 w
or
ke
d 
fo
r 
su
ff
er
er
s 
of
 M
in
am
at
a 
di
se
as
e,
 d
ie
s 
at
 1
03
 

国
外
…
20
17

年
9
月

13
日
：
Me
nt
al
 F
lo
ss
 

Ho
w 
Ja
pa
n'
s 
'D
an
ci
ng
' 
Ca
ts
 P
re
di
ct
ed
 a
 D
ea
dl
y 
En
vi
ro
nm
en
ta
l 
Di
sa
st
er
 

 わ
か
っ
た
こ
と

 

国
内
の
記
事
は
年
内
に
更
新
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
海
外
向
け
の
記
事
や
国
外
の
記
事
は
更
新
日
時
が
古
い
こ
と
か
ら
、
 

国
外
で
の
水
俣
病
に
対
す
る
関
心
が
薄
ま
っ
て
い
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
 

 「い
の
ち
の
発
信
」に
つ
い
て

 

水
俣
病
は
大
き
な
公
害
で
あ
り
、
ど
こ
で
も
起
こ
り
う
る
極
め
て
重
大
な
問
題
だ
が
、
水
俣
病
に
対
す
る
世
界
の
関
心
が
薄
 

れ
つ
つ
あ
る
。
私
た
ち
は
、
こ
の
こ
と
を
水
俣
病
の
存
在
が
軽
く
見
ら
れ
て
し
ま
っ
た
結
果
だ
と
考
え
、
水
俣
病
に
つ
い
て
 

発
信
す
る
こ
と
で
、
公
害
の
重
大
さ
を
改
め
て
考
え
て
も
ら
う
こ
と
が
「
い
の
ち
の
発
信
」
に
つ
な
が
る
と
考
え
た
。
 

 今
後
の
課
題

 

水
俣
病
に
対
す
る
世
界
の
関
心
が
薄
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
水
俣
市
や
水
俣
病
関
係
者
、
そ
し
て
私
た
ち
が
二
度
と
水
俣
 

病
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
世
界
に
発
信
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
、
SG
H
活
動
を
 

全
力
で
取
り
組
む
こ
と
で
あ
る
。
 

 参
考
文
献
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〇
水
銀
に
関
す
る
問
題
を
抱
え
た
国
が
加
盟
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
？
 

〇
ア
フ
リ
カ
や
中
東
に
排
出
や
消
費
が
偏
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
？
 

「
環
境
首
都
水
俣
」
に
学
ぶ
水
高
生
か
ら
世
界
へ
の
『
い
の
ち
の
発
信
』
 

加
盟
国
の
特
徴
 

～
水
銀
に
関
す
る
水
俣
条
約
グ
ル
ー
プ
～
 

  

     

 

    

（
地
域
ご
と
の
大
気
排
出
量
）
 

 （
排
出
源
ご
と
の
大
気
排
出
量
）
 

〇
ダ
ン
ト
ツ
で
東
・
東
南

ア
ジ
ア
が
多
い
 

〇
格
差
が
あ
る
 

〇
大

気
排

出
量

は
ア

ジ

ア
が

半
分

近
く

を
占

め

て
い
る
 

〇
大

気
へ

の
排

出
源

の

４
割

を
小

規
模

金
採

掘

が
占
め
て
い
る
 

問
題
点
 

〇
ア
ジ
ア
、
特
に
中
国
に
水
銀
排
出
量
が
偏
っ
て
い
る
。
 

〇
大
気
排
出
量
の
要
因
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い
る
金

採
掘
で
は
働
く
人
に
被
害
が
あ
る
。
 

解
決
策
 

〇
具
体
的
に
、
水
銀
の
排
出
量
が
多
い
国
に
い
つ
ま
で
に

ど
の
く
ら
い
水
銀
の
排
出
量
を
減
ら
す
か
決
め
さ
せ
る
。
 

〇
解
説
で
立
て
た
加
盟
国
の
多
く
が
水
銀
の
影
響
を
受
け
て
い
る
の
で
は
な
く
、
一
部
の
国
や
地
域
が
汚
染
の
ほ
と
ん

ど
を
占
め
て
い
た
。
 

〇
ア
フ
リ
カ
や
中
東
で
は
な
く
、
ア
ジ
ア
に
消
費
や
排
出
が
偏
っ
て
い
た
。
 

○
水
銀
に
よ
る
健
康
被
害
が
起
こ
ら
な
い
世
界
 

○
水
銀
が
使
用
さ
れ
て
い
る
製
品
を
減
ら
す
。
 

○
小
規
模
金
採
掘
に
よ
っ
て
排
出
さ
れ
る
水
銀
で
採
掘
に
加
わ
っ
て
い
る
労
働
者
の
水
銀
よ
る
被
害
を
無
く
す
。
 

〇
水
銀
の
危
険
性
や
及
ぼ
す
健
康
被
害
を
水
俣
病
の
教
訓
を
も
と
に
伝
え
て
い
く
。
調
査
の
結
果
、
現
在
で
も
水
銀
の

大
気
排
出
の
排
出
源
の

1
位
は
小
規
模
金
採
掘
で
３
７
％
を
占
め
る
。
こ
れ
は
、
直
接
的
に
人
体
に
影
響
を
及
ぼ
し
、

水
俣
病
の
よ
う
に
人
々
を
苦
し
め
、
命
を
落
と
す
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
少
し
で
も
早
く
、
多
く
、
水
銀
を
つ
く
り
出
さ
な

い
世
界
の
た
め
に
私
た
ち
の
知
っ
て
い
る
こ
と
を
、
い
の
ち
の
発
信
と
し
て
水
俣
病
の
教
訓
を
こ
の
条
約
を
通
し
て
広

め
た
い
。
 

参
考
文
献
：
Ｇ
ｌ
ｏ
ｂ
ａ
ｌ
 
Ｍ
ｅ
ｒ
ｃ
ｕ
ｒ
ｙ
 
Ａ
ｓ
ｓ
ｅ
ｓ
ｓ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
２
０
１
３
）
 

 

 

49
%

17
%

15
%6%

5%
3%

1%
4%

（
地
域
ご
と
の
大
気
排
出
量
）

ア
ジ
ア

ア
フ
リ
カ

中
南
米

CI
S+

EU
以
外

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

EU
北
米

オ
セ
ア
ニ
ア

不
明

3
7

%
 

２
５

%
 

４
９
％
 

１
７
％
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『
環
境
首
都
水
俣
』
に
学
ぶ
水
高
生
か
ら
世
界
へ
の
「
い
の
ち
」
の
発
信

 

熊
本
県
立
水
俣
高
等
学
校

 
２
年
生
３
名

 
 

 要
旨

 
 

水
俣

条
約

が
発

効
さ

れ
て

か
ら
、
２

年
が

経
過

し
、
２

０
１

９
年

１
１

月
末

ま
で

に
締

約
国

会
議

が
３

回
開

か
れ

て
い

る
。
水

俣
条

約
の

意
義

に
つ

い
て

考
え

、
こ

れ
ま

で
に

水
俣

条
約

が
ど

れ
く

ら
い

浸
透

し
国

内
で

は
ど

の
よ

う
な

法
律

が
整

備
さ

れ
た

の
か

を
検

証
し

た
い

。
ま

た
、
水

俣
と

い
う

地
名

が
条

約
に

つ
け

ら
れ

て
い

る
こ

と
を

受
け

、
水

俣
条

約
が

水
俣

市
に

期
待

す
る

こ
と

を
と

り
あ

げ
て

み
た

い
。

 
 背

景
 

（
１

）
水

銀
に
関

す
る

水
俣

条
約

の
意

義
 

〇
水

銀
に

関
す

る
水

俣
条

約
の

意
義

と
し

て
、

水
俣

条
約

は
先

進
国

と
途

 
 

上
国

が
協

力
し

て
、

水
銀

の
供

給
、

使
用

、
排

出
、

排
気

等
の

各
段

階
 

で
総

合
的

な
対

策
に

世
界

的
に

取
り

組
む

こ
と

に
よ

り
、

水
銀

の
人

為
 

的
な

排
出

を
削

減
し

、
越

境
汚

染
を

は
じ

め
と

す
る

地
球

的
規

模
の

水
 

銀
汚

染
の

防
止

を
め

ざ
す

も
の

で
あ

る
。

 
〇

世
界

最
大

の
水

銀
利

用
・

排
出

国
で

あ
る

中
国

や
、

化
学

物
質

・
廃

棄
 

 
物

に
関

す
る

条
約

を
こ

れ
ま

で
批

准
し

て
な

い
米

国
も

積
極

的
に

交
渉

に
参

加
。

多
く

の
国

の
参

加
を

確
保

し
つ

つ
、

そ
の

中
で

水
銀

の
リ

ス

ク
を

最
大

限
削

減
で

き
る

内
容

に
合

意
。

 
〇
“

M
in

am
at

a 
C

on
ve

nt
io

n“
の

命
名

は
、
水

俣
病

の
よ

う
な

健
康

被
害

や
環

境
破

壊
を

繰
り

返
し

て
は

な
ら

な
い

と
の

決
意

と
、

対
策

に

取
り

組
む

意
志

を
世

界
で

共
有

す
る

意
味

で
有

意
義

。
ま

た
、

水
俣

病

の
教

訓
や

経
験

を
世

界
に

伝
え

る
と

と
も

に
、

現
在

の
水

俣
市

の
姿

を

内
外

に
ア

ピ
ー

ル
す

る
も

の
で

あ
る

。
 

 （
２

）
水

俣
条
約

発
効

ま
で

の
流

れ
 

 
19

56
年

：
水

俣
病

の
公

式
確

認
 

 
19

98
年

：
長

距
離

越
境

大
気

汚
染

条
約

が
重

金
属

議
定

書
を

採
択

 
 

20
01

年
：

国
連

環
境

計
画

（
U

N
E

P）
が

水
銀

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

開
始

 
 

20
09

年
：

法
的

拘
束

力
の

あ
る

水
銀

の
規

制
（

条
約

化
）

に
合

意
 

20
13

年
：「

水
銀

に
関

す
る

水
俣

条
約

」
を

採
択
（

熊
本

市
：
水

俣
市

） 
20

17
年

：
８

月
１

６
日

に
条

約
が

発
効

 
 

（
３

）
水

俣
と
の

連
携

 
 

〇
水

俣
条

約
記

念
行

事
 

 
〇

水
銀

対
策

技
術

の
紹

介
ビ

デ
オ

 
 

〇
水

俣
環

境
ア

カ
デ

ミ
ア

を
拠

点
と

し
た

研
修

・
専

門
家

会
合

等
 

  

研
究

結
果

 

水
俣
条
約
の
締
結
と
国
内
担
保
措
置

 
水

俣
条

約
は

水
銀

を
全

体
に

わ
た

っ
て

管
理

す
る

も
の

で
あ

る
。

そ

の
た

め
関

連
す

る
法

令
は

多
岐

に
わ

た
る

。
日

本
で

は
、

既
存

の
法

令

で
の

条
約

担
保

に
加

え
、

新
た

に
「

水
銀

に
よ

る
環

境
の

汚
染

の
防

止

に
関

す
る

法
律

（
水

銀
汚

染
防

止
法

）
」

が
制

定
さ

れ
た

。
大

気
汚

染

防
止

法
や

廃
棄

物
処

理
法

施
行

令
の

改
正

等
を

行
い

、
20
16

年
2
月

に

条
約

を
締

結
し

た
。
 

 水
銀
汚
染
防
止
法

に
つ
い
て
 

 （
１

）
水

銀
等

に
よ

る
環

境
の

汚
染

の
防

止
に

関
す

る
計

画
を

策
定

（
２

）
水

銀
鉱

の
掘

採
を

禁
止

す
る

。
 

（
３

）
特

定
の

水
銀

使
用

製
品

に
つ

い
て

、
許

可
を

得
た

場
合

を
除

 
い

て
製

造
を

禁
止

す
る

と
と

も
に

、
部

品
と

し
て

の
使

用
を

制
限

 
す

る
等

の
所

要
の

措
置

を
講

じ
る

。
 

（
４

）
特

定
の

製
造

工
程

に
お

け
る

水
銀

等
の

使
用

を
禁

止
す

る
。

 
（

５
）

水
銀

等
を

使
用

す
る

方
法

に
よ

る
金

の
採

取
を

禁
止

す
る

。
 

（
６

）
水

銀
等

の
貯

蔵
に

係
る

指
針

を
定

め
、

水
銀

等
を

貯
蔵

す
る

者

に
対

し
定

期
的

な
報

告
を

求
め

る
。

 
（

７
）

水
銀

含
有

再
生

資
源

（
条

約
上

規
定

さ
れ

る
「

水
銀

廃
棄

物
」

の
う

ち
、

廃
棄

物
処

理
法

の
「

廃
棄

物
」

に
該

当
せ

ず
か

つ
有

用

な
も

の
。

非
鉄

金
属

製
錬

か
ら

生
ず

る
水

銀
含

有
ス

ラ
ッ

ジ
な

ど
。）

の
管

理
に

係
る

指
針

を
定

め
、
水

銀
含

有
再

生
資

源
を

管
理

す
る

者
に

対
し

定
期

的
な

報
告

を
求

め
る

。
 

（
８

）
そ

の
他

罰
則

等
所

要
の

整
備

を
行

う
。

 
 条
約
発
行
後
の
水
俣
市
の
関
わ
り

 
 

水
俣

条
約

記
念

行
事

 
水

銀
に

関
す

る
水

俣
条

約
記

念
フ

ォ
ー

ラ
ム

2
01
8
-
19

を
開

催
 

 課
題

 
〇

水
俣

条
約

の
発

効
に

関
し

て
、

国
内

法
の

整
備

は
進

ん
で

い
る

の
か

 
〇

水
俣

条
約

発
行

後
、

水
俣

市
と

連
携

は
ど

の
よ

う
に

な
っ

て
い

る
の

か
 

解
決

策
 

〇
多

方
面

で
の

国
内

法
の

整
備

 
〇

水
俣

市
で

の
イ

ベ
ン

ト
や

締
約

国
会

議
へ

の
継

続
参

加
 

〇
水

俣
条

約
が

人
の

命
を

守
る

重
要

な
条

約
で

あ
る

こ
と

を
発

信
 

 参
考

文
献

 
 

・
水

銀
に

関
す

る
水

俣
条

約
の

概
要

と
国

内
の

取
組

に
つ

い
て

（
環

境
省

環
境

保
健

部
水

銀
対

策
推

進
室

 
室

長
補

佐
 

斉
藤

 
貢

）
 

 
・

環
境

省
H
P（

 h
tt
p:
//
ww
w.
e
n
v.
go
.j
p/
）

 

 
・

水
俣

市
H
P（

h
tt
ps
:/
/w
ww
.c
i
ty
.m
in
am
at
a.
lg
.j
p/
de
fa
ul
t.
h
tm
l
/）

 

 

水
俣
条
約
に
関
す
る

CO
P１

・
２
・
３
に
つ
い
て

 
『
環
境
首
都
水
俣
』
に
学
ぶ
、
水
高
生
か
ら
世
界
へ
の
「
い
の
ち
」
の
発
信

 
熊
本
県
立
水
俣
高
等
学
校

 
２
年
生
３
名

 
  CO

P2
 （

第
二
回
水
俣
条
約
締
約
国
会
議
）
に
つ
い
て

 
・
水
俣
条
約
事
務
局
を
ス
イ
ス
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
お
く
こ
と
。

 
・
水
銀
に
よ
る
環
境
上
適
正
な
暫
定
的
保
管
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
専
門
家
に
よ
る
検
討
を
踏
ま
え
、
ガ
イ
ド
ラ

 
 
イ
ン
に
つ
い
て
一
部
検
討
を
重
ね
修
復
し
て
採
択
さ
れ
た
。

 
・
水
銀
廃
棄
物
の
閾
値

 
 
条
約
上
の
水
銀
廃
棄
物
を
３
つ
に
区
分
し
て
そ
の
中
で
も
【
水
銀
汚
染
物
】
に
つ
い
て
の
閾
値
濃
度
の
議
論
を
優
先

 
的
に
す
る
こ
と
。
そ
の
他
の
【
廃
金
属
水
銀
】
等
及
び
、【

水
銀
使
用
製
品
の
廃
棄
物
】
に
つ
い
て
の
種
類
の
一
覧
を

 
作
成
し
、
閾
値
設
定
の
妥
当
性
に
つ
い
て
議
論
す
る
こ
と
に
同
意
。

 
・
条
約
の
有
用
性
の
評
価

 
 
こ
れ
を
評
価
す
る
た
め
の
評
価
指
標
等
の
設
定
に
つ
い
て
専
門
家
に
よ
る
期
間
検
討
の
報
告
を
踏
ま
え
議
論
。

CO
P3

 
へ
向
け
て
引
き
続
き
作
業
を
行
う
こ
と
が
決
定
し
た
。

 
・
水
銀
の
放
出
源
の
特
定
に
関
す
る
手
引
き

 
 
水
銀
の
水
及
び
、
土
壌
へ
の
放
出
源
の
特
定
と
そ
の
目
録
の
作
成
に
関
し
、
専
門
グ
ル
ー
プ
を
設
立
し
、
作
業
を
開

 
 

 
始
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
。

 

水
俣
条
約
と
は
？

 
 
水
銀
に
関
す
る
水
俣
条
約
の
略
で
、
水
銀
を
使
用
し
た
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
を
国
際
的
に
管
理
す
る
国
際
条
約
の
こ
と
。

 

CO
P１

（
第
一
回
水
俣
条
約
締
約
国
会
議
）
に
つ
い
て

 
 

 
・
条
約
当
局
を
当
面
ス
イ
ス
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
お
く

 
 

 
・
締
約
国
に
よ
る
報
告
の
頻
度
（
原
則
４
年
に
１
回
）
や
報
告
様
式
を
決
定
。

 
 

 
・
水
銀
の
水
土
壌
へ
の
放
出
、
暫
定
的
保
管
に
関
す
る
方
針
、
水
銀
廃
棄
物
の
管
理
方
法
の
決
定
に
関
す
る
今
後

 
 

 
の
作
業
計
画
を
決
定
。

 

学
ん
だ
こ
と

 
・

水
銀

に
関

す
る

水
俣

条
約

（
m

in
am

ata
 c

on
ve

nt
ion

 o
n 

m
er

cu
ry
）に

つ
い
て
私
た
ち
は
言
葉
だ
け
し
か
知
ら
な
か
っ
た

が
、
国
際
規
模
の
条
約
だ
と
い
う
こ
と
を
知
っ
た
。

 
・
ま
だ
水
俣
条
約
の
結
果
は
出
て
い
な
い
こ
と
。

 
・
こ
れ
か
ら
Ｃ
Ｏ
Ｐ
が

4・
5・

6
と
続
く
中
で
、
様
々
な
課
題
が

存
在
す
る
と
い
う
こ
と
。

 

CO
P3

に
つ
い
て

 
・
水
銀
使
用
製
品
の
製
造
工
程
の
見
直
し
の
た
め

の
報
告
書
の
取
り
ま
と
め
を
決
定
。

 
・
水
銀
の
水
及
び
土
壌
へ
の
出
源
の
特
定
と
そ
の

 
目
録
の
作
成

 
・
汚
染
さ
れ
た
場
所
の
管
理
に
関
す
る
手
引
書
が

 
採
択
。

 
・
税
関
コ
ー
ド
に
よ
り
輸
出
入
を
制
限

 
 参

考
文
献

 
ht

tp
://

ww
w.

m
er

cu
ry

co
nv

en
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n.
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g/
M

ee
tin
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O
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4/

lan
gu

ag
e/

en
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D

ef
au
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m
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M
ee

tin
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O
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境
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川
の
栄
養
を
海
へ

 
水
俣
高
校
２
年
生

 
６
名

 

～
仮
説
～

 

近
年
水
俣
市
の
漁
獲
量
は
大
き
く
減
少
し
て
い
る
。
そ
の
原
因
と
し
て
海
水
の
栄
養
指
標
と
さ
れ
る

D
IN
の
減
少
が
あ
げ
ら
れ
る
。
 

川
と
海
は
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
、
川
の

D
IN
濃
度
が
多
け
れ
ば
、
海
の

D
IN
の
値
が
増
加
す
る
こ
と
に
な
る
と
仮
定
し
た
。
 

～
検
証
方
法
～

 

水
俣
湾
（
恋
路
島
、
裸
瀬
、
湾
央
）
、
水
俣
川
、
八
幡
神
社
の
井
戸
へ
行
き
、
水
を
採
取
し
た
。
水
俣
湾
で
は
、
直
接
セ
ン
サ
ー
で
水
深
ご
と
測
定
し
た
。
ま
た
、
別
に
実
験
用
に
泥

水
を
採
取
し
た
。
 
水
俣
川
で
は
、
川
の
両
端
と
真
ん
中
の
３
か
所
の
水
を
採
取
し
た
。
八
幡
神
社
で
は
、
井
戸
の
地
下
水
を
採
取
し
た
。
 

 

～
考
察
～

 

①
２
年
前
か
ら
調
査
し
て
い
る
３
か
所
の
海
の
う
ち
、
D

IN
期
待
値
に
達
し

て
い
る
の
は
裸
瀬
の
水
深

1
4
ｍ
の

1
か
所
で
あ
る
。
ま
た
、
恋
路
島
や
、

水
俣
湾
の
湾
央
で
は
、
D

IN
の
値
は
昨
年
の
値
を
下
回
っ
て
い
る
。
 

②
新
た
に
調
査
し
た
袋
湾
は
埋
め
立
て
を
し
て
い
な
い
の
で

D
IN
の
値
は

高
く
な
っ
て
い
る
と
考
え
調
査
を
行
っ
た
が
、
D

IN
は
期
待
値
を
超
え
な

か
っ
た
。
 

③
川
の

D
IN
の
値
は
期
待
値
で
あ
る

7
μ

m
ol/

L
を
大
き
く
上
回
っ
て
い

る
。
ま
た
、
井
戸
水
も
期
待
値
に
と
て
も
近
い
値
と
な
っ
て
い
る
。
 

～
結
論
～

 

今
回
川
の
水
に
含
ま
れ
る
Ｄ
ＩＮ
の
値
に
つ
い
て
、
実
際
に
現
場
へ
行
っ
て
採
取
し
、
海
の
水
と
比
較
し
た
。
海
で
は
Ｄ
ＩＮ
は

期
待
値
に
は
程
遠
く
、
場
所
に
よ
っ
て
は
０
に
近
い
値
も
あ
る
。
 

 
水
俣
川
し
か
調
べ
て
い
な
い
の
で
、
次
回
は
ほ
か
の
川
も
調
べ
て
比
較
し
て
検
証
し
て
い
こ
う
と
思
う
。
 

 

『
環
境
首
都
水
俣
』
に
学
ぶ
水
高
生
か
ら
世
界
へ
の
「
い
の
ち
」
の
発
信

 

D
IN

と
は
海
の
栄
養
分
で
あ
り
、濃

度
が

３
μ

m
ol/

L
を
下
回
る
と
、海

苔
で
は
色

落
ち
が
始
ま
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。D

IN

の
期
待
値
は
７
μ

m
ol/

L
で
あ
る
。

 

～
い
の
ち
の
発
信
～

 

川
の
栄
養
分
を
海
に
届
け
る
方
法
を
考
え
実
行
し
、
魚
を
ふ
や
す
。

 
漁
業
を
発
展
さ
せ
る
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
牡
蠣
の
養
殖
を
行
う
。

 

 

熊
本

県
立

水
俣

高
等

学
校

 

２
年

生
６

名
 

『
環

境
首

都
水

俣
』

に
学

ぶ
水

高
生

か
ら

世
界

へ
の

「
い

の
ち

」
の

発
信

 

１
．
仮
説

 

 
漁

獲
量

の
減

少
の

原
因

と
し

て
、

D
I
N

の
値

が
不

足
し

て
い

る
と

考
え

た
。

 

地
点

Ａ
Ｂ

Ｃ
は

２
年

前
か

ら
調

査
し

て
い

る
。

Ｄ
の

袋
湾

と
Ｅ

の
水

俣
川

、
Ｆ

の
井

戸
水

を
新

た
に

調
査

地
点

と
し

て
加

え
た

。
 

５
．
検
証
結
果

 

 

６
．
ま
と
め

 

 
・

海
の

D
I
N

の
値

が
低

い
と

い
う

こ
と

を
再

確
認

で
き

た
。

 

 
・

川
の

水
の

栄
養

素
が

高
い

の
を

利
用

し
て

カ
キ

の
養

殖
に

チ
ャ

レ
ン

ジ
す

る
予

定
。

 

３
．
検
証
方
法

 

４
．
海
水
お
よ
び
河
川
水
の
調
査
の
様
子

 0.
0

5.
0

10
.0

15
.0

20
.0

25
.0

30
.0

35
.0

右
左

中
央

井
戸
水

ＤＩＮ[μmol]

水
深

[ｍ
]

19
/7
/2
9
Ｄ
Ｉ
Ｎ
値
川
と
井
戸
水

19
年

7月
29
日

Ｄ
Ｉ
Ｎ

期
待
値

◎
海

水
の

場
合

 

・
D
I
N

値
が

７
μ

㏖
／

L
を

超
え

た
所

は
な

い
。
 

・
袋

湾
も

D
I
N

値
は

１
μ

㏖
／

L
を

超
え

な
い

。
 

 
 水

俣
の

海
の

栄
養

分
は

ど
こ

も
少

な
い

。
 

◎
河

川
水

の
場

合
 

・
D
I
N

値
が

７
μ

㏖
／

L
を

大
き

く
上

回
っ

た
。
 

 
 水

俣
川

の
水

に
は

栄
養

が
た

く
さ

ん
あ

る
。

 

D
I
N

と
は

海
の

栄
養

分
で

あ
り

、
濃

度
が

３
μ

㏖
／

L

を
下

回
る

と
、
海

苔
で

は
色

落
ち

が
始

ま
る

と
い

わ
れ

て
い

る
。

D
I
N

の
期

待
値

は
７

μ
㏖

／
L

で
あ

る
。

 

２
．

D
IN

と
は
？
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世
界
の
水
銀
被
害

 
～
金
の
採
掘
に
よ
る
水
銀
被
害
～
 

 

ブ
ラ
ジ
ル

ア
マ
ゾ

ン
川
流

域
 

ブ
ラ
ジ

ル
ア

マ
ゾ

ン
川

流
域

で
は

４
０
０

年
前

の
砂
金

の
採

取
が

始
ま
っ

た
。

金
は
川

底
の

泥
な

ど
の

堆
積

物
や

熱
帯

雨
林

の
土
壌

の
中
に
砂

金
の
形

で
存
在

す
る

。
現
地
の

言
葉
で

は
砂
金

を
採

掘
す
る
と

こ
ろ
を

「
ガ
リ

ン
ポ

」、
砂

金
採
掘

者
を
「

ガ
リ
ン

ペ
イ
ロ

」

と
い
う
。

 
 

汚
染

さ
れ

た
魚

を
地

域
の

住
民

が
食

べ
、

水
銀

を
扱

う
労

働
者

が
水

銀
を

吸
入

す
る

な
ど

し
て

、
体

内
に

取
り

込
む

た
め

水
銀

中
毒

に
な
る
。

 

水
俣
高
校

２
年

生
 
２
名

 

ブ
ラ
ジ
ル
で
起
こ
っ
て
い
る
水
銀
被
害
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

 

・
ブ
ラ
ジ

ル
で
は

東
西
南

北
に

砂
金
が
あ

る
 

・
１
９
９

０
年
代

の
１
０

年
間

の
公
式
記

録
だ
け

で
５
０

０
ト

ン
の
金
が

産
出

 
・
金

と
水

銀
の
合

金
に

し
て
金

を
採

取
す

る
た
め

に
使

わ
れ
た

水
銀

の
量

は
水
俣

の
海

に
垂
れ

流
さ

れ
た

水
銀
の

数
倍

に
当
た

る
２

０
０
０
ト
ン

に
達
す

る
と
推

定
 

・
水
銀
の

汚
染
は

砂
金
の

採
掘

場
か
ら
数

百
キ
ロ

も
下
流

に
広

が
っ
て
い

る
 

検
診

 

３
つ
の
村

に
住
む

頭
髪
水

銀
値

が
２
０

pp
m
以
上
の
砂

金
採
掘

労
働
者

を
調
査
し

た
 

結
果

 

５
６
歳
の

漁
師
→

→
感
覚

障
害

、
運
動
障

害
、
震

え
 

分
析
さ
れ

た
頭
髪

の
水
銀

値
の

最
高
は

79
.1

pp
m 

最
低
は

42
.9

pp
m 

調
査

 

同
じ
漁
村

に
住
む

19
歳
の
漁

師
と

23
歳
の
漁
師
の

妻
の
頭

髪
水
銀
値

を
調
べ

た
 

結
果

 

無
機
水
銀

値
→

19
歳
の
人
が

16
.0

～
27
.1

pp
m
で

23
歳
の
人
が

30
.0

～
35
.6

pp
m
だ
っ
た
 

ブ
ラ
ジ
ル
で
の
金
の
採
掘
の
現
状

 

課
題
と
問
題
点
 

水
銀
被
害

が
今
も

な
お
起

こ
っ

て
い
る
地

域
が
あ

る
 

そ
こ
で
水

銀
被
害

に
あ
っ

た
水

俣
か
ら
世

界
に
発

信
し
て

い
く

 

参
考
文
献

 

世
界
の
環

境
問
題

（
極
地

、
カ

ナ
ダ
、
中

南
米
）

 

い
の
ち
の
発
信
 

水
俣
市
は

水
銀
被

害
に
よ

っ
て

多
く
の
犠

牲
者
を

出
し
た

。
今

も
な
お
水

俣
病
だ

と
認
め

ら
れ

ず
苦
し
ん

で
い
る

方
が
お

り
、

国
や
県

、
市
も

責
任
問

題
を
問

わ
れ
、
解
決
へ

と
向
か

っ
て
い

る
。
世

界
に
は

も
っ
と

多
く
の

国
が
解
決

策
が
見

つ
か
ら

ず
子

ど
も
か
ら

大
人
ま

で
被
害

に
あ

っ
て
い
る

。
そ
の

た
め
、
金
を

採
掘
す
る

の
に
も

リ
ス
ク

を
伴

う
こ
と
を

た
く
さ

ん
の
人

に
知

っ
て
も
ら

い
金
を

採
掘
す

る
際

に
水
銀
に

触
れ
な

い
よ
う

な
解

決
策
を
見

出
し
て

ほ
し
い

。
 

『
環

境
首

都
水

俣
』

に
学

ぶ
水

高
生

か
ら

世
界

へ
の

「
い
の
ち
」
の
発
信
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熊
本

県
立

水
俣

高
等

学
校

 

２
年

生
 

３
名

 

 

〈
国

の
紹

介
〉

 

国
 

 
名

 
人

 
口

 
面

 
積

 

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

 
2
億

4
7
0
0
万

人
 

1
,
9
1
9
,
4
4
0
㎢

 

モ
ン

ゴ
ル

 
3
0
8
万

人
 

1
,
5
6
6
,
5
0
0
㎢

 

 

●
共

 
通

 
点

●
 

・
金

鉱
に

よ
っ

て
水

銀
問

題
が

起
き

て
い

る
こ

と
 

・
水

銀
な

ど
を

使
っ

て
行

う
採

掘
方

法
 

●
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
と

は
？

 

新
し

く
金

が
発

見
さ

れ
た

場
所

へ
金

脈
を

探
し

当

て
て

採
掘

者
が

殺
到

す
る

現
象

の
こ

と
。

 

国
内

8
5
0
以

上
で

の
金

鉱
山

で
深

刻
な

環
境

汚
染

な
ど

の
環

境
問

題
や

健
康

被
害

が
増

加
 

●
バ

リ
フ

ォ
ク

ス
（

非
政

府
組

織
）

 

調
査

し
た

と
こ

ろ
、
5
0
万

人
の

鉱
山

労
働

者
が

水

銀
に

汚
染

さ
れ

て
い

る
と

分
か

っ
た

。
 

●
ボ

ロ
ー

金
鉱

山
地

域
の

微
量

成
分

の
調

査
に

よ
る

と
、
川

の
河

川
水

中
の

濃
度

は
高

い
数

値
を

示
し

た
。

 

●
金

が
反

応
を

示
す

水
銀

を
使

用
し

て
「

ア
マ

ル

ガ
ム

」
と

い
う

水
銀

と
他

の
金

属
と

の
合

金
を

作

り
加

熱
し

、
水

銀
を

蒸
発

さ
せ

る
こ

と
で

金
を

抽

出
す

る
方

法
。

 

 金
を

抽
出

す
る

際
に

、
神

経
毒

が
発

生
し

、
神

経

や
臓

器
に

損
傷

を
及

ぼ
す

恐
れ

あ
り

。
 

・
Ｇ

Ｄ
Ｐ

の
多

く
を

鉱
工

業
が

占
め

て
い

る
国

な
ど

は
こ

れ
か

ら
も

消
え

る
こ

と
は

な
い

。
 

・
お

金
が

な
い

た
め

、
仕

方
が

な
く

労
働

者
に

な
る

人

が
多

く
い

る
こ

と
か

ら
貧

困
も

原
因

の
一

つ
。

 

水
銀

で
の

採
掘

に
よ

る
健

康
被

害
や

環
境

汚
染

の
対

策
方

法
を

考
え

て
い

き
た

い
と

思
う

。
 

『
環

境
首

都
水

俣
』

に
学

ぶ
水

高
生

か
ら

世
界

へ
の

「
い

の
ち

」
の

発
信

 

〈
参

考
資

料
〉

 

・
環

境
省

Ｈ
Ｐ

 
・

外
務

省
Ｈ

Ｐ
 

・
国

水
研

Ｈ
Ｐ

 
 

・
い

で
あ

（
株

）
環

境
創

造
研

究
所

Ｈ
Ｐ

 

〈
参

考
文

献
〉

 

・
理

科
年

表
：

国
立

天
文

台
編

（
丸

善
出

版
、

２
０

１
８

）
 

・
ハ

ン
デ

ィ
ー

版
環

境
用

語
辞

典
:
上

田
／

赤
間

編
（

共
立

出
版

、
２

０
０

１
）

 

・
こ

れ
か

ら
の

環
境

分
析

化
学

入
門

:
小

熊
・

上
原

ほ
か
（

講
談

社
、
２

０
１

３
）
 

 

世
界
の
水
銀
被
害

 

『
環
境
首
都
水
俣
』
に

学
ぶ

 

水
高

生
か

ら
世

界
へ

の
「

い
の

ち
」

の
発

信
 

        

 

             

金
の

採
掘

過
程

に
お

け
る

水
銀

被
害

 
水

銀
利

用
量

(
2
0
0
5
年

)
 

 

 
 

 
年

間
3
8
0
0
ト

ン
程

度
 

供
給

源
…

一
次

鉱
出

、
他

の
金

属
製

錬
の

 

 
 

 
 

副
産

物
、

廃
棄

物
な

ど
か

ら
の

 

 
 

 
 

回
収

、
過

去
の

在
庫

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

要
旨

水
俣

病
の

復
興

を
世

界
で

応
用

す
る

こ
と

が
で

き
な

い
か

調
べ

る
。

 

ま
た

、
そ

の
現

状
に

つ
い

て
知

る
。

 
 

 

結
論

 
 

金
の

採
掘

に
よ

っ
て

お
金

を
稼

い
で

生
活

し
て

い
る

人
が

い
る

。
 

そ
の

背
後

に
は

、
労

働
者

が
命

の
危

機
に

さ
ら

さ
れ

て
い

る
。

 

ま
た

、
金

の
採

掘
の

過
程

で
水

銀
の

回
収

が
ほ

と
ん

ど
さ

れ
て

い
な

い
た

め
、
環

境
汚

染
に

も
健

康
被

害
に

も
影

響
が

出
て

い
る

こ
と

が
わ

か
っ

た
。

 

参
考
資
料

 
 

 
 

 
 
参
考
文
献

 
・
環
境
省
Ｈ
Ｐ

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
・
理
科
年
表
；
国
立
天
文
部
編

 

・
外
務
省
Ｈ
Ｐ

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
・
ハ
ン
デ
ィ
ー
版
環
境
用
語
辞
典

 

・
国
水
研
Ｈ
Ｐ

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
・
こ
れ
か
ら
の
環
境
分
析
化
学
入
門
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世
界
の
ゴ
ミ

問
題
 

 
～
発
展
途
上
国
の
ゴ
ミ
問
題
に
つ
い
て
～

 

 

ブ
ー

タ
ン

王
国

（
テ

ィ
ン

プ
ー

市
）

 

・
 

ゴ
ミ

は
二

分
別

 

・
 

基
本

埋
め

立
て

 

→
ガ

ス
の

発
生

や
水

質
汚

濁
な

ど
の

環
境

問
題

が
起

き
て

い
る

 

 

ペ
ル

ー
 

・
 

首
都

の
リ

マ
で

は
1
日

平
均

８
ｔ

の
ゴ

ミ
が

出
る
 

→
リ

サ
イ

ク
ル

は
１

％
の

み
 

・
 

ゴ
ミ

集
積

所
は

３
０

カ
所

 

ボ
リ

ビ
ア

 

・
 
ウ

ユ
ニ

湖
に

大
量

の
ゴ

ミ
 

・
 
町

の
ゴ

ミ
山

に
野

犬
が

群
が

り
、

人
々

に
危

険
を

も
た

ら
し

て
い

る
 

フ
ィ

リ
ピ

ン
 

・
 
リ

サ
イ

ク
ル

施
設

が
少

な
い

 

・
 
不

法
投

棄
さ

れ
た

ゴ
ミ

を
売

っ

て
、

生
計

を
た

て
る

人
も

い
る

 

 

２
問

題
点

 

・
 

リ
サ

イ
ク

ル
施

設
や

ゴ
ミ

集
積

場
な

ど
の

施
設

が
少

な
い

 

・
 

３
R
の

概
念

が
な

い
 

 ３
解

決
策

解
決

策

ゴ
ミ

発
電

を
 

し
て

い
る

国
に

 

ゴ
ミ

を
輸

出
 

５
「

い
の

ち
の

発
信

」
に

関
す

る
視

点
・

主
張

 

ゴ
ミ

は
き

ち
ん

と
処

理
し

な
け

れ
ば

生
態

系
に

悪
影

響
を

及
ぼ

す
。

 

ポ
イ

捨
て

の
ゴ

ミ
を

摂
取

し
た

り
、

体
に

刺
さ

っ
た

り
し

て
、

生
物

が
傷

つ
く

恐
れ

が
あ

る
。

 

死
に

至
る

こ
と

も
有

り
得

る
。

一
つ

の
ゴ

ミ
で

も
命

を
奪

う
可

能
性

が
あ

る
。

 

１
動

機
 

昨
年

は
、

ス
ウ

ェ
ー

デ
ン

の
ゴ

ミ
問

題
に

つ
い

て
調

べ
た

。
ス

ウ
ェ

ー
デ

ン
は

先
進

国
だ

が
、

発
展
途

上
国

で
は

ど
ん

な
ゴ

ミ
問

題
が

あ
る

の
か

疑
問

に
思

っ
た

の
で

調
べ

た
。

 

参
考

文
献

 
・

Gｌ
o
le
a 
Ce
bu
 

・
JI
BU
Ri
.c
om
 

・
ブ
ー
タ
ン
便
り
 

・
ペ

ル
ー

観
光
案

内
サ
イ

ト
 

・
国
立
環
境
研
究
所
 

環
境
展
望
台
 

施
設

が
少

な
い

 

 
                              

世
界
の
ご
み
の
現
状

 

２
年
生
２
名

 

ロ
シ
ア
の
ゴ
ミ
問
題

 

焼
却
や
再
資
源
化
を
行
う
処
理
施
設
が
不
足
し

て
い
る
。

 
国
内
の
一
般
廃
棄
物
の
年
間
排
出
量
７
０
０
０

万
ト
ン
以
上
の
う
ち
、
処
理
割
合
は
わ
ず
か
一
割

程
度
で
、
残
り
の
約
９
割
が
埋
め
立
て
処
分
さ
れ

て
い
る
。
広
大
な
国
土
も
仇
と
な
り
、
違
法
な
埋

め
立
て
地
が
乱
立
。
国
内
全
体
で
毎
年
二
万
か
所

以
上
の
土
地
が
不
法
に
荒
ら
さ
れ
、
２
０
１
６
年

時
点
で
は
違
法
埋
め
立
て
地
の
数
が
合
法
処
分

場
の
２
０
倍
に
な
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

 

セ
ル
ビ
ア
の
ゴ
ミ
問
題

 

そ
こ
か
し
こ
に
ゴ
ミ
が
捨
て
ら
れ
て
い
る
。

 
頻
繁
に
ゴ
ミ
回
収
を
し
て
い
る
首
都
ベ
オ
グ

ラ
ー
ド
で
も
紙
く
ず
、ガ

ラ
ス
ビ
ン
、プ

ラ
ス

チ
ッ
ク
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
が
転
が
っ
て

い
る
の
が
当
然
の
光
景
。

 
郊
外
の
ゴ
ミ
問
題
に
至
っ
て
は
、
適
切
な
手

続
き
か
処
分
を
し
な
い
と
い
け
な
い
有
害
な

ゴ
ミ
や
、豚

、羊
の
家
畜
の
死
骸
ま
で
捨
て
ら

れ
て
い
る
。

 

日
本
の
ゴ
ミ
問
題

 
ゴ
ミ
の
排
出
量
が
増
え
て
い
る
。

 
最
近
ゴ
ミ
の
量
が
非
常
に
多
い
で
す
。日

本
で
一
年
間
に
出
さ
れ
る

ゴ
ミ
の
量
は
、
お
よ
そ
５
億
ト
ン
で
す
。

 
こ
れ
は
、
一
か
月
に
東
京
ド
ー
ム
１
０
０
０
杯
分
に
も
な
り
ま
す
。

（
一
人
当
た
り
で
は
、一

年
に
３
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
一
杯
分
に
も
な
り

ま
す
。）

 
こ
の
う
ち
一
般
廃
棄
物
は
１
０
％
の
５
千
万
ト
ン
く
ら
い
で
す
。ま

た
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
ゴ
ミ
の
う
ち
、焼

却
施
設
で
燃
や
し
て
か
ら

灰
と
し
て
埋
め
ら
れ
て
い
る
も
の
が
お
よ
そ
７
３
％
、そ

の
ま
ま
土

の
中
に
埋
め
ら
れ
て
い
る
も
の
が
お
よ
そ
２
３
％
、何

か
に
ま
た
利

用
（
リ
サ
イ
ク
ル
）
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
た
っ
た
の
４
％
だ
け
で

す
。ゴ

ミ
の
年
間
排
出
量
は
昭
和
６
１
年
度
に
は
４
２
９
６
万
ト
ン

で
あ
っ
た
も
の
が
、平

成
１
０
年
度
に
は
５
１
６
０
万
ト
ン
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成

10
年
度
の
１
人
１
日
当
た
り
の
排
出
量

は
１
１
１
８
グ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

人
々
の
環
境
を
守
ろ
う
と
い
う
意
識
が
低
い
こ
と
、ゴ

ミ
を
適
切
に
管
理
・
処
理
す
る
シ
ス
テ
ム
が
出
来
上
が
っ
て

い
な
い
こ
と
。

 

都
市
ご
み
総
発
生
量
ラ
ン
キ
ン
グ

 

１
．
ア
メ
リ
カ

 
 

22
6,6

69
千
ト
ン

 
２
．
ロ
シ
ア

 
 

 
69

,25
7千

ト
ン

 
３
．
ド
イ
ツ

 
 

 
49

,23
7千

ト
ン

 
４
．
日
本

 
 

 
 

45
,35

9千
ト
ン

 
５
．
メ
キ
シ
コ

 
 

40
,05

9千
ト
ン

 

〇
動
機

 
日
本
と
世
界
の
ゴ
ミ
問
題
に
つ
い
て
現
状
と
課
題
を
知
り
た
か
っ
た
か
ら
。 

課
題
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2
.
調
査
結
果

 
高
所
得
国

…
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｎ
Ｉ
で
見
た

2
0
13

年
の
所
得
水
準
が
、

1
2,
7
46

ド
ル
以
上
の
国
・
地
域
。
 

                       

高
所
得
国

の
ゴ
ミ

の
量
と
課

題
 

『
環
境
首
都
水
俣
』
に
学
ぶ
水
高
生
か
ら
世
界
へ
の
『
い
の
ち
』
の
発
信
 

２
年
生
３
名
 

1
.
動
機

 
世
界
の
ゴ
ミ
の

現
状
を
知
り
、
日
本
の
環
境
改
善
に
役
立
つ
活
動
を
調
査
し
て
、
今
後
の
生
活
に
活
か
し
た
い

と
思
っ
た
か
ら
。

 
 

 
自
分
た
ち
が
行
っ
て
い
る
ゴ
ミ
削
減
取
組
に
つ
い
て
ど
う
い
う
理
由
で
行
っ
て
い
る
か
理
解
す
る
た
め
。
 

〈
各
国
の
ゴ
ミ
の
量
〉
（
2
0
1
0
年
） 

〇
ア
メ
リ
カ
 

 〇
ア
メ
リ
カ

2
26
,
6
69
,
0
00
ｔ
 

〇
日
本
 

→
 
4
5
,3
5
9
,0
0
0ｔ

 
〇
デ
ン
マ
ー
ク
 

 
→
 
 3
,
7
32
,
0
00
ｔ
 

〈
ゴ
ミ
削
減
取
組
〉
 

〇
ア
メ
リ
カ
→
資
源
物
、
家
庭
ゴ
ミ
、

草
木
類
の

3
つ
に
分

別
。
デ
ポ
ジ
ッ
ト
制
度
。
 

〇
日
本
→
３
Ｒ

と
分
別
の
細
分
化
、
企
業
の
リ
サ
イ
ク
ル
可
能

な
製
品
の
作
成
に
よ
る
ゴ
ミ
減
少
。
 

〇
デ
ン
マ
ー
ク
→
ゴ
ミ
回
収
が
す
べ
て
有
料
。
家
庭
ゴ
ミ
以
外

は
税
金
払
い
の
た
め

無
料
。
 

◎
そ
の
他
の
取
組

 
リ
デ
ュ
ー
ス
（
発
生
抑
制
）
 

・
使
い
捨
て
を
し
な
い
 

・
必
要
の
な
い
も
の
は
買
わ
な
い
 

・
壊
れ
て
も
直
し
て
使
う
 

リ
ユ
ー
ス

（
再
使
用
）
 

 
・
人
に
譲
る
 

リ
サ
イ
ク
ル
（
再
生
利
用
）
 

 
・
分
別
 

3
.
考
察

 

調
査
結
果
か
ら
、
同
じ

高
所
得
国
で
も
ゴ
ミ
の
量

や
ゴ
ミ
削
減
に
お
け
る
取
組
に
違
い
が
あ
る
。
日
本

で
も

デ
ポ

ジ
ッ

ト
制

度
を

全
国

に
広

げ
る

べ
き

だ
と
思
っ
た
。
 

4
.
ま
と
め

 
今
行
っ
て
い
る
取
組
だ
け
で
は
ゴ
ミ
は
削
減
で
き
な
い

し
、
ゴ
ミ
が
増
え
て
し
ま
う
と
生
物
の
命
に
関
わ
っ
て
し
ま

う
の
で
、
一
人
ひ
と
り
が
環
境
を

意
識
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
た
。
ま
た
、
現
在
、
水
俣
高
校
で
行
わ
れ
て
い
る

エ
コ
ス
ク
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
水
俣
だ
け
で
は
な
く
、
ほ
か
の
地
域
や
学
校
そ
し
て
全
国
へ
と
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ

た
。
 

 
 

 

 

動
機

 

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ゴ
ミ
の
排
出
量
は
０

に
近
い
の
で
、そ

の
理
由
を
知
り
た
か
っ
た
か
ら
。 

 

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ゴ
ミ
の
現
状

 

水
俣
高
校
２
年
生

 
３
名

 

調
査
結
果

 

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ゴ
ミ
の
現
状

 

・
ゴ
ミ
を
約
８
０
万
ト
ン
海
外
か
ら
輸
入

 

・
生
活
廃
棄
物
の
９
９
％
を
リ
サ
イ
ク
ル

 

・
 
デ
ポ
ジ
ッ
ト
制
度
の
利
用

 

◦
デ
ポ
ジ
ッ
ト制

度
◦

 

◦
製
品
の
販
売
時
に
預
か
り
金
を
価
格
に
上
乗
せ
し
使
用
後
回
収
す
る

シ
ス
テ
ム
に
返
却
す
る
時
に
預
か
り
金
を
返
還
す
る
制
度

 

ま
と
め

 

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ゴ
ミ
の
排
出
量
が
０

に
近
い
理
由
は
デ
ポ
ジ
ッ
ト制

度
に
よ
る
環

境
に
も
人
に
も
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
制
度
を
実
施
し
て
い
る
か
ら
。
日
本
に
も
デ
ポ
ジ
ッ
ト

制
度
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
ゴ
ミ
の
排
出
量
を
減
ら
し
、
ゴ
ミ
に
よ
っ
て
破
壊
さ

れ
て
い
っ
て
い
る
環
境
を
維
持
で
き
、
次
世
代
の
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の

為
に
も
導
入
す
る
際
の
課
題
を
解
決
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

 

 

 日
本
の
ゴ
ミ
の
現
状

 

・
廃
棄
物
の
処
理
・
処
分
場
が
不
足

 

・
リ
サ
イ
ク
ル
は
た
っ
た
の
４
％

 

ゴ
ミ
を
輸
入
す
る
理
由

 
・
ゴ
ミ
を
燃
や
し
発
電
に
利
用
す
る
た
め

 

『
環

境
首

都
水

俣
』

に
学

ぶ
 

水
高

生
か

ら
世

界
へ

「
い

の
ち

」
の

発
信
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シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
熊
本
の
環
境
対
策
比
較

 ２
年
生
３
名

 
        

 

 

   

１
.仮
説

 
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
熊
本
は
同
じ
環
境
対
策
を
し
て
い
る
の
で

 
は
な
い
か
。

 

２
.検
証
方
法

 
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
熊
本

の
環
境
方
針
と
対
策
方
法
に
つ
い
て
調
べ
る
。

 

３
.仮
説
の
検
証

 

１
,美
化
運
動

 

  
・
清
潔
の
維
持

 
 

・
公
衆
ト
イ
レ
の
清
潔
の

 
維
持

 
・
３
Ｒ

 
・
１
０
分
間
の
掃
除

 
・
節
水

 
 

・
環
境
に
や
さ
し
い
交
通

 
・
庭
と
水
が
価
値
を
上
げ

 
る
街

 
 

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
率
的

 
利
用

 
・
植
生

 

・
美
化
意
識
の
高
揚

 
・
散
乱
ご
み
対
策

 
・
緑
の
保
全
及
び
緑
化
の
推

進
（
市
街
地
及
び
周
辺
に

お
け
る
緑
化
の
推
進
、
緑

化
に
関
す
る
基
本
計
画
の

策
定
等
）

 
・
美
し
い
ま
ち
な
み
づ
く
り

 
（
都
市
景
観
の
創
出
、
屋
外

広
告
物
の
表
示
の
適
正

化
）

 
・
推
進
体
制
の
確
立

 

・
有
料
な
ご
み

 
 
Ｈ
Ｄ
Ｂ

(公
団
住
宅

)…
約
６
６
０
円

 
 
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
（
マ
ン
シ
ョ
ン
）
…
管
理

費
に
含
む

 
一
軒
家
…
約
２
１
９
０
円

 

・
リ
サ
イ
ク
ル
ご
み

 

ガ
ラ
ス
瓶
、
紙
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
缶

 

 リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ッ
ク
ス
へ

 

４
.問
題
点

 

1、
ゴ
ミ
の
量
が
増
え
続
け
て
い
る
。

 

2、
ゴ
ミ
の
処
分
に
多
額
の
費
用
が
か
か

る
。

 

５
.改
善
策
の
提
案

 

・
カ
ー
ト
缶
な
ど
の
紙
製
品
を
利
用
す
る
機
会

 
を
増
や
す
。

 
・
ご
み
の
排
出
量
を
削
減
す
る
。

 
リ
サ
イ
ク
ル
を
す
る
。

 

６
.結
論

 

・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
熊
本
と
は
違
う
対
策
を
し
て
い
た
。

 
・

N
EA
が
中
心
と
な
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
薦
め
て
い
た
。

 
・
熊
本
は
環
境
美
化
に
関
す
る
基
本
方
針
を
定
め
て
い
た
。

 

～
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
～

 

 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
減
ら
す

 
 

自
然
や
動
物
の
命
を
守
る
、
助
け
る
こ
と
が

出
来
る
。

 

２
,シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
ご
み
の
ル
ー
ル

 
・
リ
サ
イ
ク
ル
ご
み
の
量

 

 
１
９
７
０
年
（
１
２
６
０
ｔ
）

 

  
２
０
１
４
年
（
８
３
３
０
ｔ
）

 

～
熊
本
～

 

 

 

１
９
６
９
年

 
「
ク
リ
ー
ン
・
ア
ン
ド
・
グ

リ
ー
ン
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
」

 

昭
和
５
８
年
７
月
１
４
日

 
「
環
境
美
化
に
関
す
る
基

本
方
針
」

 

参
考
文
献

 

・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
環
境

 

・
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
促
進
セ
ン
タ
ー

 

 

     
 

 

  

 

 

 
 

 
 

 
 

 

   

１
．
仮
説

 
台
湾
と
日
本
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
に
対
す
る
政
策
（
ビ
ジ
ネ
ス
）
は
共
通
部
分
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
 

４
．
改
善
点

 
 
海
洋
ご
み
に
よ
る
解
決
策
が
足
り
な
い

 
➝
ゴ
ミ
箱
の
間
隔
を
狭
く
す
る

 
 
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
へ
の
関
心
が
少
な
い

➝
S

G
H
の
よ
う
な
活
動
で
み
ん
な
の
関
心
を

高
め
る

 

『
環
境
首
都
水
俣
』
に
学
ぶ
水
高
生
か
ら
世
界
へ
の
「
い
の
ち
」
の
発
信

 

〈
参
考
文
献
〉

 
 
・
イ
デ
オ
ネ
ラ
サ
カ
イ
エ
ン
シ
ス
と
は

 
何
？

 
 
・
台
湾
は
レ
ジ
袋
禁
止
へ
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
削
減
に
進
む
各
国
の
動
き

 
 
・
世
界
基
準
か
ら
ず
れ
た
日
本
の
『
リ
サ

イ
ク
ル
率

8
4
％
』
の
実
態

 

５
．
考
察

 
・
日
本
で
行
わ
れ
て
い
な
い
台
湾
の
政
策
を
日
本
で
も
行
え
ば
、
よ
り
良
い
環
境
を
作
れ
る

 
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
代
替
品
の
開
発
が
求
め
ら
れ
る

 
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
は
様
々
な
環
境
問
題
に
関
連
し
て
い
る

 

水
俣
高
校

2
年

 
３
名

 

台
湾
と
日
本
の
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
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熊
本
県
立
水
俣
高
等
学
校

 

２
年
生
３
名

 

 

仮
説

 

・環
境
モ
デ
ル
都
市
に
指
定
さ
れ
た
年
は
水
俣
の
よ
う
に
公
害

が
あ
っ
た
の
か

 

・い
つ
か
ら
指
定
が
始
ま
り
、
水
俣
は
何
番
目
に
指
定
さ
れ
た
の

か
 

・日
本
に
環
境
モ
デ
ル
都
市
は
い
く
つ
あ
る
の
か
 

参
考
文
献

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（水
俣
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
） 

環
境
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 

検
証
結
果

 

環
境
モ
デ
ル
都
市
と
は
、
低
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て
温
室

効
果
ガ
ス
の
大
幅
削
減
な
ど
へ
の
取
り
組
み
を
行
う
モ
デ
ル
都

市
と
し
て
、
日
本
政
府
に
よ
り
選
定
さ
れ
た
自
治
体
の
こ
と
。

 

環
境
モ
デ
ル
都
市
の
中
か
ら
さ
ら
に
厳
選
さ
れ
る
と
、
環
境
未

来
都
市
に
な
る
。
（現
在

11
都
市
） 

１
 
下
川
町
（北
海
道
） 

２
 
帯
広
市
（北
海
道
） 

３
 
千
代
田
区
（東
京
都
） 

４
 
横
浜
市
（神
奈
川
県
） 

５
 
飯
田
市
（長
崎
県
） 

６
 
富
山
市
（富
山
県
） 

７
 
豊
田
市
（愛
知
県
） 

８
 
京
都
市
（京
都
府
） 

９
 
堺
市
（大
阪
府
） 

10
 梼
原
町
（高
知
県
） 

11
 北
九
州
市
（福
岡
県
） 

水
俣
市
の
取
り
組
み

 

環
境
配
慮
方
暮
ら
し
の
実
践

 

 
市
民
版
の
環
境

IS
O
や
ご
み
分
別
な
ど
、
省
エ
ネ
、
省
資

源
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
実
践

 

エ
コ
シ
ョ
ッ
プ
認
定
制
度

 

 
省
エ
ネ
、
省
資
源
、
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
、
環
境
に
良
い
商
品

の
販
売
等
を
行
う
店
を
エ
コ
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
認
定
。
現
在

16

店
 

地
区
環
境
協
定
制
度

 

 
環
境
保
全
の
た
め
の
住
民
の
生
活
ル
ー
ル
を
作
り
、
こ
れ

を
守
っ
た
生
活
を
し
て
い
く
取
り
組
み
を
推
進
。
現
在

8
地
区

 

市
民
の
森
づ
く
り
市
域
の

75
％
を
占
め
る
森
林
を
保
全
す
る

た
め
、
「水
源
の
森
づ
く
り
」、
「漁
民
の
森
づ
く
り
」等
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
活
用
し
た
植
林
等
を
進
め
、
Ｃ
Ｏ
２
吸
収
を
促
進

 

ご
み
分
別
で
は

23
種
類
の
分
別
を
実
施

 

問
題
点

 

・環
境
モ
デ
ル
都
市
の
中
か
ら
厳
選
さ
れ
て
い
る
環
境
未
来

都
市
は
、
下
川
町
、
横
浜
市
、
富
山
市
、
北
九
州
市
だ
け
し
か

な
い
。
 

・環
境
モ
デ
ル
都
市
の
指
定
が
な
い
都
道
府
県
が
あ
る
。

 

改
善
策

 

・環
境
モ
デ
ル
都
市
を
増
や
す
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
発
表

の
場
を
通
し
て
、
環
境
モ
デ
ル
都
市
や
そ
の
取
り
組
み
を
多

く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
。

 

・環
境
未
来
都
市
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
環
境
モ
デ
ル
都
市

で
も
行
う
。
 

結
論

 

日
本
に
あ
る
環
境
モ
デ
ル
都
市
は
、
全
部
で
２
３
都
市
あ
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。
環
境
モ
デ
ル
都
市
の
指
定
が
始
ま
っ
た

の
は
、
平
成
２
０
年
（２
０
０
８
年
）で
あ
り
、
水
俣
市
は
１
２
番

目
に
指
定
さ
れ
た
。
環
境
モ
デ
ル
都
市
に
指
定
さ
れ
た
年

で
、
公
害
病
が
あ
っ
た
の
は
水
俣
市
だ
け
。
 

『
環
境
首
都
水
俣
』に
学
ぶ
水
校
生
か
ら
世
界
へ
の

「い
の
ち
」の
発
信

 

                   
12

 水
俣
市
（熊
本
県
） 

 
13

 宮
古
島
市
（沖
縄
県
） 

 
14

 新
潟
市
（新
潟
県
） 

 
15

 つ
く
ば
市
（茨
城
県
） 

 
16

 御
嵩
町
（岐
阜
県
） 

 
17

 尼
崎
市
（兵
庫
県
） 

 
18

 神
戸
市
（兵
庫
県
） 

 
19

 西
栗
倉
町
（岡
山
県
） 

 
20

 松
山
市
（愛
媛
県
） 

 
21

 ニ
セ
コ
町
（北
海
道
） 

 
22

 生
駒
町
（奈
良
県
） 

 
23

 小
国
町
（熊
本
県
） 

        

熊
本
県
は
水
俣
市

以
外
に
小
国
町
も

選
定
さ
れ
て
い

る
。
 

 

         

   

    

   

           

        

ド
イ
ツ
と
中
国
の
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
の
違
い

 

１
．
 仮

説
 

環
境

先
進

国
で

あ
る

ド
イ

ツ
と

そ
の

反
対

の
中

国
で

は
問

題
に

な
っ

て
い

る
環

境
問

題
が

違
っ

て
い

る
の

で
は

な
い

だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
ド
イ
ツ
で
は
環
境
問
題
に
対
し
て
し
っ
か
り
し
と
し
た
政
策
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
 

熊
本
県
立
 

水
俣
高
等
学
校
 

２
年
生
３
名
 

ド
イ
ツ
の
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
 

○
街
の
緑
化
 

・
中

庭
・
壁
面
・
屋
上
の
緑
化

 

〇
ゴ
ミ
の
リ
サ
イ
ク
ル
 

・
コ
ン
ポ
ス
ト
 

〇
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
 

・
ゴ
ミ
処
分
場
に
風
車
 

〇
エ
コ
シ
ョ
ッ
プ
と
ビ
オ
農
業

 

〇
デ
ボ
ジ
ッ
ト
制
 

中
国
の
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
 

〇
春
節
期
間
に
お
け
る
花
火
・
爆
竹
の
使
用
が

2
0
17

年
末
「
北

京
市
花
火
・
爆
竹
安
全
管
理
規
定
」
に
よ
り
北
京
市
第
五
環
状

線
以
内
で
禁
止
 

〇
大
気
汚
染
が
特
に
深
刻
な
北
京
市
、
天
津
市
、
河
北
省
は
建

設
現
場
や
工
場
な
ど
の
操
業
停
止
、
一
部
制
限
 

〇
石
炭
➡
天
然
ガ
ス
 

〇
環
境
汚
染
対
策
投
資
額
の
上
昇
 

２
．
 問

題
点

 

・
中
国
→
大
気
汚
染
 

・
ド
イ
ツ
→
ゴ
ミ
問
題
 

３
．

改
善
案
 

・
ド
イ
ツ

は
ご
み
は
発
生
し
て
い
る
が

そ
の

ゴ
ミ
を
利
用
し

て

様
々
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る

 

・
中
国
に
あ
る
た
く
さ
ん
の
工
場

を
世
界
各
地
に
分
散
さ
せ
る
 

・
中
国
で
電
気
自
動
車
を
普
及
さ
せ
る
 

・
中
国

の
人
た
ち

に
関
心

を
持
っ
て
も

ら
う
た
め
に

常
に
大

気

汚
染
濃
度
を
計
測
で
き
る
も
の

を
設
置
す
る
 

４
．
結
論
 

環
境

先
進
国

で
あ
る
ド
イ

ツ
と

そ
の
反
対
の

中
国
で
は

そ
れ

ぞ

れ
大

き
な
環
境

問
題
が
あ

り
、

ド
イ
ツ

で
は

そ
の
環
境

問
題

を

良
い
方
向
に
利
用
し
て
い
る
。

 

都
市
ゴ
ミ

総
発
生
量
ラ
ン
キ
ン
グ

 

１
位
 
ア
メ
リ
カ
 
 
６
位
フ
ラ
ン
ス
 

２
位
ロ
シ
ア
 
 
 
 
７
位
イ
タ
リ
ア
 

３
位
ド
イ
ツ
 
 
 
 
８
位
イ
ギ
リ
ス
 

４
位
日
本

 
 
 
 
 
９
位
ト
ル
コ
 

５
位
メ
キ
シ
コ

 
 
 
１
０
位
ス
ペ
イ
ン
 

『
環
境
首
都

水
俣
』

に
学
ぶ
水

高
生
か
ら
世
界
へ
の

「
い
の
ち
」
の
発
信
 

５
．
参
考
文
献
 

 
・
日
経
ビ
ジ
ネ
ス
「
青
い
空
が
続
く
中
国
で
次

に
求
め
ら
れ
る
環
境
ビ
ジ
ネ
ス

」
 

 
・
２
２
世
紀
を
生
き
る
君
へ
【
２
０
１
９
】
世

界
の

二
酸

化
炭

素
排

出
量

が
多

い
国

ラ
ン

キ
ン

グ
 

 
・
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
国
際
統
計
格
付
セ
ン
タ
ー
 

・
緑

と
ト

ラ
ム

の
カ

ー
ル

ス
ル

ー
エ

か
ら

環

境
先
進
国

ド
イ
ツ
の
今
著
者
：
松
田
雅
央
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実
習
方
法

 

   

廃
材
を
活
用
し
た

BB
Q

コ
ン
ロ
製
作

 
「
環
境
首
都
水
俣
」に
学
ぶ

 
 
水
高
生
か
ら
世
界
へ
の
「い
の
ち
」の
発
信

 ２
年
生
３
名

 

    

動
機
・
目
標

 
台
な
ど
を
収
納
で
き
る
コ
ン
パ
ク
ト
で
手
軽
に
使
え
る
コ
ン
ロ
の
製
作
販
売
し
、
実
習
で
学
ん
だ

 
知
識
や
技
術
を
生
か
し
て
人
を
喜
ば
せ
る

 

  

文
化
祭
で
の
販
売
価
格

 
今
回
は
廃
材
を
使
用
し
た
の
で
、
材
料
費
と
し
て
は
０
円
、
コ
ン
ロ
は
１
台

20
00

円
で
販
売
し
た
。

 

 

課
題

 
機
械
実
習
で
ど
う
し
て
も
廃
材
が
出
て
し
ま
う

 
廃
材
を
使
っ
て
何
か
作
れ
な
い
か
・
・
・

 

 

目
的

 
実
習
で
出
る
廃
材
を
有
効
に
活
用
、
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
で
持
続
可
能
な
社
会
の

 
実
現
に
つ
な
げ
る
こ
と

 

解
決
策
の
提
案

 
廃
材
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
た
め
廃
材
を
使
っ
た

BB
Q

コ
ン
ロ
製
作
し
文
化
祭
で
販
売
す
る
。

 

 

結
論

 
廃
材
を
つ
か
う
こ
と
に
よ
っ
て
人
の
役
に
立
ち
環
境
に
も
良
く
な
る
。

 

  
 

  

 
 

   
    

   

  
 

 

「
環
境
首
都
水
俣
」
に
学
ぶ
水
高
生
か
ら
世
界
へ
の
「
い
の
ち
」
の
発
信

 
 

ロ
ボ
ッ
ト
の
可
能
性

 

仮
説

 
今
後
さ
ら
に
ロ
ボ
ッ
ト
が
必
要
な
社
会
に
な
る
だ
ろ
う

 
・
高
齢
化

 
・
人
口
減
少

 

現
状

 
・
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る

 
・
介
護
用
ロ
ボ
ッ
ト
は
高
価
な
た
め
ま
だ
普
及
が
進
ん
で
い
な
い
。

 

私
た
ち
の
取
り
組
み

 
廃
材
の
活
用

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
実
習
に
よ
る
技
術
向
上

 
        機
械
科
で
ロ
ボ
ッ
ト
を
作
る
こ
と
で
、
機
械
に
対
す
る
知
識
や
、
使
用
用
途
に
応
じ
た
も
の
づ
く
り
の
技

術
を
身
に
着
け
る
こ
と
が
で
き
、
将
来
世
界
的
に
活
躍
で
き
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
育
成
に
繋
が
る
。

 

２
年
生
３
名

 
ゆ
う

 

今
後
の
社
会
に
必
要
な
ロ
ボ
ッ
ト

 

ロ
ボ
ッ
ト
が
普
及
す
る
こ
と
で
の
プ
ラ
ス
面

 
産
業
→
・
人
の
労
働
力
を
軽
減
・
労
働
力
不
足
の
解
消

 
医
療
→
・
よ
り
精
度
の
高
い
検
査
や
診
断

 
サ
ー
ビ
ス
→
・
私
た
ち
の
生
活
を
便
利
な
も
の
に
す
る

 

結
論

 
今
後
さ
ら
に
ロ
ボ
ッ
ト
が
普
及
す
る
こ
と
で
私
た
ち
の
生
活
が
豊
か
に
な
る

 

・
医
療

 
・
産
業

 
・
サ
ー
ビ
ス
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箱
罠

と
は
餌
な
ど
で
お
び
き
よ
せ
、
害
獣
を
捕
獲
す

る
わ
な
で
あ
る
。
従
来
の
も
の
は
、

 
重
く
持
ち
運
び
困
難
（
ト
ラ
ッ
ク
運
搬
）

 
軽
量
化
＋
強
度

UP
 

機
械
科
で
設
計

 
・
ワ
ゴ
ン
車
で
運
べ
る

 
・
二
人
で
持
て
る

 
・
丈
夫

 
・
何
度
も
使
え
る

 

  
 

◎
設

置
状

況
 

    水
俣
市
深
川

 
 

 
 

 
 

 
 
水
俣
市
白
浜
町

 
設
置
場
所

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
・
周
辺
に
柿
や
栗
が
落
ち
て
い
る
・
付
近
に
畑
が
あ
る
・

山
へ
の
出
入
り
口
・
畑
に
侵
入
さ
れ
、
荒
ら
さ
れ
た
所
・

民
家
や
団
地
の
す
ぐ
横

 

◎
仮

説
 

猪
や
鹿
の
増
加
、
猟
師
さ
ん
の
高
齢
化
、
減
少
に
よ
り
農
作
物
へ

の
被
害
が
増
え
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
そ
こ
で
私
た
ち
に

も
何
か
で
き
な
い
か
と
考
え
猟
師
さ
ん
や
環
境
の
現
状
を
知
る
と

共
に
箱
罠
を
製
作
し
こ
の
問
題
に
対
処
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
。

 

 
～

本
当
は
イ
ノ
シ
シ
を
殺
し
た
く
な
い
～
 

 

水
俣
高
校
機
械
科
２
年

 
２
名

 
「
環
境
首
都
水
俣
」
に
学
ぶ
水
高
生
か
ら
世
界
へ
の
「
い
の
ち
」
の
発
信

 

１
９
７
５
年
に
は
、
狩
猟
免
許
所
持
者

は
約
５
２
万
人
い
た
。
だ
が
、
年
々
免

許
所
持
者
は
減
少
し
２
０
１
５
年
に
は

約
１
９
万
人
。
そ
れ
に
対
し
１
９
７
５

年
の
イ
ノ
シ
シ
狩
猟
数
は
約
６
．
２
万

頭
、
２
０
１
５
年
に
は
約
１
６
．
６
万

頭
と
年
々
増
加
し
て
い
る
。

 

背
景

 

◎
現

状
 

・
イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
に
よ
る
収
穫
期
の
水
稲
の
食
害

 
・
シ
カ
に
よ
る
牧
場
内
の
飼
料
作
物
へ
の
被
害

 
・
シ
カ
が
車
両
と
衝
突

 
・
住
宅
地
へ
の
侵
入

 
な
ど
の
農
作
物
、
生
活
環
境
ど
ち
ら
に
も
被
害
が
及

 
ん
で
い
る
。

 

◎
結

果
と

今
後

の
展

望
 

 
・
９
月
か
ら
１
１
月
１
１
日
ま
で
に
、
９
頭
の
幼
獣
（
う
り
坊
）
を
捕
獲
し
た
。

 
 
・
水
俣
の
い
の
し
し
等
の
被
害
の
現
状
、
猪
、
鹿
等
が
増
え
た
理
由
や
水
俣
の
環
境
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き

 
た
。

 
 
・
今
後
は
建
築
コ
ー
ス
と
連
携
し
、
水
俣
の
現
状
を
発
信
す
る
こ
と
で
、
市
民
に
知
っ
て
も
ら
い
、
水
俣
の
自
然

 
 

 
環
境
に
目
を
向
け
て
も
ら
い
、
環
境
問
題
に
関
心
も
持
っ
て
も
ら
う
。

 
 
・
さ
ら
な
る
軽
量
化
お
よ
び
強
度
向
上
と
警
戒
心
を
減
ら
す
工
夫
と
、
電
気
コ
ー
ス
と
共
同
で
セ
ン
サ
ー
の
開
発

 
を
目
指
す
。

 

◎
水

俣
の

森
林

の
現

状
 

山
の
手
入
れ
が
行
き
届
い
て
い
な
い
た
め
、
猪
や
鹿
の

隠
れ
場
や
餌
場
が
人
家
の
近
く
に
多
く
あ
る
。
ま
た
、
放

置
さ
れ
た
老
木
や
台
風
被
害
な
ど
の
倒
木
は
二
酸
化
炭

素
を
排
出
す
る
た
め
、
二
酸
化
炭
素
の
影
響
で
地
球
温
暖

化
が
進
む
。
す
る
と
冬
を
こ
せ
る
固
体
が
増
え
、
ま
た
餌

の
栄
養
価
が
高
く
、
繁
殖
数
も
増
加
し
て
い
る
。
そ
れ
ら

に
対
処
す
る
に
は
、
い
の
し
し
等
の
数
を
減
ら
す
と
共
に

水
俣
の
現
状
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
、
山
の
手
入
れ
を
行

き
届
か
せ
る
こ
と
が
重
要
だ
と
わ
か
っ
た
。

 
そ
う
す
る
こ
と
で
、
無
駄
な
殺
生
を
な
く
し
て
い
く
。

 

「
駆

除
か

ら
共

生
へ

」
害

獣
へ

の
対

処
と

環
境
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水
俣
市
民

が
海
と

山
の
関

係
を
知

っ
た
な

ら
？

 
～
現
在

の
水
俣
と
こ
れ
か
ら

を
伝
え
る
～～

熊
本

県
立

水
俣

高
等

学
校

 
電
気

建
築
シ

ス
テ

ム
科

 
建
築

コ
ー

ス
 

２
年

生
２

名
 

 

  
 

              

～
水

俣
市

民
が
関

係
と

現
状

を
知

っ
た

ら
？

～
 

 
・
何
も
し
な
い
？

 
 
・
ポ
イ
捨
て
が
減
る
？

 
 
・
木
で
作
っ
た
も
の
を
使
う
人
が
増
え
る

？
 

 
・
少
し
で
も
林
業

や
漁
業
に
参
加
し
て
く
れ
る
人
が
増
え
る
？

 

 

 
・
山
林
管
理
者
と
山
主
さ
ん

の
間
で
の

説
明
会

 
 
・

W
CP

で
の
講
演
会
や
伐
採
体
験
等
の
活
動

 

・
一
部
の
人

に
し
か

知
ら
れ
て
い
な
い

 
・
広
め
る
人
が

少
な
い

 
・
市
民
に
関
心
が
な
い

 
・
難
し
く
と
ら
え
て
し
ま
う

 

①
 回

覧
板
を
使
用

 
②

 ポ
ス
タ
ー
作
製

 
③

 ゲ
ー
ム
形
式

で
の
体
験

 

 
 

🌲🌲
 
W

oo
d 

co
nn

ec
t 

pr
oj

ec
t 

🌲🌲
 

『
環
境
首
都
水
俣
』
に

学
ぶ
水
高
生
か
ら
世
界
へ
の
「

い
の
ち
」
の
発
信
 

W
oo

d 
co

nn
ec

t p
ro

je
ct（

ウ
ッ

ド
コ

ネ
ク

ト
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト

）
に

つ
い

て
 

環
境
ア
カ
デ
ミ
ア
，
水
俣
市
総
務
部
，
林
業
，
 

山
林
管
理
者
，
水
俣
市
建
具
組
合
，
熊
本
県
 

技
能
振
興
コ
ー
ナ
ー
等
と
連
携
し
、
木
育
及
 

び
環
境
に
配
慮
し
た
も
の
づ
く
り
を
念
頭

に
 

置
お
い

て
地
域
産
材
や
廃
材
の
利
活
用
の
取
 

り
組
み
に
つ
い
て
研
究
を
行
っ
て
き

た
。
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（２）令和元年度（２０１９年度）水俣高校 SGH成果発表会における水俣 ACTⅠスライド資料枠 

  ア ２年生「環境問題からの再生」グループ  

水俣湾の DINの地理的変動と魚介類の減少対策について 
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  イ ２年生電気建築システム科電気コース 

     環境発電の研究 
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  ウ ３年生電気建築システム科建築コース  
     Wood Connect Project 
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  エ SGH委員会  

     環境首都発！エコ・グランピング計画 
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科　　目 標準単位 文系 理系 文系 理系 文系 理系

建 築 法 規 2～4 2 2

4

0,20,2

6

2

0,2

◎7

2

2

2

4

2

2

0,6

0,7

2

4

0,6

2

4

2

0,2

90

2

2 2 2

2

熊本県立水俣高等学校　　全日制  

0,2

0,4

0,2

0,4

4

5

0,4

2 2

2

2

0,2 0,2

0,4

4

0,4

0,4

5

6 4

△2 △2 0,2△2

△2

2

☆4

22 2 2

8

2

□4

2

13,15

3

4

0,2

8

2

0,2

0,2

0,2

4

0,2

0,2

3

4

2

90

2

2

生 物 4

学校設定科目（実践理系数学） 7

物 理 基 礎 2 2

化 学

数 学 Ⅲ 5

物 理 4

2 □2

2

2

1

2

4

2

2 2 2

44

2

1

2

2

○2

○2

3

2

3

3232 32 32

2

30

合　　　　計 32 30 30 30 30 30 30 30 3232 32 30 90 90

※　工業科「総合的な学習の時間」は１年次で１単位、２年次で１単位、あとの１単位は「課題研究」で代替する。

30 30 30 30

1 11 1 3

9096 9096 96

231 1 1 11 11 3 3 2 21 1 1 1

1 11 1 1 1 1 11 1 1 1 3

総合 水 俣 ACT Ⅰ 3～6 1 1

1 3 3 3 31 1 1 33

9 13 11 11 11

特別活動 ホームルーム活動 1 1 1

37 34,36 34,36 34,3615 14,16 14,16 14,16専　門　教　科　計 9 9 9

4 62ビ ジ ネ ス 情 報 2～6

2

4

情 報 処 理 2～6 2

財 務 会 計 Ⅰ

4

4 4

原 価 計 算 2～4

5

2～4

簿 記 2～6 5

3

22

3

経 済 活 動 と 法 2～4

3 3

課 題 研 究 2～6

総 合 実 践 2～4

4

2

4

マ ーケ ティング 2～4
商
業

ビ ジ ネ ス 基 礎 2～4 2

0,2

建 築 施 工

■2

2 4

学校設定科目（実践建築製図） 2

2

2

建 築 計 画

2～5

2 4

2

建 築 構 造 設 計 2～8

2

2

2～8

2

電 子 計 測 制 御 2～6

建 築 構 造 2～6

22

0,2

電 力 技 術 2～6

■2

2 5

電 子 技 術 2～6

3

2 4

80,24 4

電 気 機 器 2～4

電 気 基 礎

2

■2

自 動 車 工 学

2～8

2 2

2

2～8

4

機 械 設 計 2～8

2原 動 機 2～4

2

2

1 52

2 2 2

機 械 工 作 2～8

2 2情 報 技 術 基 礎 2～6

42

6

2

22 2

3

2

2

3

7

3

2 3 6

3

3

製 図 2～18 2

実 習 4～20

2

63

2 2

3030

3 6

133017 17

工
業

工 業 技 術 基 礎 2～6 3

課 題 研 究 2～6

3

30 3019 30

3

13,1517 13,15 90 49,51 49,51

2 2 2

33

49,51

2

15

家
庭

各 学 科 教 科 計 30 19 19 19 47

家 庭 総 合 4 2 2 2 4

情報 社 会 と 情 報 2 2

2 2 4 4 4

0,2

2

2 2家 庭 基 礎 2 2

●2

英 語 表 現 Ⅱ 4 42 22 2 2

英 語 会 話 2

2

4

3

42

4

3

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ 4 4 4

○2

○2

書 道 Ⅲ 2

○2 0,20,2 0,2○2 0,2

書 道 Ⅱ 2

○2

美 術 Ⅱ 2

○2 ○2 ○2 ○2書 道 Ⅰ 2

美 術 Ⅲ

○2 0,2

2

○2 0,2 0,2 0,2 0,2 0,20,2

0,2

○2

美 術 Ⅰ 2 ○2 ○2 ○2 ○2

○2

音 楽 Ⅱ 2 0,2

音 楽 Ⅲ 2

○2 ○2 ○2

1

0,2 0,2 0,2 0,2

1 1体育

7 7 7

保 健 2 1 1 1 1 1 1 1 1 2

芸
術

音 楽 Ⅰ 2 ○2 ○2

1

3 2 23 3 2 782 2 2 2 2 22 2

□4

生 物 基 礎 2 2 2

保健 体 育 7～8 3 3 3 3 3

42 2

2

2

2

□2

2 2

22

2 2

2

2

化 学 基 礎 2

2

◎7

2 2 2

2 2 2 2 2

0,7

数 学 Ⅱ 4

2

2 22 2 2 2

数 学 Ｂ 2

2 2数 学 Ａ

42 4 4 4

3

4 4

33 3 3

4 4 4

3

4 2 4 4

3

数
学

数 学 Ⅰ 3 3 3

公
民

政 治 ・ 経 済

2

3 3

2

2

2

2 2 2

2

★2

★22

0,4△4 ☆4

2 2 2

△4

現 代 社 会 2 2 2

倫 理 2

地 理 Ｂ 4

2

△2 △2△2 △2 0,20,20,2

0,20,2

△4

△4

0,2

☆4 0,4

0,2 0,2△2 △2

△4

△4 0,4

2 2 2 2 2

△2△2 0,2△2

222 2

世 界 史 Ｂ

地 理 Ａ 2

日 本 史 Ｂ 4

日 本 史 Ａ 2

4

△2
地
理
歴
史

世 界 史 Ａ 2 2 2

3

2

3

4

3

3 2

3

2 2

古 典 Ｂ 4

現 代 文 Ｂ

33

3

6

4

4

5 5

0,20,2

2

2

3

2

3

国 語 総 合 4 4 3 3

3

3 34 5 5

33

2 2 2

電気

学科・類型（コース）

3

2

商業 機械
電気 建築

学年 Ⅰ Ⅱ Ⅲ 計

機械
建築

商業 機械
電気 建築

普通電気建築ｼｽﾃﾑ

普通
特進

普通 電気建築ｼｽﾃﾑ

電気 建築

普通

商業 機械

電気建築ｼｽﾃﾑ 電気建築ｼｽﾃﾑ

普通

令 和 ２ 年 度 入 学 教 育 課 程 表　（平成３０年度入学生）（全体図）

普通 特進
教
科 普通

普通

特進 特進商業

国 語 表 現 3

33 3

2

国
語

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ 3 3 3 3 3

0,2

4 3

2英 語 表 現 Ⅰ 2 2

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅲ 4

4 4

33

2

2 2 2

0,2

3 3

0,2

2 22 2

理
科

科 学と 人間生活 2 2

外
国
語

※　３学年特進クラス理系の☆と★は、☆から１科目選択または★２科目選択。

※　３学年普通クラスの○と●は、○１科目選択または●２科目選択。

※　２年次芸術を選択していない者は、３年次に芸術選択は原則不可。

※　普通教科「情報」科目「社会と情報」は、専門教科「商業」科目「情報処理」あるいは「工業」科目「情報技術基礎」で代替する。

4 4

学校設定科目（実践数学Ⅰ）

学校設定科目（実践数学Ⅱ）

3

5

●3

○5 5

0,3

0,5 5

学校設定科目（数学発展） 2

ビ ジ ネ ス 実 務 2～4 2

■2■2■2

4

11　教育課程表
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科　　目 標準単位 文系 理系 文系 理系 文系 理系

0,2 0,2 0,2 0,2■2 ■2 ■2 ■2 0,2■2家庭 子どもの発達と保育 2～6

4

0,20,2

6

2

0,2

◎7

2

2

2

2

4

2

2

0,6

0,7

0,2

90

2

2

2

熊本県立水俣高等学校　　全日制  

0,2

0,4

0,2

0,4

4

5

0,4

2

0,2 0,2

2

2

2

2 2

0,2 0,2■2

0,2 0,2

0,4

4

0,4

0,4

5

6 4

2 2

△2 △2 0,2△2

2

2

☆4

2

△2

4

2

8

■2

□4

■2 ■2

2

2

8

3

4

0,2

0,2

0,2

0,2

4

0,2

0,2

3

4

■2 0,2

2

2 2

学校設定科目（実践生物） 2

学校設定科目（実践理系数学） 7

物 理 基 礎 2 2

化 学

数 学 Ⅲ 5

物 理 4

2

1

2

0,2

4

2

2 2 2

44

1

2

2

○2

○2

3

2

3

3232 32 32

2

30

合　　　　計 32 30 30 30 30 30 30 30 3232 32 30 90 9030 30 30 30

1 11 1 3

9096 9096 96

231 1 1 1 11 3 2 2 21 1 1 1

1 11 1 1 1 1 11 1 1 1 3

総探 水 俣 ACT Ⅰ 3～6 1 1

1 3 3 3 31 1 1 33

9 13 11 11 11

特別活動 ホームルーム活動 1 1 1

34,36 32,34 34,36 34,360,2 12,14 12,14 14,16 14,16 0,2専　門　教　科　計 9 9 9

4 62ビ ジ ネ ス 情 報 2～6

2

4

情 報 処 理 2～6 2

財 務 会 計 Ⅰ

4

4 4

原 価 計 算 2～4

■2 ■2 ■2 ■2 0,2 5 0,2 0,2 0,2

2～4

簿 記 2～6 5

3

0,2■2

3

経 済 活 動 と 法 2～4

3 3

課 題 研 究 2～6

総 合 実 践 2～4

3

2

3

マ ー ケ テ ィ ン グ 2～4
商
業

ビ ジ ネ ス 基 礎 2～4 2

0,2 0,2

建 築 施 工

■2 ■2 0,2■2

2 4

学校設定科目（実践建築製図） 2

2

2

建 築 計 画

2～5

2 4

2

建 築 構 造 設 計 2～8

2

2

2～8

2

電 子 計 測 制 御 2～6

建 築 構 造 2～6

22

■2 ■2 0,2 0,2 0,2

電 力 技 術 2～6

■2

2 5

電 子 技 術 2～6

3

2 4

84 4

電 気 機 器 2～4

電 気 基 礎

2

学校設定科目（実践機械製図）

2～8

■2 ■2 0,2 0,2

2

2 ■2

4

機 械 設 計 2～8

2原 動 機 2～4

2

2

2 62

2 2 2

機 械 工 作 2～8

2 2情 報 技 術 基 礎 2～6

42

6

2

2 2

3

7

3

2 3 24製 図 2～18 2

実 習 4～20 63

3 2

3

3

2

3

13,15 88,90

2

3028,30

3 6

15,173017 17

工
業

工 業 技 術 基 礎 2～6 3

課 題 研 究 2～6

3

30 3019 30 17 15,17

3

13,15 90 49,51 49,51

3 2 2

33

51,53

2

15

家
庭

各 学 科 教 科 計 30 19 19 19 49,51

情報 社 会 と 情 報 2 2 2

0,2

2 2家 庭 基 礎 2 2

■2

英 語 表 現 Ⅱ 4 42 22 2 2

英 語 会 話 2

2

■2

4

3

42

4

3

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ 4 4 4

○2

○2

書 道 Ⅲ 2

○2 0,20,2○2 0,2

書 道 Ⅱ 2

○2

美 術 Ⅱ 2

○2 ○2 ○2 ○2書 道 Ⅰ 2

美 術 Ⅲ

0,2○2

2

○2 0,20,2

0,2

○2

美 術 Ⅰ 2 ○2 ○2 ○2 ○2

○2

音 楽 Ⅱ 2 0,2

0,2

音 楽 Ⅲ 2

○2 ○2 ○2

1

0,2 0,2 0,2 0,2

1 1体育

7 7 7

保 健 2 1 1 1 1 1 1 1 1 2

芸
術

音 楽 Ⅰ 2 ○2 ○2

1

3 2 23 3 2 782 2 2 2 2 22 2

生 物 基 礎 2 2 2

保健 体 育 7～8 3 3 3 3 3

42 2 2

2

2 2

2

□2

22 2

2

2 2

22

2

化 学 基 礎 2

2

◎7

2 2 2

2 2 2 2 2

0,7

数 学 Ⅱ 4

2

■2 2 22 2 2 0,2 2

数 学 Ｂ 2

2 2数 学 Ａ

42 4 4 4

3

4 4

33 3 3

4 4 4

3

4 2 4 4

3

数
学

数 学 Ⅰ 3 3 3

公
民

政 治 ・ 経 済

2

3 3

2

2

2

2 2 2

2

★2

★2

2

2

0,4△4 ☆4

2 2 2

△4

現 代 社 会 2 2 2

倫 理 2

地 理 Ｂ 4

2

△2 △2△2 △2 0,20,20,2

0,20,2

△4

△4

0,2

☆4 0,4

0,2 0,2△2 △2

△4

△4 0,4

2 2 2 2 2

△2△2 0,2△2

222 2

世 界 史 Ｂ

地 理 Ａ 2

日 本 史 Ｂ 4

日 本 史 Ａ 2

4

△2
地
理
歴
史

世 界 史 Ａ 2 2 2

3

2

3

4

3

3 2

3

2 2

古 典 Ｂ 4

現 代 文 Ｂ

33

3

6

4

4

5 5

0,20,2

2

2

3

2

3

国 語 総 合 4 4 3 3

3

3 34 5 5

33

2 2 2

0,2

電気

学科・類型（コース）

■2 3

2

商業 機械
電気 建築

学年 Ⅰ Ⅱ Ⅲ 計

機械
建築

商業 機械
電気 建築

普通電気建築ｼｽﾃﾑ

普通
特進

普通 電気建築ｼｽﾃﾑ

電気 建築

普通

商業 機械

電気建築ｼｽﾃﾑ 電気建築ｼｽﾃﾑ

普通

令 和 ２ 年 度 教 育 課 程 表　（平成３１年度入学生）（全体図）

普通 特進
教
科 普通

普通

特進 特進商業

国 語 表 現 3

0,22

国
語

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ 3 3 3 3 3

0,2

■2 ■2 ■2

4 3

2英 語 表 現 Ⅰ 2 2

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅲ 4

0,2 0,2 0,2

4 4

3

2 2

0,2

3 3

0,2 0,2

3

2

2

3

0,2 0,2 0,2

2 2

科 学 と 人 間 生 活 2 2

2 2

3 3

理
科

外
国
語

4 4

※　商業科・工業科の■は１つを選択する。

学校設定科目（実践数学Ⅰ）

学校設定科目（実践数学Ⅱ）

3

5

●3

○5 5

0,3

0,5 5

学校設定科目（数学発展） 2

ビ ジ ネ ス 実 務 2～4 2

■2■2■2

4

現 代 文 Ａ 2 ■2■2■2■2 0,2 0,2 0,2 0,2

生 物 4 2 □2 2 □4 4 0,6

家 庭 総 合 4 2 2 2 22 2 2 4 4 4 4

建 築 法 規 2～4 2 2

2

※　２年次芸術を選択していない者は、３年次に芸術選択は原則不可。

※　３学年特進クラス文系は、原則２年次特進クラスの文系からの継続のみ。

※　普通教科「情報」科目「社会と情報」は、専門教科「商業」科目「情報処理」あるいは「工業」科目「情報技術基礎」で代替する。

※　「総合的な探究の時間」は１年次で１単位、２年次で１単位、あとの１単位は「課題研究」で代替する。

※　３学年普通科の○●■は、■１つと●、または、○1つを選択する。　　　　

※　特進理系３年次の☆と★は、☆から１科目選択または★２科目選択。

※　３学年普通クラスは、原則２年次普通クラスからの継続のみ。

※　３学年特進クラス理系は、原則２年次特進クラスの理系からの継続のみ。
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科　　目 標準単位 文系 理系 文系 理系 文系 理系

　　ただし、２年次に「簿記」を履修した生徒は３年次も連続履修する。

0,2

※　３学年の特進クラスの文系は、原則２年次特進クラスの文系からの継続のみ。

※　３学年の特進クラスの理系は、原則２年次特進クラスの理系からの継続のみ。

0,20,2 0,2

※　３学年の普通クラスは、原則２年次普通クラスからの継続のみ。 ※　商業科および工業科の■、▲は総合選択科目でそれぞれ１つを選択する。　

0,2

0,2

※　商業科および工業科は「総合的な探究の時間」は１年次で１単位、あとの２単位は

※　２年次芸術を選択していない者は、３年次に芸術選択は原則不可。 　　「課題研究」で代替する。

▲2

2

0,2 0,2

0,2 0,2▲2 ▲2

▲2▲2▲2▲2

▲2 ▲2 ▲2

2

■2 ■2 ■2

3 2

学校設定科目（生物探究） 2

　　および「工業」科目「情報技術基礎」で代替する。

4 4 4 4

※　普通クラス２年次の■は総合選択科目で１つを選択する。　　　　

※　普通クラス３年次の○、●、■、▲は総合選択科目で、○１つか●と■１つ、

　　および▲１つを選択する。ただし、２年次に「簿記」を履修した生徒は３年次も連続履修する。

※　特進理系クラス３年次の☆と★は、☆から１科目選択または★２科目選択

建 築 法 規 2～4 ▲2

2 2 2

0,2

2 2 2 22家 庭 総 合 4

42 □2

0,2

0,62 □4

0,2 0,2 0,2 0,2

5

0,3

0,5

生 物 4

現 代 文 Ａ 2 ■2■2■2■2

学校設定科目（数学発展） 2

ビ ジ ネ ス 実 務 2～4 3

■2■2■2

4

学校設定科目（実践数学Ⅰ）

学校設定科目（実践数学Ⅱ）

3

5

●3

○5

外
国
語

4 5

※　商業科および工業科は普通教科「情報」科目「社会と情報」は、専門教科「商業」科目「情報処理」

理
科

科 学 と 人 間 生 活 2 2

3 3

3 3

3 3

0,2 0,2 0,2

3

2

2

3

0,2

3 3

0,2 0,2

0,2 0,2

5 5

3

2 2

英 語 表 現 Ⅰ 2 2

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅲ 4

▲2 ▲2 ▲2

4 3

2 0,2 0,22

国
語

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ 3 3 3 3 3

0,2

国 語 表 現 3

令 和 ２ 年 度 教 育 課 程 表　（令和２年度入学生）（全体図）

普通 特進
教
科 普通

商業

普通 電気建築ｼｽﾃﾑ

電気 建築

普通

商業 機械

電気建築ｼｽﾃﾑ 電気建築ｼｽﾃﾑ

普通建築
商業

電気

普通

特進 特進 機械
電気 建築

普通電気建築ｼｽﾃﾑ

普通
特進 商業 機械

電気 建築

学年 Ⅰ Ⅱ Ⅲ 計

機械
学科・類型（コース）

▲2 3

2 5

33

2 2 2

0,2 3

国 語 総 合 4 4 3 3

3

3 34

3

2

3

2

4

4

55 5

33

3

5古 典 Ｂ 4

現 代 文 Ｂ 2 24

3

2 2

3

2

2

2 2

3

2

△2
地
理
歴
史

世 界 史 Ａ 2 2

世 界 史 Ｂ

地 理 Ａ 2

日 本 史 Ｂ 4

日 本 史 Ａ 2

4

22

△2△2 0,2△2

2 2 2 2 2

△4 0,4

0,2 0,2△2 △2

△4 △4

△4

0,2

☆4 0,4

0,2

0,20,20,2△2 △2△2 △2

2

倫 理 2

地 理 Ｂ 4

現 代 社 会 2 2 2 2

△4

2 2

0,4△4 ☆4

2

2 2

2

★2

★2

2

2

2

3 3

2

数
学

数 学 Ⅰ 3 3 3

公
民

政 治 ・ 経 済

2

2 4 4

3 3

4 4 4 4

■2

33 3 3

4

3

4 4

数 学 Ａ

42 4 4

2

数 学 Ｂ 2

2 2 2 22 2 2 0,2

0,22

数 学 Ⅱ 4

■2

0,7

0,2

0,2 2■2 2 2

◎7

2 2 2

化 学 基 礎 2

2

2 2

22

2

22 2

2

2

2

2 2 42 2 2

保健 体 育 7～8 3 3 3 3 3

2生 物 基 礎 2 2

782 2 2 2 2 22 223 3 2

2

芸
術

音 楽 Ⅰ 2 ○2 ○2

11 1 1 1 1 11 1体育

7 7 7

保 健 2 1 1 11

0,2 0,2 0,2 0,2○2 ○2 ○2

音 楽 Ⅲ 2

0,2

○2

音 楽 Ⅱ 2 ○2

美 術 Ⅰ 2 ○2 ○2 ○2 ○2

0,2

0,20,2 0,2

2

○2

0,2○2美 術 Ⅱ 2

○2 ○2 ○2 ○2書 道 Ⅰ 2

美 術 Ⅲ ○2

0,2

書 道 Ⅱ 2

○2 0,2○2 0,2

書 道 Ⅲ 2

○2

○2

3

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ 4 3 4 52

3

4

3

▲2

2

英 語 会 話 2

22 2 2

0,2

英 語 表 現 Ⅱ 4 42

家 庭 基 礎 2 2

■2■2 ■2 ■2 ■2

2 2

0,20,2 0,2 0,2

情報 社 会 と 情 報 2 2 2

家
庭

各 学 科 教 科 計 30 19 19 19 50,52,54,5616,18

22

50,52,54,56 50,52,54,56

3 2 2

33

52,54,56,5815,17,19

3

13,15,17 90

3

30 3019 28,30 18,20

工
業

工 業 技 術 基 礎 2～6 3

課 題 研 究 2～6

18,20 18,20 3026,28,30

3 6

15,17,1930 13,15,17 84,86,88,90

2

63

3 2

3

3

2

3

製 図 2～18 2

実 習 4～20

4 9▲2 0,2 0,2

3

▲2 5 0,22 2 ▲2

3

2

6

2 2 2情 報 技 術 基 礎 2～6

4機 械 工 作 2～8

2 2 2

2

2

4

原 動 機 2～4

2

2

機 械 設 計 2～8

2

■2 0,2 0,2

0,20,2

■2 ■2

家
庭 フ ー ド デ ザ イ ン 2～10

学校設定科目（実践機械設計）

2～8 2

電 気 機 器 2～4

電 気 基 礎

2

4 2

4

8

2

3 5

電 子 技 術 2～6

2

0,2 0,2 0,2

電 力 技 術 2～6

■2 ■2 ■2

0,2 0,2■2 ■2 ■2

建 築 構 造 2～6 2

電 子 計 測 制 御 2～6

2～8

2

0,2 0,2

建 築 構 造 設 計 2～8

■2■2 ■2

4

建 築 計 画

2～5

2 2

2

学校設定科目（実践建築施工） 2

2

0,2■2 0,2 0,2

建 築 施 工

■2 ■2

商
業

ビ ジ ネ ス 基 礎 2～4 2

マ ー ケ テ ィ ン グ 2～4

2

3

総 合 実 践 2～4

3課 題 研 究 2～6

33

0,2

経 済 活 動 と 法 2～4

■2

0,2■2

簿 記 2～6 5 5 0,4 0,4 0,4

2～4

■2 ■2 ■2 ■2 0,4■2 ■2 ■2 ■2

原 価 計 算 2～4

4財 務 会 計 Ⅰ

4

情 報 処 理 2～6 2

4

2～6

4

ビ ジ ネ ス 情 報 0,2▲2

子どもの発達と保育 2～6 0,2■2 0,2 0,2 0,2 0,2■2

12,14,16 0,2,4,6

■2 ■2 ■2

専　門　教　科　計 9 9 9

1 1

30,32,34,36 28,30,32,34 30,32,34,36 30,32,34,360,2,4 10,12,14 10,12,14 12,14,169 0,2 11,13 9,11 9,11 9,11

3 3 3 31 1 1 331 1 3

総探 水 俣 ACT Ⅰ 3～6 1 1

1 1 11 1 1 1 1 11 1

1 3 1 1 11 1 1 1 131 1 11 1 3

9096 9096 96 90 9030 30 30 3030 30 30 30 3232 32 30合　　　　計 32 30 30 30

特別活動 ホームルーム活動 1 1

3232 32 32

2

30

3

2

3

2

2

○2

○2

2 2 2

34

3

2

2

0,2

0,2

□2

2

物 理 4

数 学 Ⅲ 5

学校設定科目（実践生物） 2

学校設定科目（実践理系数学） 7

物 理 基 礎 2 2

化 学

2

0,2

2

4

0,2

0,2

3

4

▲2 0,2

2

0,2

0,2

0,2

0,2

3

4

0,2

4

0,2

8

□4

▲2 ▲2■2

2

8

2

☆4

2

△2

2 2

△2 △2 0,2△2

▲2

0,2

0,4

4

0,4

0,4

4

6 4

0,2

0,2 0,2

2

2

2

0,2

熊本県立水俣高等学校　　全日制  

0,2

0,4

0,2

0,4

4

5

0,4

2

2 2

2

2

2

0,2 0,2

6

4

90

22

4

2

2

2

0,2

2

0,6

0,7

5

◎7

2

2

2

6

2

0,2

4

生産システム技術 2～8

学校設定科目（実践機械製図） 2

2

0,2
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